
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第３章　暗黒魔ま城じよう・死し闘とう激げき震しん編










１．空手vs女賢けん者じや






　海沿いの街道を、景色が流れていった。トカゲのような二足歩行で走る生物──あれもどうやら、下等竜種レツサー・ドラゴンの一種らしい──に引かれ、おれたちの乗った馬車は快調に走る。街道はゆるやかな坂道となり、内陸の方へと続く。

　潮風の香かおりを感じながら、おれはこの世界に来て闘たたかった相手のことを思い出していた。巨きよ大だいな牛頭魔人ミノタウロス、重装騎き士しに騎竜士ドラゴンライダー、それに異世界の武術を使う猛者もさたち。

　それはまさに、常識の違ちがう相手との闘いだった。元より武術とは、まさにそういった局面で相手と渡わたり合うための「言語」でもある。だからこそ、行ぎよう住じゆう坐ざ臥がの日常においても、常に武と共にあらねばならない。昔は電車の中で爪つま先さき立だちをするなどもしていたものだが、この天てん井じようの低い馬車の中ではそれは難しいようだ。

「エンディ様も来られればよかったですのに」

　隣となりに座るウィルマが窓の外を見ながら言った。

「急な話だったからな。仕方ないさ」

　もちろん、いつもなら女騎士・エンディも一いつ緒しよに行くところなのだが、なにやら用事があるとかでちょうど街を空けていたのだ。

　おれの正面に座った大おお柄がらな男が口を開く。

「うむ、それに、あまり大人数でというわけにもいかなかったのだ。すまんな」

　背は低いが横に広いがっしりとした身体、それに胸元を隠かくすほどの髭ひげ──この世界で「ドワーフ」と呼ばれる亜人種デミ・ヒユーマンの一種族。

　おれたちがこうして馬車に乗っているのは、前日突とつ然ぜん現れたこのドワーフのためだった。




　　　　＊　＊　＊




　話はその前日に遡さかのぼる。




　亜人街の一角、猪鬼同胞団オーク・マフイアのボス・ガルディオフの館の跡あと地ちはそのまま、露ろ天てん道場となっていた。

　猪鬼オークをはじめとする亜人街の住人たちが稽けい古こに精を出すそこへ、彼は急に現れた。

「『神の手デイバイン・ハンド』っていう人はいるかね？」

　ドワーフは亜人街でも珍めずらしい種族らしい。猪鬼オークたちが不ふ審しんげに見守る中、おれは応対する。

「おれになにか？」

「……ふぅむ。なるほどなぁ」

　ドワーフはまじまじとおれのことを眺ながめていた。

「……いや、見事だ。鍛きたえ抜ぬかれた身体に、一分の隙すきもないその身のこなし……まるで灰輝銀ミスリルの剣けんのような男だのう」

　ドワーフは満足げに笑った。

「このような雰ふん囲い気きを纏まとった男を見たのは２人目になるか……まったく、異世界転移者というのはどうしてこうなのかな」

「……なんだって？　今なんと言った？」

　ドワーフは笑うのをやめ、一転して真しん剣けんな表情になる──その瞬しゆん間かん、その全身から放たれるただならぬ気配！　この男、只ただ者ものではない──！

「わしはギドゥザールという。見ての通りのドワーフよ」

　ドワーフはそう名乗り、さらに言葉を継つぐ。

「かつてわしはある男と共に戦っていた。その男の名はジャヴィドという」




　　　　＊　＊　＊




　ジャヴィド──おれと同じ異世界から来た男であり、かつて魔ま王おうを倒たおした勇者であるという。王女・ウィルマの住んでいた城を襲おそい、神器アーテイフアクト「アズミファルの小手」を奪うばい、そしておれと立ち合った。

　ジャヴィドが奪っていった「アズミファルの小手」は左ひだり腕うで──その右みぎ腕うでがこの世界のどこかにあるという。やつは必ずそれを狙ねらってくるだろう。

　いずれ決着をつけねばならぬ相手──その昔の仲間に乞こわれ、おれは今この馬車に乗っているのだった。

　馬車は徐じよ々じよに山の中へと入っていった。ルドブザまでは１日もかからないという。

「ルドブザの街は『賢者の学院』で知られた街だ。ヴァンフリー王国の外からも、多くの学生が集まって来ている」

　ギドゥザールが風に髭をなびかせながら言う。

「しかし……近年は少々、厄やつ介かいなことになっていてな。おぬしを呼んだのはそういう事情もある」

「あんたはそこでなにを？」

「わしか？　わしはいわゆる事務職員だ。戦士としてはもう引退したのでな」

　そう言ってギドゥザールは左手を上げて見せる。その手首から先は失われていた。

「あの……ギドゥザール様」

　ウィルマがおずおずと切り出した。

「お聞きしたいことが……その、ジャヴィド様のこと」

「うむ……」

　ギドゥザールは腕うでを組んだ。

「あの男が神器アーテイフアクトを奪い、ウィルヘルム王に叛はん旗きを翻ひるがえして街を破は壊かいしたなど、正直わしには未だに信じられん。あれは高潔な男だった」

　ウィルマは悲しげに頷うなずいた。ギドゥザールは話を続ける。

「先の『魔導大戦』において、我らドワーフは中立の立場を取っていた……ジャヴィドがドワーフの国を訪れたとき、わしはやつを追い出そうとして闘いを挑いどみ、そして見事に負けてな。いや、やつは強かったわい。手も足も出なんだわ」

「……そうだったのか」

　ギドゥザールは笑い、話を続ける。

「……そしてあいつはその後、ドワーフの国に迫せまる魔王の軍勢を撃げき退たいしてくれた。我らの国を救い、同時に自国のことしか頭になかった我らの目をも開かせた……勇者というのはこういう男か、と感じ入ったものだ」

　そしてギドゥザールはウィルマに向かって言う。

「嬢じようちゃんがジャヴィドに会ったというのはいつかね？　『魔導大戦』の時分にはまだ幼かったろう？」

「その……そう、わたくしも幼いころ、あの方に助けていただいたことがあるのです」

　ウィルマはそう言って言葉を濁にごし、曖あい昧まいに笑った。




　馬車がルドブザの街外れに着いたときには、もう夕暮れが近くなっていた。

「おお……」

　馬車から降り立ったおれは思わず、感かん嘆たんの声をあげた。傾かたむき始めた日の光を浴びる、壮そう麗れいな塔とう──それは王都にあったような古風な見張り塔のようなものでなく、白く滑なめらかな外がい壁へきの、塔というよりまるで現代のビルディングのような建物だった。

「ファンタスティック！　素晴らしい塔ですね……！」

　あとから降りてきたウィルマもまたその目を輝かがやかせる。

「あれが、『学院』……？」

「……正確には学院だったもの、だ」

　ギドゥザールはおれたちの前に立ち、歩き出した。その向かう方向は、塔とは逆の方向──おれはその後ろを追いながら、学院の塔を振ふり返る。魔ま法ほうを学ぶ学生も多い街だと聞いていたのに、街の雰囲気はどこか閑かん散さんとしていた。

　ギドゥザールは街に背を向け、どんどんと歩いていった。




「ここだ」

　ギドゥザールが足を止めてそう言ったときには、完全に夕暮れ時となっていた。そこは街の裏手──街区から完全に外れ、木の立ち並ぶ林の中。その中に、粗そ末まつな家がひとつ。その内の１軒けんの鍵かぎを開け、ギドゥザールは中に入る。

「ここは？」

「わしの家だ」

「……はぁ」

　おれたちが全員、家の中に入ると、ギドゥザールは戸に鍵をかけ、そして念入りにしんばり棒を当てる。

　そしてギドゥザールはテーブルをどけ、そして床ゆかに置いていた毛皮の敷しき物ものを剝はがす。そこに地下室への入り口──ギドゥザールは、その蓋ふたのような入り口に施ほどこされた鍵も開ける。その下に現れた細い階段を、おれたちはゆっくりと降りていった。

「戻もどったぞ、ミーヴィ先生」

　たどり着ついた地下室の奥へと、ギドゥザールが声をかける。ろうそくに照らされた薄うす暗くらがりの奥から、何者かが振り返った。

「……キミが噂うわさの『白衣の次元遊者ブレーンウオーカー』？」

　緩ゆるやかなローブに身を包み、長い髪かみをろうそくの光になびかせた女がその口を開く。それは絹のように柔やわらかな声だった。

「はじめまして。私はミーヴィ。ここルドブザで神器アーテイフアクトの研究をしています」

　女賢者・ミーヴィ──事前にギドゥザールから話を聞いて想像していたよりも、はるかに若い。おっとりとした雰囲気のその女賢者は、柔らかな物もの腰ごしで立ち上がり、右手をおれに向かって差し出した。

「あ、ああ……はじめまして」

　おれは握あく手しゆに応じようと、その右手を握にぎる──と、女賢者はおれの手を摑つかんでまじまじと眺め出した。

「……ふぅん？　見たところ、この世界の人間と変わらないようですねぇ……」

「……ちょ、ちょっと……？」

「むっ、手の甲こうの……この硬かたい部分は？　もしや異世界人にだけある特とく殊しゆな器官でしょうか……？」

　ミーヴィはおれの拳こぶしにできた拳ダコを指で突つついた。そして顔を寄せたり、手のひらをひっくり返したりしながらおれの手をまじまじと観察する。

「あ、あの……！」

　ウィルマが横から声をあげ、ミーヴィはハッとした顔になっておれの手を離はなした。

「あ、すいません……いえ、次元遊者ブレーンウオーカーが私たちと同じなのかは一度調べてみたくて。できれば解かい剖ぼうもしたいんですけど……」

「か、解剖……だ、ダメです！　先生を解剖なんて……！」

「そうですかぁ。それは残念です」

　あくまでも柔にゆう和わなまま、ミーヴィは言う。どこまで本気なのだろうこの女は──おれは、ギドゥザールと対たい峙じしたときと別の意味での緊きん張ちよう感かんを背筋に感じていた。この相手は手強い。多分。

　おれは手を引っ込めながら、ミーヴィを見る。女賢けん者じやは変わらず、微笑ほほえみを浮うかべていた。




　　　　＊　＊　＊




　ルドブザの街のほど近く。このあたり一帯を封土とする領主の居館がある。

　館の敷しき地ちは広く、またその中には私兵団の兵舎などもある。一族が暮らす館なども合わせると、そこはちょっとした集落ほどの規模だ。

　その本館の一室で、この館の主人である貴族・コーハウテンは苛いら立だちを隠かくせずにいた。

「……あの女はまだ見つからんのか！」

　怒ど鳴なりつける声に、兵士長が平へい伏ふくする。

「街の中にはまだいるはずと思いますが……」

「草の根分けても探し出せ！　あいつ１人だけを見み逃のがすわけにはいかんのだぞ！」

　兵士長は再び平伏し、部屋を出て行く。

　コーハウテンはその背中に向かいまた「さっさとしろ！」と叫さけび、憮ぶ然ぜんとして椅い子すに座り直した。

「……ただ怒鳴り散らすだけでは人は動きませぬよ」

　部屋の壁かべ際ぎわに背中を預けていた、青黒い覆ふく面めんの男が言った。

「ザバゥドか……しかしどいつもこいつも愚ぐ図ずでいかん」

「王の器には辛しん抱ぼうも大事でございます」

　ザバゥドと呼ばれた覆面の男が部屋の真ん中へと歩み出る。

「いずれ神器アーテイフアクトを手に入れ、その力をもってすれば、コーハウテン様の御ご威い光こうは益々強くなりましょう」

「もちろんだが……それ以上にあの女は目の上のこぶだ。確実に捕とらえるとも」

　ザバゥドの覆面の奥が動く。それがどうやら笑ったらしいということに、コーハウテンは数秒経ってから気が付いた。

「サビニアの同志から連れん絡らくがありました……噂の『神の手デイバイン・ハンド』がこちらに向かったそうで」

「なんだと……！　猪鬼同胞団オーク・マフイアを壊かい滅めつさせたという、あの……！」

　コーハウテンは青ざめる。しかし、それに応じるザバゥドの声は楽しげだ。

「これはむしろ好機と見るべき……変化は歓かん迎げいするべきですよ」

　ザバゥドはそう言ってコーハウテンに背を向け、部屋を出て行く。その歩みが全く音を立てていないことに、コーハウテンは気が付き、息を吞のんだ。




　コーハウテンの屋や敷しきから外に出たザバゥドは、素早く周囲に目を光らせた。

「……準備は？」

　夕ゆう闇やみに紛まぎれた空間の一点に向かい、そう声をかける。

「……仕込みは上々よ……」

　どこからか声が返ってきた。

「間に合ってよかった。やつを侮あなどるわけにはいかんからな」

　ザバゥドのその声に応えるように、屋敷の陰かげから人ひと影かげが姿を現した。それは腰こしに長剣を帯びた金きん髪ぱつの女騎き士し──その左ひだり肩かたから先に、鎧よろいをつけず魔小手マジツク・パームを身につけた魔ま法ほう剣けん士し・エンディの姿。

　ザバゥドが覆面の奥で笑った。

「……混こん沌とんの導くままに、だ」




　　　　＊　＊　＊




「そもそもの始まりは数年前、コーハウテンがこの地方の領主となったことにあります」

　ミーヴィは薬草茶を淹れたカップを手に言った。

「コーハウテンは『賢者の学院』に対し、自らの統治下に入るように要求をして来たのです。当時、私はまだ学生でしたが……」

「学院は自主独立が基本。領主に協力することはあれど、支配下に入るなどあり得ない」

　横からギドゥザールが付け加えた。ミーヴィは頷うなずく。

「学院は冒険者職能会ギルドと同じく、領地を超こえて活動する特約状を王より賜たまわっています。領主だからといって、言うことを聞く道理はありません。貴族からの援えん助じよすらずっと断って来たのです」

「領主はなぜ、そんなことを……？」

　おれが問うと、横からギドゥザールが答える。

「学院の活動に関する利権が欲しいんじゃろうな。生徒から高額な学費を取ろうとしているらしい」

「……冗じよう談だんじゃありません」

　ミーヴィが穏おだやかに、しかし毅き然ぜんとした調子で言った。

「身分の別なく、才能ある若者を育てるのはこの国の……ひいては世界の未来を切り拓ひらく礎いしずえ。そんなことは太陽が二つあることよりも明らかなことです」

　だんっ！　と音を立て、ミーヴィはテーブルの上にカップを置いた。

「コーハウテンは学院での研究内容にも口を出して来ました。高く売れそうな魔道具マジツクアイテムをもっと作れと……まったく、知ったこっちゃねぇって話なのです。真実の探求はそれだけで尊いの」

　心なしか早口になってそう言い切り──ミーヴィはひとつ、ため息をついた。

「……ふぅ、つい熱が入ってしまいました」

「いや、気持ちはよくわかる」

　おれは一気にこの女賢者に好感を抱いだいていた。「それがなんの役に立つのか」──おれ自身も空手の修行の中で、散々言われた言葉である。試合で使うことのできない危険な殺人技、武器と戦うときの技術──「人殺しの技術を追求するなんて頭がおかしい」などと強い非難を受けたことだって、一度や二度ではない。

　自己満足だと言われればそれまでだろう。だが──なんのために学ぶのか、なんのために探求をするのか。どうして空手の技を磨みがくのか──

「……そんなの、知ったこっちゃねぇよな」

　おれは自分が笑っていることを自覚していた。ミーヴィはおれの顔を見て──そして、笑った。

「ええ、知ったこっちゃねぇです」

　おれとミーヴィは笑い合った。ウィルマが複雑な顔で、おれとミーヴィの顔を見比べていた。

[image: ]

「……だが、コーハウテンが急に強きよう硬こうになったのが、ここ最近のことだ」

　ギドゥザールがカップの茶を啜すすりながら話を受ける。

「学院長のシディオール翁おうを、コーハウテンは拘こう束そくし……それに抗こう議ぎした賢者や学生たちは牢ろう獄ごくに入れられ、そして学院は封ふう鎖さされた」

　おれは街の様子を思い出していた。どうにも閑かん散さんとした雰ふん囲い気きはそのためか──

　ミーヴィが言葉を継つぐ。

「私も追われています。それでギドゥザールさんに匿かくまっていただいていて」

「……それで、おれたちを呼んだのか」

「ええ……」

　ミーヴィはカップを置き、手を組んで姿勢を正した。

「……『アズミファルの小手』が奪うばわれたと話に聞きました。そしてあなたが、『魔ま剣けんの勇者』と対峙したということも、ね」

　おれは無言で頷く。ミーヴィは続けて言う。

「アズミファルの小手は左右一対でひとつの神器アーテイフアクト。今は力を失っているとされていますが……それでも、悪意のある者の手に両方を渡わたすわけにはいきません」

「あなたは神器アーテイフアクトの専門家だと聞いた。もうひとつの小手に心当たりが？」

　それは女神グレンから依い頼らいされたことでもある。そしてミーヴィは、真しん剣けんな顔で首を縦に振ふった。

「……それに関する古文書が学院にありました。今は信しん頼らいできる人物に預けてあります」

　おお──と、一同から安あん堵どの息が漏もれる。

「どうにかあなたにそれを託たくしたくて、ギドゥザールさんに無理をお願いしました。なにしろ『学院』が今、こんな状じよう況きようだから」

「そうだったのか」

　おれはギドゥザールを見た。ギドゥザールは頷く。

「魔剣の勇者……ジャヴィドはわしにとっても戦友。このまま放っておくわけにはいかぬ。どうかよろしく頼たのむ」

「……わかった」

　ギドゥザールはもう一度頷き、そして立ち上がった。

「さぁ、あとのことは明日だ。今日は飯にしようじゃないか！」




　　　　＊　＊　＊




　その日の深夜。

　ギドゥザールの家の地上階に、ミーヴィはひとり座っていた。暗い部屋の中、灯りもつけず、椅子の上に片かた膝ひざを立てて座る。その手にはゴブレットを持ち、窓越ごしの星空を眺ながめていた。

「……ミーヴィ様？」

　ミーヴィが振り返かえると、そこにはエルフの血を引いた蒼灰色ブルー・アツシユの髪かみの少女──ウィルマが立っていた。

「……隠れていなくては……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、外には出ないから」

「でも……」

「いつも夜中だけは出てくるの。そうでもしないと息が詰つまってしまいます」

　ミーヴィはそう言って笑い、ゴブレットに口をつけた。ひと口液体を飲み込んで、ふぅ、と息をつく──顔を上げると、ウィルマがまだそこに立っていた。

「……飲みます？」

「え……？」

「お酒。焼留酒ウシユクっていうの。高級品」

「え……その、わたくし、お酒は……」

「いいから、ほら、こっち」

　ミーヴィはそう言って、傍かたわらの椅い子すをウィルマに勧すすめた。ウィルマは促うながされるまま椅子に座り、ゴブレットを手て渡わたされる。

「……えと、それじゃ……」

　ウィルマはそう言ってゴブレットに口をつけ、中の液体を口に含ふくむ──

「……！　げほっ、げほっ……！」

　強い刺し激げきに思わずむせ返るウィルマ。ミーヴィは慌あわてて、ウィルマの背中をさする。

「こ、これ、辛からい……です……」

「あはは……ごめんね、強いお酒だから……」

「……で、でも……」

　グラスをミーヴィに渡しながら、ウィルマは顔を上げる。

「なんていうか……これ、すごくたくさんの味がします……色々な味が、それぞれすごく一いつ生しよう懸けん命めいに生きているような」

　ウィルマはゴブレットの中の焼留酒ウシユクを覗のぞき込んだ。

「まるで……ひとつの街を口に含んでるみたいでした……」

「ふふ……詩人ですのね、ウィルマさんは」

「そ、そんな……！」

　顔を赤くするウィルマを、ミーヴィは優しげに見る。

「こういうのって、どうやって造るか、知ってる？」

「い、いえ……」

「発芽した大麦を乾かん燥そうさせて、それを挽ひいたものを湯に漬つけ、そこにエールの搾しぼり粕かすを加えて三日三晩寝ねかせ、大きな釜かまで蒸留するのです」

「搾り粕……？　そんなものを……？」

「そう。それがないといいお酒ができないのだそうですよ」

　目を丸くするウィルマにミーヴィは微び笑しようを返した。ウィルマは感かん嘆たんしてため息をつき、口を開く。

「……いったいどなたが考えたのでしょう？　そんなものまで利用して、そんなに手間のかかる方法を考え出して……」

「たかがお酒を造るためだけに、ね……ふふ、それが人の歴史というものです」

「歴史……」

「誰だれかが作ったものを、誰かが継ついで、それをまた工夫して、次の人につなぐ。千年にもわたって積み重ねられたそういう歴史が、この１杯ぱい、この１滴てきに詰まってるの……だから美味しいのよ」

　ミーヴィは焼留酒ウシユクをひと口飲み、そして息を吐はく。

「……ウィルマさんは、カラテを学んでいるのですよね？」

「は、はい……」

　ウィルマは頰ほおを赤くした。

「でも、全然ダメなのです、わたくし……」

「……」

　ミーヴィは黙だまっていた。ウィルマは言葉を継ぐ。

「……わたくし、今までずっと……世界を動かしているのはどこかの誰かで、わたくしはそれを見ているだけだと思ってました。わたくしはただ流されて、それでそのまま死ぬんだなぁって、あのとき思って……だけどそこに、先生が現れて、素手でモンスターをやっつけちゃって」

　ウィルマは身を乗り出す。

「すごかったんですよ！　こーんな大きな牛頭魔人ミノタウロスを、こう、どかーん！　って！　言葉に表せないほどカッコよかったのです！」

　ウィルマは目を輝かがやかせ、身み振ぶり手て振ぶりを使って一生懸命にその感動を表現しようとしていた──が、ふとその顔を伏ふせた。

「でも……」

「でも？」

　ウィルマはミーヴィに向かい、悲しげに笑う。

「……その時、なにもできなかった自分が悔くやしくて、それで先生に弟子入りはしたけど……結局、わたくしは守られてるだけ。これじゃ、カラテを始める前となにも変わりません」

「まだ始めたばかりなのでしょう？」

「そうですけれど……このままじゃダメなんです。もっと……もっと先へ行きたい」

　ウィルマが拳こぶしを握にぎるのを、ミーヴィはしばらく無言で眺め──そしてふっと、ため息をついた。

「……きっと、あの方もそうなんじゃないかなぁ」

「……え？」

　ミーヴィは部屋の奥を振り返った。

「『もっと先へ』ってずっと言い続けて、気が付いたらああなったんだと思います。私もそうだから」

「ミーヴィ様も？」

「そうよ。神器アーテイフアクトのこと、この世界のこと……もっと知りたい、もっと調べたい。もっと先へ、先へって。もうずっとそれだけ。それで領主にまで逆らって、こうして隠かくれてるんですよ？」

「……」

「ほんと、バカよね」

「……ふふ」

　ウィルマは笑った。

「それじゃわたくしも、バカかも」

「そうね」

　ウィルマとミーヴィは顔を見合わせて笑った。

「……あの、ミーヴィ様」

「なんです？」

「それ……もうひと口、いただいても？」

　ミーヴィは一いつ瞬しゆん、驚おどろき──そしてその後、目元を緩ゆるめて笑った。

「ええ、もちろん」

　ミーヴィが差し出した焼留酒ウシユクのゴブレットを、手に取ろうとしてウィルマが腕うでを伸のばし──

「……我にも１杯、いただけるかな」

　突とつ然ぜん、割り込む第三者の声に驚き、２人は振り返った。いつの間に入って来たのだろうか、そこには、青黒い覆ふく面めんをした瘦そう身しんの男──




　──カァン！




　それは、ミーヴィの取り落とした焼留酒ウシユクのゴブレットが床ゆかに落ちた音だった。そしてその音と同時に、ウィルマとミーヴィは気を失った。

「ふふ……女賢けん者じやの方もまとめて確保できるとは僥ぎよう倖こう……コーハウテン様に恩を売っておくとするかね……」

　覆面の男──ザバゥドがその覆面の奥を歪ゆがませた。








２．空手vsアサシン






「おれ、もっと強くなりたい」

　着慣れない空手着を着て、道場の板間にへたり込んだおれが言った。先ほど蹴けりを受けた腹に、まだ衝しよう撃げきが残っている。瘦やせっぽちなこの身体が憎にくい。

　大おお柄がらな男が、目の前に立っていた。１８０㎝を超こえる長身に、不釣つり合あいなほど柔にゆう和わなその顔が笑う。

「強さって、なんだろうな？」

　おれはその問いに答えようとして、口を開いた──




　──カァン！




　部屋の外から甲かん高だかい音が聞こえ、おれの意識は覚かく醒せいした。

「……なんだ!?」

　おれは瞬しゆん時じに跳はね起おきる。その瞬しゆん間かん、鼻び腔こうに流れ込んでくる異様な臭におい──

「……うっ……？」

　それを吸い込んだ瞬間、おれの意識に雑音が走り、意識が再び沈しずみそうになる──

「これは……催さい眠みんガスの類か？」

　おれは口元を塞ふさぎながら、部屋を飛び出た──なにか異常な事態が起きている！

「……！」

　奥の部屋から居間リビングへと出た瞬間、おれの目に飛び込んできた光景──それは、覆面の男が両りよう脇わきにウィルマとミーヴィを抱かかえ、立っている姿だった。

「……ふふ……」

　覆面の男は含み笑わらいを漏もらし、戸口から外の闇やみへと、溶とけるように消える。

「待て……！」

　家の中にはガスが充じゆう満まんしている──口元を押さえていても、目の焦しよう点てんがぼやける。おれは口を押さえたまま、男を追って外へと出た。

　──街灯や電気の存在しないこの世界は、夜になると文字通り漆しつ黒こくの闇の世界だ。この中で男の姿を探すのは困難を極める。

　おれは唇くちびるを嚙かんだ。昼間聞いたコーハウテンとかいう貴族の手の者だろうか──しかも、ウィルマまで一いつ緒しよに攫さらわれてしまうとは──！

　あとを追わねば、しかし、どうすれば──おれは周囲を見回す。

「……むっ……!?」

　星明かりに慣れた目に、それが飛び込んできた。

　家の前の暗がりに、大きな塊かたまりが横たわって──

「ギドゥザールさん！」

　星明かりに照らされたその姿は、間ま違ちがいなくドワーフ・ギドゥザールだった。おれはギドゥザールの大きな身体を起こす──幸い、死んではいないようだ。しかし、これほどの手練れを昏こん倒とうさせるとは──

「……！」

　──と、不意におれの視界に光が差した。街の方から、何者かがこちらへとやってくる──

「……何者だ！」

　おれはその光に向かって怒ど鳴なる。光は一瞬、その歩みを止め──そしてその向こうから、声がした。

「……その声……無事だったか！」

　聞き覚えのある女の声──そして光はその速度を増し、こちらへと近づいて来た。

「私だ！　よかった、会えて……」

　その金きん髪ぱつをランタンの光の中に揺ゆらし、右半身を鎧よろいに包んだ女騎き士し──エンディ・コーカシスの姿がそこにはあった。

「エンディさん!?　どうして……？」

「貴き殿でんらが街を出たあと、すぐに追って来た。緊きん急きゆうに伝えねばならんことがあってな……」

「なに……」

　エンディはギドゥザールの方をランタンで照らす。

「そのドワーフは……！」

「……何者かにやられたらしい。ここは危険だ」

「なんと……!?」

「とにかく、家の中へ」

　そう言っておれはエンディに背を向け、ギドゥザールの身体を抱え上げようとしてみせ──




「……むぅぅん！」

　──ドゴォッ!!




　振ふり向むきざま、放ったおれの後ろ廻まわし蹴りが、エンディの側頭部を捉とらえる！

「が……はっ……!?」




　──ドサッ──




　エンディは横よこ倒だおしに、草むらの中へと倒たおれた。そして──その手には、刀身の波打った短剣ダガーが握られていた。

　残心を取りつつ、その姿を見下ろす。次第にその身体の輪りん郭かくがボヤけ──そしてそこには、猪鬼オークの女が倒れていた。魔ま法ほうかなにかでエンディに化けていた、というところか──

「……大したものだ。レティの偽装術デイスガイズを見破るとはな」

　声がして、おれは振り返かえる。そこには、先ほどの覆面の男が月明かりに照らされ、立っていた。

「……レティというのか、この猪鬼オークは」

　おれは覆面の男に向かい、言う。

「しかし……こんなのがエンディさんのわけがないだろう？」

「……なに!?」

「いや、動きも重心も全然違ちがうじゃないか」

　足場の悪い林を抜ぬけてくるあの動き、あのランタンの揺れ。エンディならもっとスムーズに移動する。いくら見た目を正確に再現してみせたところで、身体に染み付いた動きを再現することは不可能。筋肉にごまかしは利かないのだ。

「まぁ、見た目だけは確かにそっくりだが……エンディさんのような遣つかい手に化けるにはいくらなんでも役者が足りんだろ。もう少し考えろ」

「……ふ、ふふ……なるほど、参考になった。そしてやはり、貴様は殺す」

　わずかに声を震ふるわせながら、覆面の男は腰こしに提げた剣けんを抜いた。刃はが鎌かまのように内側へ大きく湾わん曲きよくした、特異な形状の剣だ。

「ウィルマとミーヴィさんをどこへやった!?」

　おれは男に向かい、怒鳴る。

「これから死ぬものに教える必要もなかろう？」

「どこへやったかと聞いている！」

　覆面の男はその鎌曲刀シヨテルを小こ脇わきに構える。

「他人の心配よりも、自分の心配をしてはどうか？」

「……！」

　おれは腰を落とし、ゆっくりと構えた。覆面の男がゆっくりとその身体を揺らしながら、口を開く。

「白衣の次元遊者ブレーンウオーカーよ、その命、この『影かげ返しのザバゥド』がもらい受ける」

「勝負は受けよう。命はやらん」

「……フン！」

　短く鼻で笑うと共に、ザバゥドが斬きりかかる！　弧こを描えがき襲おそい掛かかるその鎌曲刀シヨテル──！




「……くっ……!?」

　──ビシッ！




　その先せん端たんがおれの肩かたをかすめ、切きり裂さいた。

　鎌のように曲がったその刀の先せん端たんが描く軌き道どうは、普ふ通つうの剣とは間合いが異なる──危うく、直ちよく撃げきを受けるところだった。おれは傷の具合を確かめる──大だい丈じよう夫ぶだ、浅い。

「この闇の中なかで、いい勘かんをしている……闘たたかい慣れているな」

　ザバゥドが言った。この男──これまでの相手とは違う。覆ふく面めんの奥から、まるで獲え物ものの様子を確かめるかのようにこちらを観察している。戦士でも武術家でもない、その様はさながら、狩猟者ハンター──！

「……だが、小手調べはここまでよ」

　そう言いながら、ザバゥドは後ろに下がった。まずい──この暗くら闇やみで距きよ離りを取られ、見失うわけには──！

「……ちぇゃっ！」

　おれはそこへ向かい、追い突つきを繰くり出だす！　踏ふみ込こみと共に放った拳こぶしはしかし、夜闇を切り裂いただけだった。おれは拳を引き、体たいをかわしたザバゥドへ追つい撃げきの蹴りを──




　──ザシュッ！




　瞬間、脇わき腹ばらに鋭するどい痛みが走る！　手首を返し、差し込まれた鎌曲刀シヨテルの一撃──おれは咄とつ嗟さに身体を捻ねじり、地に身体を転がす！

「……くっ……！」

　おれは素早く立ち上がる──が、ザバゥドの姿は完全に見失ってしまっていた。

　月と星しか頼たよるもののない漆黒の闇に囲まれ、おれは立ち尽つくす──敵は必ずまた、襲い掛かってくるだろう。ザバゥドの技──あの特殊な形状の鎌曲刀シヨテルによる、角度の読めない攻こう撃げき。暗闇の中でそれを見切るのは至難の技だ。この世界には、まだまだ未知の技の遣い手がいる。

「……怖こわいのう、お前の技は。近づくことさえままならん」

　ザバゥドの声が聞こえた方向へ、おれは目をやる。その木立の陰に、影が動き──




　──ヒュンッ




　風を切る音と共に飛来した投げ矢ダートが、おれが跳とび退すさったあとの地面に突き立った。

「いい反応だ。だが、いつまで続くかな……？」

　先ほどとは違う場所から声がする。場所を移動しているのだ。おれはその足音の行く先を追おうと──

「……どこを見ている！」

　──不意に、ザバゥドが目の前に姿を現した。そしてその手にした鎌曲刀シヨテルを下段から振り上げる！

　おれは上体を反らし──それだけでは足りず、跳び退ってそれをかわす！




　──ガッ！




「ぐぁ……ッ！」

　胸元をまた斬撃がかすめる！　大きく避よけていたお陰かげで深手にはならなかったが、このままでは──！

「そろそろ死んでもらいたいのだが、なかなかしぶといのう……」

　再び姿を消したザバゥドの声が聞こえる。恐おそらく、その声がしたときにはもうそこにはいないのだろう。暗闇に紛まぎれやすい装束、相手に反はん撃げきの機会を与あたえず、徐じよ々じよに体力を奪うばっていく戦術──まったく厄やつ介かいな相手だ。

　しかし、それならば、どうするか──




「……ふぅぅ……」

　おれは神経を研とぎ澄すました。視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、そして触しよつ覚かく──あらゆる感覚を闇やみの中に開き、その中を探る。




　──ザザザッ




　木立の間を、駆かける者がいるのがわかる。

　おれはさらに感覚を研ぎ澄ます。そして、その全身で周囲の空間と一体になる。




　──劇画などでは、見えない相手を「心眼」で捉える、などという表現がよく出てくるが、実は武術においては別段特別なことではない。０．１秒で到とう達たつするボクサーのパンチなど、目で見て避さけるなど元より不可能なのだ。柔じゆう道どうや柔じゆう術じゆつ、レスリングなど、身体を密着させた組技の攻こう防ぼうでは目を閉じている選手もいる。

　五感を連動させ、わずかな情報から相手の動きの先を見る──おれはかつて戦った、古流エルフ魔ま法ほう柔じゆう術じゆつの遣い手・ソークのことを思い出していた。奴やつの使った奥義──風の結界の中で、相手の筋肉の微び細さいな動きまでをも感じ取り、離はなれた距離で投げ飛ばすという恐るべき技。あそこまでは無理だとしても──




　──来た！




「……そこだぁっ！」

　おれは虚こ空くうに向かい、左の蹴けりを繰り出す！




　──ガキッ！




　──捉えた！　足先に、衝しよう撃げきが伝わる！

「ぐっ……!?」

　何者かが踏鞴たたらを踏んで後ずさった。おれは蹴った脚あしを下ろしつつ、素早くその方向へと踏み込み──




　──ズシャァッ!!




　繰り出したおれの突きが、なにかを掠かすめる！

「……ッ！」

　おれの繰り出した拳の先に、ザバゥドの姿があった。掠めた追い突きによってその覆面が破れ、月明かりにその顔が照らし出されている──それは犬のような獣けものの顔。

「……犬面鬼人ノールか」

　犬のような頭を持った亜人種デミ・ヒユーマンの一種族──嗅覚など感覚に優れるのだという。ならば、このような暗あん闘とうでもこちらを正確に狙ねらえるわけだ。

「……正直驚おどろいた……ここまでやるとはな」

　ザバゥドの声にはわずかに動どう揺ようが見られた。

「過小評価していたつもりはないが……まさかここまで対応されるとは思わなかったよ。腕わん力りよくだけのバカだと思って済まなかったな」

「あらゆる局面に対応することが空手のあるべき姿だ」

　おれは改めて、猫ねこ足あし立ちに構えなおす。

「……しかしそろそろ、薬も効いて来たはず」

　ザバゥドが顔を歪ゆがませ、言った。

　──そうなのだ。確かに先ほどから、身体の感覚が鈍にぶってきていた。どうやら、あの鎌曲刀シヨテルの刃に痺しびれ薬かなにかが塗ぬられていたらしい。これではそのうち、暗闇の中で相手の姿を感じ取るのも難しくなっていくだろう──なるほど、そこまで考えられた作戦というわけだ。まったく、周しゆう到とう極まりない戦法だ、が──

　ザバゥドが鎌曲刀シヨテルを構えなおす。

「気がつくのが少々遅おそかったようだな。貴様は確実に殺してや……」

「……しゅぁっ！」




　──ガキッ！




「……ぬぅっ!?」

　突とつ然ぜん、踏み込んで仕し掛かけたおれの追い突きを、ザバゥドはその手で受ける！

「はぁぁぁぁっ！」




　──ガガガガガッ！！！




　おれはさらに踏み込み、連撃を仕掛ける！　突き、蹴り、肘ひじ、掌しよう打だ──超ちよう至近距離にまで食らいつき、あらゆる打だ撃げきを叩たたき込む！

「……くっ！　貴様……ッ！」

　反撃しようとするザバゥド──しかしその剣けんの根元をおれは抑おさえ、さらに攻こう勢せいをかけ続け、相手を追い続ける！

　相手の心理や地の利、様々な道具を駆く使しし、先手を取って立ち回るのが彼ら暗殺者アサシンの闘い方だ。その戦術に吞み込まれれば、どんなに強い敵でも、その力を発揮することができず敗北してしまうだろう。

　しかし──武術というのはそもそも、先手の取り合いである。相手の作る流れに付き合わないことは、闘とう争そうにおいて必ひつ須すの構え。敵が姿を隠かくして襲おそってくるのなら──相手から離れなければいいだけのことだ！




　──ガシッ！




　そしておれは、ザバゥドの襟えり首くびを摑つかんだ。そして──




「おりゃぁぁっ！」

　──ドガァッ!!




　ザバゥドの犬の頭の鼻先へ、思い切り自分の頭を叩き込こむ！




　頭ず突つき──実戦的といえば、これほど実戦的な技もないだろう。人間の身体の中でもっとも硬かたく、そしてもっとも重い──それが頭ず蓋がい骨こつの前部だ。相手を摑み、引きつけながら思い切り、それを顔面へとぶつける。単純ゆえに強力無比。その鼻先にまともに喰らい、立っていられるものはいない！

「ぐが……ぁ……！」

　その鼻から血を吹ふき出だし、ザバゥドは白目を剝むいて失神した。

「ふぅ……」

　おれはザバゥドをその場に投げ出した。戦士ではなく、狩人ハンター──人によっては、このような闘たたかい方を卑ひ怯きようと呼ぶかもしれないが、その腕うでは間ま違ちがいなく一流──恐ろしい相手だった。

「む……」

　その時、背後から呻うめき声がしておれは振ふり返かえる。見れば、ギドゥザールが立ち上がり、よろよろとこちらに歩いて来ていた。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか……？」

　おれはギドゥザールに肩かたを貸す。

「……すまん。厠かわやに出たところで闇の中なかから急に襲われ……不覚を取った」

「それよりも、ミーヴィさんとウィルマが」

「恐らく、コーハウテンの屋や敷しきだ」

　ギドゥザールは家の中へと入り、壁かべに掛かけてあった斧おのを取り上げる。

「……表立って歯向かうわけにもいかんと思っていたが、もう許さん。屋敷ごと叩き壊こわしてくれる！」

「同感だ」

　おれとギドゥザールは夜の闇の中を駆け出した。




　　　　＊　＊　＊




　頰ほおに触ふれる起毛の感かん触しよくで、ウィルマは目を覚ました。

「く……うっ……」

　身体を起こそうとして、両りよう腕うでに枷かせがかけられていることに気がつく。周囲を見回すと、そこは羅ら紗しやの絨じゆう毯たんが敷しかれた何もない部屋──大きな窓には分厚いカーテンがかけられている。

「……気が付きました？」

　かけられた声に振り向むくと、そこには自分と同じように手て枷かせをはめられたミーヴィがいた。

「ミーヴィ様……大丈夫ですか？」

「ええ、ウィルマさんこそ」

　ウィルマはなんとか身体を起こす。

「ここは？」

「コーハウテンの屋敷でしょう。まさかこんなに早く見つかるとは」

　ミーヴィは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……これからどうなるのでしょう？」

「さて……前の学長様もきっと、どこかに囚とらわれているはずなのですが」

　──と、そのとき部屋の扉とびらが開いた。

「これはこれは、お目覚めですかな？」

　頭の禿はげ上がった男が部屋に入って来て言った。

「コーハウテン……！」

　ミーヴィが男を睨にらみ、言う。コーハウテンはその口髭ひげを歪ませた。

「ほう……領主を呼び捨てとはいい度胸だな、木こっ端ぱ賢けん者じやが」

「……女をさらい、手枷をかけて閉じ込めるような無法を行う者が領主だなどと、世も末ですわね」

「ふん、領主の命令に従わない無法者を捕とらえ、尋じん問もんのために連行しただけだが？」

　そう言ってコーハウテンは、ウィルマを一いち瞥べつする。

「ふふ……随ずい分ぶん若いのもいるじゃないか……これはまた、楽しめそうだ……」

「……っ！」

　好色な目線を向けられ、ウィルマは背筋に悪寒が走るのを自覚した。

「学長様をどこへやった！」

　ミーヴィが声をあげる。コーハウテンは露ろ骨こつに不快な顔をした。

「……うるさいやつだ。まぁ、お楽しみは後にして……まずは用事を済ませてしまおうか」

「なにを……」

　コーハウテンはミーヴィの前にしゃがみ込む。

「……神器アーテイフアクトをどこへ隠した？」

「……！」

「『賢者の学院』に保管してあったはずだ。中には強力なものもあると聞く。だが、我々が行ったときにはどこにもなかった……お前が持ち出したのだろう!?」

「……知りません。知っていても言いません」

　ミーヴィはコーハウテンを正面から見み据すえる。

「あれは古代から続く叡えい智ちの結けつ晶しよう……あなたのような邪よこしまな欲よく望ぼうの持ち主が手に取っていいものではありません」

「貴様！」

　コーハウテンはミーヴィの髪かみの毛けを摑む。

「……今すぐその首を切り落としてもいいのだぞ？」

　ウィルマが横から声をあげる。

「コーハウテン卿きよう！　乱暴はおやめなさい！」

「あぁん!?　小こ娘むすめは黙だまって……!?」

　コーハウテンはそこで言葉を切った。ミーヴィがコーハウテンの顔に唾つばを吐はきかけたからだ。

「……！」

　コーハウテンは荒あら々あらしく、摑んだ髪を放す。

「……まぁいい。どちらにしろこうするつもりだったのだからな」

　コーハウテンは扉の近くに置かれた腰こしの高いテーブルへと歩みより、そこに置かれたパイプを取り上げる。そして懐ふところから小さな包みを取り出し、その中の粉末をパイプの中に詰つめた。

「……紅こう炎えんキノコというのを知っているかね？　その表面に生えるカビを削けずり、粉にしたものがこれだ。火をつけて煙けむりを吸うと、それはいい夢が見られる」

　コーハウテンはパイプに火をつけ、それを持ってウィルマたちの方へと向かった。

「これを吸ったものは淫いん魔まに魅み入いられるという。全身を快楽に嬲なぶりつくされ、そしてさらに、この煙を欲ほつして悶もだえ苦しむようになる……これを吸えばきっと、お前たちも素直になるだろうなぁ」

　それはすなわち、麻ま薬やく──ウィルマは青ざめる。ゲディスから聞いたことがあった──紅炎キノコの粉は小妖人パルヴリングや猪鬼オークが好んで吸うが、人間には中毒性が強すぎる薬だ。麻ま薬やく漬づけになった中毒者が蔓延はびこり、街ひとつが滅ほろびかけたこともあるのだという。

　コーハウテンは下げ卑びた笑いをその顔に貼はりつかせ、ミーヴィへと迫せまる。

「パイプで吸うことでその効果はより強くなる……こうしたものも、お前の好きな『人の叡智』の成果だろう？」

「……くっ……！」

　ミーヴィが唇くちびるを嚙かみ締しめ、逃にげようと身体をよじらせる。コーハウテンはそこへと摑みかかり──




　──ドォゥッ！




「……がっ!?」

　突とつ然ぜん、横合いからの衝しよう撃げき。コーハウテンは足をもつれさせ、その身体を絨毯の上に転がした。

「……ウィルマさん!?」

　コーハウテンに体当たりをしたウィルマが、ミーヴィの前に立ちはだかっていた。

「許さない……あなたは貴族の地位を……人の暮らしを、なんだと思っているのです！」

　コーハウテンは立ち上がり、言う。

「小娘が……大人しくしていればいいものを！」

　コーハウテンは手にしたパイプを捨て、怒ど鳴なる。

「大人を怒おこらせるとどうなるか、少しわからせた方がいいようだな！」

「おだまりなさい！　大人とは自らを律することのできる者を言うのです！　あなたは……あなたは……」

　コーハウテンに向かい、腹の底から湧わき上がる感情を──ウィルマは叫さけぶ！

「あなたのような奴やつは！　ゲス野や郎ろうっていうの！」

「ほざくな、ガキがぁぁっ！」

　コーハウテンが腰に差していた細剣レイピアを抜ぬき放はなつ。

「ウィルマさん！」

　ミーヴィが叫ぶ声に、ウィルマは応えようとした。こういうときは、なんと言うのだったか──

「大丈夫です、ミーヴィ様……！」

　ウィルマは足を肩かた幅はばに開き、丹たん田でんへと丁てい寧ねいに呼吸を溜ためる。手枷をはめられた腕を、正面に構える──そう、それは前まえ羽ばの構え！

「カラテを……信じて！」

　構えたウィルマに向かい、コーハウテンが踏ふみ込み、細剣レイピアを繰くり出す──！

（……見える！）

　ウィルマは自分でも驚おどろくほど落ち着いていた。毎日のように「神の手デイバイン・ハンド」の指導を受け、またその闘たたかいを近くで見てきたウィルマである。集中力が全身に充じゆう実じつしているのがわかった。

「……はぁぁっ！」




　──ガキンッ！




　ウィルマは金属製の手枷を使い、細剣レイピアを払はらいのける！　そして、そのままの動きで踏み込こみ、骨こつ盤ばんを前へと倒たおしつつ、背筋を伸のばす──丹田を相手に叩たたきつけるように──




　──ズドムッ！




　ウィルマの両の拳こぶしが、コーハウテンの鳩尾みぞおちへと刺ささった。

　双もろ手て突つき──両の手を同時に突き出し、相手を突く技である。型の中には含ふくまれる技だが、近代の試合ではあまり見られない。しかし、身体を効果的に使えば、全体重がその両の拳に乗り、衝しよう撃げき力りよくを生む。たとえウィルマのような小こ柄がらな体格でも──その威い力りよくは強力無比！




「が……はっ……!?」

　なにが起こったかわからない、といった様子で、コーハウテンは身体を前に折り曲げる。そこへ──

「ちぇやぁぁぁーっ！」




　──ゴキィッ!!




　ウィルマの放った上段右廻まわし蹴げりが、コーハウテンの顎あごを捉とらえた。




　──ズドッ……！




　横よこ倒だおしに倒れるコーハウテン。脚あしを下ろし、残心を取るウィルマ。

「両の手に枷かせをかけたくらいで、カラテを封ふうじることはできません！」

　コーハウテンは白目を剝むき、口から泡あわを吹ふいていた。ウィルマは残心を解く──

「……あっ」

　──と、ウィルマはその場に膝ひざを折った。

「ウィルマさん!?　大だい丈じよう夫ぶ……？」

「だ、大丈夫です……さっきの蹴りで、足首を痛めてしまったみたい……」

　足の甲こう──「背足」で蹴りを当て、逆に自らの足首を痛めるのは、組手を始めたばかりではよくあることだ。ウィルマは足を引きずり、ミーヴィのもとへとたどり着いた。

「すごかった……あれがカラテなのですね」

「……いや……わたくし、夢中で……」

　ウィルマにとって、初めての勝利──だがそれは、想像したような爽そう快かいな気分ではなかった。

「……とにかく、逃げましょう……！」

「はい……！」

　ウィルマとミーヴィは立ち上がる──と、そのとき、外からなにやら争うような騒さわぎが聞こえてきた。




　　　　＊　＊　＊




　コーハウテンの屋や敷しきに乗り込んだおれとギドゥザールは、私兵団をなぎ倒しながら屋敷の中を進んでいった。

「コーハウテン！　どこにおるかぁ！」

「ウィルマ！　ミーヴィさん！」

　叫び声をあげながら、屋敷の中を探して回る。兵士たちはもはや、腰が引けて襲おそい掛かかっては来なかった。

「……先生！」

　──と、ひとつの扉とびらの前で声がしておれは立ち止まる。

「……ウィルマ、下がれ！」

　おれはそう声をかけ、そして腰を落とし──

「せやぁぁっ！」




　──ドカァッ！




　扉を蹴け破やぶると、そこは広く上等ではあるが、なにもない部屋──その真ん中にウィルマとミーヴィ、そして、絨じゆう毯たんに倒れた禿とく頭とうの男。

「ウィルマ！　ミーヴィさん！」

「コーハウテン！」

　おれとギドゥザールは同時に叫ぶ。

「ちょっと待ってくださいね……えいっ！」

　ウィルマがミーヴィの手についた枷を、鍵かぎを使って外した。

「……ふぅ、ようやく自由になりました」

　ミーヴィが顔を上げる。おれは２人と、そして床ゆかに倒れた男とを見る。

「……これは？」

「ウィルマさんのカラテが炸さく裂れつしたのですよ」

「……！」

　ウィルマは顔を赤らめ、うつむいた。

「すいません……組手はまだ禁止されていたのに」

　おれはウィルマの頭に手を置く。

「……頑がん張ばったんだな」

「……押お忍す」

　ウィルマは気合に満ちた顔で言った──そして、手に持った鍵束をおれに見せる。

「それより先生、これで早く、囚とらわれた方々を……」

「……うむ！」

　おれはウィルマから鍵束を受け取り、部屋を出た。吹き抜けとなった広間ホールへと、階段を降り──

「……待て！」

　──と、後ろから声がかかった。振ふり向むいてみれば、コーハウテンが頭を押さえて広間ホールの上階へと出てきている。

「ちくしょう……力任せの蛮ばん族ぞくどもめ！」

　コーハウテンが毒づく。

「見てろよ貴様ら……ここから逃げ出しても、それで済むと思うな！　賞金首にしてやる！　王都にも、他の街にも出入りできなくしてやる！　大陸中の冒ぼう険けん者に狙ねらわれるがいい！　領主の力を……貴族を舐なめるなよ！」

　激げき昂こうするコーハウテンの声が広間ホールに響ひびく。兵士たちも集まり、おれたちを遠巻きにしていた。

「……どこまでも下衆な奴め……！」

　ギドゥザールが苦々しげに言う。ミーヴィもまた、ウィルマの肩かたを抱いだくようにして眉み間けんに皺しわを寄せていた──と、ウィルマがその手をのけ、前に進み出た。

「……いい加減にしなさい、コーハウテン卿きよう。もはや見過ごすことはできませんよ」

「小こ娘むすめ！　貴様もだ……由ゆい緒しよある貴族のこの俺を足あし蹴げにしやがって！　下等な亜人風情が！　どうなるか憶おぼえておけよ！」

「……わたくしは小娘ではありません」

　ウィルマはそう言って、革のグローブを外す──その下から、黄金に輝かがやく腕うで輪わが姿を現した。

「……この腕輪に印された紋もん章しように見覚えは？」

「あぁん？」

　コーハウテンは目を凝こらし、見る──と、その顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「……ま、まさか……？　その意い匠しよう、そしてその宝玉は……！」

「わたくしの名はウィルマ・デル・ウィルム・ヴァンフリー。この国の王、ウィルヘルム３世の娘むすめです」

「……！」

　広間ホールに集まった兵士たちが騒そう然ぜんとなる。

「……ウィルマさんが……王女……？」

「それじゃ……半ハーフエルフの娘だっていう、あの……」

　ミーヴィとギドゥザールもまた目を丸くし──そして慌あわててその場に跪ひざまずく。

「コーハウテン卿。領主という立場を利用して賢けん者じやの学院を私物化、徒いたずらに人々を投とう獄ごく、さらには我らをかどわかして危害を加えようとしたこと……ウィルマ王女の名において、お父様の沙さ汰たが下るまで謹きん慎しんを言い渡わたします。よろしいですね？」

「……あ……ぁぁぁ……」

　コーハウテンは膝からその場に崩くずれ落ちた。




　　　　＊　＊　＊




「それにしても、本当おどろいたわ……ウィルマさんが王女だったなんて……」

「賢者の学院」のサロンでカップを手に、ミーヴィがボヤく。

「もう！　やめてくださいミーヴィ様……」

「だってねぇ、あのときコーハウテンに切った啖たん呵か、それにあの蹴り……まさか王女様だなんて」

「やめてくださいってばぁぁあ」

　ウィルマが真っ赤になってテーブルに突つっ伏ぷした。

　サロンの中は賢者の法衣ローブを纏まとった若い学生たちが行き来し、そこここで賑にぎやかに話し合っている。囚われていた学長や賢者たちも学院に戻もどり、また元のように活発な研究が行われ出したようだ。

「本当に……なんてお礼を言っていいか」

「いや、行きがかり上のことだ……それにたぶん、後をつけられたのはおれたちだしな」

　エンディに化けた敵が出てきた以上、サビニアの街から見張られていたと見て間ま違ちがいないだろう。

「犬面鬼人ノールの暗殺者アサシン……コーハウテンがそのような者まで雇やとっていたとは。彼らは『混こん沌とん』を信しん奉ぽうし、独自の戒かい律りつに基づいて活動をしていると聞きます」

　ミーヴィが言った。

　おれは考えを巡めぐらせていた。あの犬面鬼人ノールの技──それは確かな技術に基づき、標的を確実に追おい詰つめるものだ。ああした技の遣つかい手が他にもいるということだろうか。

　ミーヴィの横から、ウィルマが口を開く。

「あのとき、コーハウテンは神器アーテイフアクトを寄よ越こせとわたくしたちに言いました」

「……うむ」

　神器アーテイフアクトを狙うのはジャヴィドだけではないということか。冒険者職能会ギルドの冒険者たちも、神器アーテイフアクトを手に入れられれば一いつ攫かく千せん金きんだというようなことを言っていた。

　コーハウテンは神器アーテイフアクトを手にして、なにを求めていたのだろうか。領主や貴族という身分だけでは飽あき足たらなかったのか──おれはこの異世界の地に暮らす人々の、不安定な社会を思った。
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「……おお、ここにいたか」

　野太い声がして振り返ると、ドワーフの戦士ギドゥザール──今はこの賢者の学院の事務職員だ──がサロンに入ってきていた。

「ご機き嫌げんうるわしゅう、ウィルマ姫ひめ様」

　おれたちの座るテーブルの前まで来たギドゥザールがうやうやしく礼をした。ウィルマは慌てる。

「や、やめてください！　ここでは私はただの冒険者・治療術士ヒーラーのウィルマですから！」

「や、しかし……」

「今までどおりにお願いします。周りに知れたら大変ですから」

「う、うむ……では」

　ギクシャクとしながら、ギドゥザールはなにかを取り出す。

「……これを渡しておこうと思ってな」

　そういってギドゥザールは、繊せん細さいな細工の施ほどこされた首くび飾かざりをウィルマに手て渡わたす。

「きれいなものですね……」

　ウィルマは手渡された首飾りを覗のぞき込む。

「この細工は、エルフのもの……？」

「そうだ。そしてそれは……貴女の叔お母ば・シェスナ様のもの」

「……！」

　ウィルマは目を大きく見開き、しばらくそのまま固まる。

「それは、もしかして……」

　おれの問いにギドゥザールは頷うなずいた。

「……エルフの魔ま導どう士・シェスナ。ウィルマの母君とは姉妹にあたり、ジャヴィドの仲間のひとりであり……そしてジャヴィドの恋こい人びとでもあった」

　ギドゥザールは一いつ瞬しゆん、その目を伏ふせる。

「彼女は……魔ま王おうとの戦いでジャヴィドを助け、命を落とした」

「……それでは……」

　おれはかつてジャヴィドと戦ったときのことを思い出した。ジャヴィドが力を求めた理由わけ──魔王を倒たおし、世界を救っても救われなかった人々の運命。

「シェスナお姉さま……」

　ウィルマはその首飾りを手に取り、しばらく見ていた──そして、顔を上げギドゥザールへと向き直る。

「……確かに受け取りました」

「……ジャヴィドをよろしく頼たのむ」

　おれとウィルマは力強くうなずいた。

「……私からも、ひとつ贈おくり物ものです」

　ミーヴィがそう言って、１冊の古びた本を取り出した。

「それは？」

　おれが問うと、ミーヴィはその本を開き、おれたちに示す。

「……アズミファルの小手のもう片方……その行方です」

「……！」

　おれはウィルマと顔を見合わせ、息を吞のんだ。








３．空手vs海かい獣じゆうクラーケン






「ウィルマさんが元々いらしていたヒュテリオの城……アズミファルの左ひだり腕うではそこに保管されていたわけですが」

　ミーヴィは古文書を広げ、語り出した。

「あの城は相当に古いもので、いつ建造されたのかも正確にはわかっていません。その構造も城としては非常に独特で……」

「あの小手は元からその城にあったものだと聞いています」

　ウィルマが口を開いた。ミーヴィは頷く。

「城としてはあとからかなり改築がされていますが……元々の外観もかなり違ちがったといいます。その元々の外観というのが……」

　ミーヴィは本の中の１ページを示す。そこには、石造りの巨きよ大だいな建造物の絵が載のっている。たしかにそれは、城というよりも何かの施し設せつのように見える。

「……そして、これと似た形の建物があります。それが……」

　ミーヴィは別の書物を取り出し、開いた。

「……暗黒島の魔城」

「ミーヴィ！　それは……！」

　ギドゥザールが腰こしを浮うかせた。

「……そう、凶きよう悪あくな魔獣が生息する危険地帯として知られている場所です。古文書によれば、竜ドラゴンの古代種が棲すむとまで言われています」

「竜ドラゴン……」

　──言うまでもなく、それは究極のモンスターとして知られる。現実の世界でも神として、または悪あく魔まとして神話の中に君臨してきた存在だ。

「そこに、『アズミファルの小手』があると……？」

「断定はできませんが……」

　慎しん重ちように口にするミーヴィ。ウィルマが横から口を出す。

「アズミファルの小手は、力の失われた神器アーテイフアクトだと伝えられていました。貴重ではあるが、それだけだと……ですが、もしかしてそれは……」

「……両の腕うでが揃そろわないように、封ふう印いんされていた、か」

　ミーヴィは頷いた。

「ジャヴィドはそれを知り、そして左腕を奪うばった。その秘められた力を使い、なにをする気なのか……」

「……ジャヴィドは、世界を変える力が必要だと言っていた」

　おれはジャヴィドと立ち合ったときのことを思い出していた。あのときのジャヴィドの目の色──その意味はなんだったのだろうか。少なくとも、それは狂きよう気きに染まった色ではないようにおれには思われた。おれの隣となりで、ウィルマが首飾りを握にぎりしめた。

　ミーヴィが沈ちん黙もくを破り、口を開く。

「魔城へ行くのなら、どうかお気をつけて……私の方でも、もっと詳くわしく調べてみます」

「わかった。ありがとう」

　おれは頷いた。

「……運命の女神の加護があらんことを」

　ミーヴィはそう言って、両の手を合わせた。
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「旦だん那な、本当に行くんで……？」

　ガルディオフがその強こわ面もてに似合わない、心配そうな声を出す。

　おれたちは学院都市ルドブザから、一度サビニアの街へと戻っていた。ミーヴィから託たくされた「アズミファルの小手」に関する情報──そこへと向かう準備をするためだ。

「もちろんだ。留守中、稽けい古こを怠おこたらないようにな」

「そりゃぁもちろんだがよぅ……万が一旦那が戻もどらなかったら、オレらぁ一体どうしたら……」

「なにを言ってるんだ。お前はこの亜人街のボスだろう？」

「い、いや、そりゃそうだがよ……」

「なに、心配はいらない。10日ほどで戻る」

　おれが言うと、ガルディオフはそのいかつい顔をさらにしかめる。

「だが、いくら旦那でもあの島は……」

　──そうだ。おれがこれから向かおうとしている場所、そこは「暗黒の島」として知られる場所だった。大陸の人間は滅めつ多たに近づかない、魔の孤こ島とう──そこには凶悪なモンスターが住み着き、そしてその島にある「魔城」には──

「いくら旦那のカラテでも、竜ドラゴンと戦おうなんて……」

　ガルディオフがため息をついた。

「言ってもどうせ聞きゃしないんでしょうがね」

「わかってるじゃないか」

　竜ドラゴンの棲むという魔の城──異世界に来た以上、竜ドラゴンと戦わずに帰るわけにはいくまい、と思ってはいたが、よりによって「アズミファルの小手」があるという場所がそこだとは。もっとも、言い伝えが本当だとすれば、だが──

「くどいようだが……あそこは本当にヤベェんだぜ旦那。オレたち同どう胞ほう団も、あの島に関わるヤマには手を出さなかったんだ」

　ガルディオフがそう言って身を乗り出した。

「『呪のろい』のことか？」

　そう、「暗黒の島」にはもうひとつ不ふ吉きつな噂うわさがあるのだという──ガルディオフは神しん妙みように頷く。

「ご存知で。そう、あの島に近づいた者は呪のろわれ、必ず取り殺されるって言われてるんでさ……」

　ほとんど青ざめた顔でガルディオフは言った。猪鬼オークたちはこの手の迷信や言い伝えを非常に大事にする。根が素そ朴ぼくな人たちなのだ。

「旦那にはまだ、教わりてぇことがあらぁ……死なれちゃ困るんで」

　少し前までおれを殺そうとしていた大猪鬼オーク・ロードが懸けん命めいに言うのに、おれは苦笑した。

「大だい丈じよう夫ぶだ、必ず戻ってくる。戻ってきたら組手をやろう」

「い、いやぁ、旦那のゲンコツはもう勘かん弁べんで……！」

　おれは笑い、荷物を詰つめたサックを担いで部屋を出た。
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「……来たか、『神の手デイバイン・ハンド』」

　荷物を担いで港を訪れたおれとウィルマを、エンディが出で迎むかえた。

「エンディさん、やっぱり本物は身のこなしが違うな」

「……？　なんのことだ？」

　訝いぶかし気な顔になるエンディに、横からウィルマが飛びつく。

「エンディ様！　今回はまたご一いつ緒しよですね！」

「あ、ああ……その、痛み入ります、姫ひめ様……」

　エンディはギクシャクとしながらウィルマに応じる。ウィルマは慌あわてて両手をぱたぱたと振ふった。

「だ、だからそれはやめてくださいぃ！　わたくしは今、ただの冒ぼう険けん者で……」

「い、いやしかし……」

　そう言ってエンディはおれの方を睨にらむ。

「……元はと言えば、この男が最初に言っておかないのがいけないのだ、まったく……」

「……わざわざ言うほどのことだったか？」

「言うほどのことだ！　私を大逆人にするつもりか！」

「お、大げさですエンディ様……」

　ウィルマはにっこり笑う。

「これまで通り、ウィルマと呼んでください。わたくしは冒険者としてエンディ様の後こう輩はいですから……」

「は、そ、それでは……ウィルマ……」

　エンディはそう口に出して眉み間けんにシワを寄せ、頭をかいた。

「……今回の船の手配もだぞ。なんで貴公のために陛下が王命を出すんだ」

　ぼやくエンディにおれは口を開く。

「まぁ、ジャヴィドの件は国にとっても懸け念ねんだろうからな。実際、いきなり街が襲おそわれたんだ。ウィルヘルムも放ってはおけないだろうさ」

「だから国王陛下を呼び捨てにするな！」

　ウィルマのこともだが、王城でのいきさつについてもエンディには話していなかったのだ。そのため、この件でウィルヘルムに話を繫つないだ際にはひどく驚おどろかれた。領地を持たず、王国から封土レーンを受けているわけではないとはいえ、エンディもまた騎き士し身分ではあるのだ。

　おれは空を見上げた──今回はしかし、ウィルヘルムを利用させてもらった形になる。

「アズミファルの小手」のことだけではない。それほど皆みなが警けい戒かいし、恐おそれる「暗黒の島」──そこに待ちうける強敵、迷宮ダンジヨン、そして竜ドラゴン。それらの試練に空手がどこまで通じるのか、そして、おれの空手はどこへと向かうのか──雲行きの怪あやしさは、これから待ち受ける闘たたかいの予兆だとおれには思えた。

「とは言え……だ。船を探すのは少々苦労した」

　前に立って埠ふ頭とうを歩きながら、エンディが言う。

「どこも船を出すのを渋しぶってな……王命があるとはいえ、私も無理強いはしたくはない」

「そうなのか……」

　おれは港の様子を見み渡わたしながら言葉を返す。港は閑かん散さんとして、動いていない船も多い。仕事にあぶれた船乗りや港こう湾わん労ろう働どう者しやがそこかしこで油を売っているのも目に入る。

「船は空いているようなのにな」

「最初は食いつくのだがな。目的地を聞いた途と端たん、断られてしまうんだ」

「やはり例の『呪い』のせいなのでしょうか？」

　ウィルマが言うと、エンディは首を振る。

「それもあるだろうが……そもそもあの海域は事故が多いんだ。たどり着く前に船が沈しずんだら元も子もない。こればかりはカラテでもどうにもなるまい？」

　エンディは埠頭に舫もやわれた船の内の一隻せきに近づいた。

「船長！　準備はできているか？」

「もう少しだよ、いいから乗ってな」

　船の前でパイプを吸っていた男が答える。船長と呼ばれたその男は、おれの方をじろりと見て言った。

「あんたかい、噂の『神の手デイバイン・ハンド』ってのは」

「この街ではそのように言われている」

　船長は鼻をひとつ鳴らした。

「あんたが有名人だろうが、王様の命令だろうが関係ねぇ。金さえもらえれば船は出す。その代わり安全は保障しねぇ」

　船の上からも、他の船員たちがこちらを見る。なるほど、船を出してくれたのはこういう海かい賊ぞくまがいの連中だということか──

　船長が言葉を継つぐ。

「あんたは大層な腕っ節ぷしらしいが、海の上では役にたたねぇぞ。俺たちの指示には従ってもらう。それと、万が一事故に遭あった場合、おれたちは自分の身の安全を優先する。あんたたちのことは助けないからそのつもりでな」

「おい！　なんて言い草だ！」

　横から抗こう議ぎするエンディに、船長は強い口調で答える。

「危険な海域に敢あえて行こうって言うんだ。あんたたちは好きで行くのかもしれんが、こちらがそれに付き合う義理はない。当然の権利だ」

「……この……！」

　身を乗り出すエンディを、おれは制した。

「……それでいい。よろしく頼たのむ」

　船長は黙だまって振り返り、船の方へと上がっていった。

「……行こう」

「あ、ああ……」

　おれはエンディとウィルマに声をかけ、船へと乗り込んだ。
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　船は中型、１本マストの帆はん船せん。普ふ段だんは近海で輸送などをしているが、冒険者を乗せることもあるのだという。

「ま、あの『暗黒の島』へ送ってやった冒険者の帰りを運んだことはなかったがね」

　船員のひとりがにやにやと笑いながら言うのを、エンディは睨にらみ返した。

「……だが実際、あの島へ渡わたって戻った冒険者はいないらしいな」

　おれが言うと、エンディは眉間にシワを寄せる。

「……『呪い』な……サビニアの冒険者の間では有名な話がある」

　そしてエンディは語り始めた。

　──かつてこの島に挑いどんだ冒険者の中に、ヴァンフリー随ずい一いちの勇者と称しようされる実力者がいたという。魔ま剣けんを携たずさえて何体もの魔獣を退治し、いくつもの迷宮ダンジヨンを踏とう破はして名を馳はせ、冒険者職能会ギルドから黄金帯ゴールドベルトを認められたその冒険者は、ある貴族の依い頼らいを受けてこの「暗黒の島」を調査に渡った。

　謎なぞに包まれた暗黒の島に挑む勇者──その成果に誰だれもが期待したが、しかし、この島に渡って以降、彼の消息は途と絶だえた。そしてしばらく経ったある日、彼の愛用していた魔剣が闇やみ市いち場ばに出回っていたという──

「……以後、その剣けんを入手したものはことごとく不幸な目に遭い、死んでいったと言われている」

　エンディの語る話を聞きながら、おれは水平線に浮うかぶ黒い島の影かげを眺ながめていた。エンディは言葉を継ぐ。

「魔獣に殺されて戻らなかった冒険者も多い。その手の話に尾おひれがついて広まった噂うわさ話ばなしだろうとは思うが……まぁ、そういう噂が起こるくらいには、危険な場所だということだ」

「用心に越こしたことはない、ということか」

　──魔獣はともかくとして、その手の「呪い」というものとどうやって空手で戦えばいいだろうか。きっと、呪いをかけてるやつを殴なぐり倒たおせばいい、というものでもないのだろう。おれは黒く浮かぶ島しま影かげを見ながら思いを巡めぐらせる。

「……ファンタスティック！　船を動かすにもそのような工夫があるのですね……！」

　──と、ウィルマの声がしておれたちは振り返った。

「ああもう、そうじゃねぇよ。ここを、こう……」

「うむむ、難しいものですね……」

　見れば、ウィルマが船員にロープの結び方を教わっているところだった。先ほどまではこちらを白い目で見ていたはずの船員が、いつの間にかああでもないこうでもないとレクチャーをしている。ウィルマはそれを熱心に聞いていた。

「……エルフの血を引く王女の話は耳にしていたが、まさかウィルマがその当人だとはな……」

　その様子を見たエンディが呆あきれたように言う。

「だが、言われてみればという気もする。彼女はどこか、力になりたいと思わせるなにかがある。守りたい、ではなく……」

「そうだな」

「……彼女、少し背が伸のびたかな？」

　──おれはいつの間にか船員たちの輪の中に入っているウィルマの姿を眺めた。コーハウテンとの一戦はあとからミーヴィに聞いたが──どうも彼女の中で、それ以上の経験が根付きつつあるように思う。まったく、弟子というのはいつの間にか育つものらしい。

「……おかしいな」

　ふと、近くでパイプを吸っていた船長が言った。

「……なにがだ？」

　エンディが船長に向かって尋たずねると、船長は空を見上げ、風を確かめて言った。

「風が凪ないだ……こんな時間帯に。普ふ通つうならもっと海が荒あれないといけねぇ……」

　それを耳にした船員のひとりが声をあげる。

「……これは……ヤベェぜ船長！　まさか、あれが……」

「どうされたのですか？」

　問いかけるウィルマに、別の船員が怒ど鳴なり返す。

「お嬢じようちゃん、航海は終わりだ！　船室へ行ってろ！」

　船員たちの動きがにわかに慌あわただしくなる。

「舵かじをとれ！　引き返すんだ！」

　船長が怒鳴った。エンディがそこに向かい、声をあげる。

「おいちょっと待て！　なぜ引き返すんだ!?」

「うるせぇ！　船のことはこっちに任せろって言っただろう！」

　船長は怒鳴り返した。

「……船乗りの間では有名な話だ。こんな天候の時に出ると言われてるんだよ、ヤツが……！」

　──その時、にわかに船が揺ゆれ出した。それまでの波による規則的な揺れではない、なにかによる大きな揺れ──

「お、おい!?　あれは……あの影は……！」

　マストに登っていた船員のひとりが叫さけんだ。

　その指差す海面、そこに泡あわが立ち、その下には巨きよ大だいな影──




　──ザッバアアァァ！




　不意に、海面が盛り上がったかと思った刹せつ那な、巨大な柱が海面からそそり立つ！　それらの柱は蠢うごめき、ねじくれながら船の縁へりを摑つかむように巻きついた──！

「……大海蛸魔クラーケンだぁーっ！」

　船員が喚わめく声と共に、人の胴どう体たいよりも太い巨大な触しよく手しゆが、船の舳へ先さきに巻きつき、縁から甲かん板ぱんへとのしかかるように蠢いた。
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　大海蛸魔クラーケン──すなわち、巨大な蛸たこである。海の中に潜ひそみ、船を襲おそい沈めるとして船乗りから恐れられている存在。

「だめだぁぁ！　もう終わりだぁぁ！」

「化バケ物モノのエサになんかなりたくねぇよぉーっ！」

　船員たちが叫ぶ声が響ひびく、その間にも現れた巨大な触手が縁にかかり、船が大きく傾かたむき揺れる。

　暗黒の島──そこから戻もどった者がいないとされる噂うわさには、このモンスターも一役買っていたのかもしれない。

「ちくしょう！　やっぱりお前たちなんか乗せるんじゃなかったぜ！」

「言ってる場合か！」

　船長がマストに摑まり、怒鳴る横でエンディが剣を抜ぬく。しかし──

「……くっ……!?」

　海水に濡ぬれた甲板は激しく揺れ、足元が定まらない。

　おれはウィルマの方へと声をかける。

「……ウィルマ！　『サンチン』は憶おぼえているな!?」

「はい、先生！」

「よし！」

　おれはさらに船長の方へ向かい、叫ぶ。

「今から触手をはがす！　そうしたらなんとか逃にげられないか!?」

「はがすって、どうやってだ!?」

「……決まってる……空手だ！」

　おれはその場で、肩かた幅はばに開いた足と両りよう脇わきを内側に絞しぼるようにして立った。

　三サン戦チン立ち──空手の源流、琉りゆう球きゆう唐から手てより伝わる立ち方のひとつ。古くは揺れる船の上での戦せん闘とうの際、足元を安定させるための立ち方だったと言われる。

　両の足で地を摑むようにして立つこの構えであれば、この状じよう況きようでも闘たたかえる──！

「はぁぁぁっ！」

　おれはその体勢から大きく踏ふみ込こみ、甲板へと入り込んだ触手の一本へと手刀を振ふり下ろす──！




　──ズムッ──！




「硬かたい……ッ！」

　それはまるで、タイヤに手刀を振り下ろしたかのような感かん触しよく！　丸太ほどもある大海蛸魔クラーケンの触手は、意外なほど硬く、そして弾だん性せいに富んでいた。

　──蛸は軟なん体たい動物と言われるが、その身体は筋肉の塊かたまりだ。柔じゆう軟なんかつ強きよう靭じん。ただ硬いだけのものよりも、よほど頑がん丈じようである。硬いものは砕くだけても、柔やわらかいものを砕く方が難しいのだ。




　──ズズゥゥッ！




　手刀を受けた触手が、大だい蛇じやのごとくのたうち、こちらへと襲い来る！

「……ならば！」

　迫せまりくる大海蛸魔クラーケンの脚あし！　おれはそれに向かい、広げた掌てのひらの指をさらにまっすぐ伸ばし──




　──ザグゥッ！




　おれの指先が、大海蛸魔クラーケンの触手を貫つらぬく！

　貫ぬき手て──手の指を真っすぐに伸ばし、指先で文字通り敵を貫く空手の突つき技のひとつ。鋭するどく鍛きたえ上げられた指先は、薄うすい鉄板程度ならば貫くほどの威い力りよくを持つ。タイヤの如ごとき硬さでこちらの攻こう撃げきを弾はじくのなら──最初からタイヤを破は壊かいするつもりでやればいい！




　人間の胴体よりも太いその触手に、貫手が深々と突き刺ささった。その太さのあまりに貫かん通つうはできず、収縮する筋肉がおれの腕うでを捕つかまえようとする。

　触手は暴れ、おれの身体は振りまわされた。

「ふんッ……！」

　おれは触手を蹴けり、反動で貫手を引ひき抜く。触手はのたうちながら、海の中へと戻っていった。ある程度のダメージを感じれば、本能的に触手を引っ込めるのだろう。

「エンディさん！　ウィルマ！　斬きり落とさなくてもいいから、ダメージを！」

「おう！」

　エンディが傾く甲板の上を滑すべり降りながら、剣けんを振って触手を斬りつける！




　──ドッ……！




「くそ、通らない！」

　エンディの剣は触手の表面を傷つけるだけに終わった。船の縁へりに着地するような体勢となったエンディを、その触手が巻く──！

「うああ……ん……ッ！」

　吸きゆう盤ばんまみれの触手に巻きつかれ、エンディは身体の自由を奪うばわれる！　胴鎧キユイラスに覆おおわれたその引き締しまった身体に、腰こしに、その吸盤が吸い付くように締め上げ──

「……舐なめるな……よ……ッ！」

　エンディは巻きつく触手を、その掌で摑むようにして──

「……電撃掌サンダー・グラスプ！」

　裂れつ帛ぱくの詠えい唱しようと共に、エンディの掌から放たれる魔ま法ほうの電でん撃げき！　それを受けた触手はビクリと脈打つようにして震ふるえ、慌てるようにエンディを解放しながら海面へと落ちていった。

「なんだかんだ、騎き士し様だな……！」

　おれは感かん嘆たんしながら、同時に安心し船の舳先へと走った。そこは、触手がしっかりと巻きついて船の動きを封ふうじ込めている。あれをなんとかしなくては──！




　──ズォォォッ！




　海面から新たな触手が現れる。舳先へ向かい走るおれの横合いから、その触手が襲いかかる──！

「光撃ザツプ！」

　魔法を詠唱するウィルマの声、それと共に宙空を奔る細い光の線が、触手に突き刺さる！　治療術士ヒーラーであるウィルマは攻撃の魔法は不得手だというが、襲いかかる触手を迎げい撃げきするには充じゆう分ぶん。触手が弾かれているその隙すきに、おれは舳先へとたどり着く！

「……はぁぁぁーっ！」

　おれは腕を振り上げ、人差し指と中指の２本の指の先で切きり裂さくように──！




　──ズシャァッ!!




　大きく振るった二本貫手が、幅はば広ひろく触手の表面を斬り裂いた！　そこへ──

「エンディさん！」

「おうっ！」

　駆かけつけたエンディが、手にした長剣ロングソードを振るい──！




　──ズドォォッ！




　二本貫手によって作り出された裂け目へ、刃やいばを深々と突き立てる！

　触手を半ばほどまで斬り下げられ、大海蛸魔クラーケンはついに船の舳先を解放した──！

「……今だ！　漕こげ！」

　船長が船員に伝える。船室で船員が一いつ斉せいに漕ぎ始め、船が動き出した。おれとエンディは、なおも船の縁へりにかかる触手を退しりぞけ、拳こぶしと剣を振るった。

　──と、海面が、膨ふくらむように動いた。




　──ザボォォァ!!




　そこへ現れたのは、巨きよ大だいな蛸の頭──！

「……ウィルマ……ッ！」

「はい！」

　現れた大海蛸魔クラーケンの頭に向かい、ウィルマがその魔杖スタツフを大きく掲かかげた──！

「聖なるホーリー・光フラツシユ！」

　魔杖から放たれる、聖光魔法の光！

　水の中に生きる生物の目は暗い場所に適応しているため、眩まぶしい光には慣れていない。大海蛸魔クラーケンは閃せん光こうにひるみ、いやいやをするように触手を振ってその頭を海に沈しずめていった。

「……よし！　これで逃げられ……」

　──と、その時。




　メキャッ！




　暴れた触しよく手しゆの１本が、舳へ先さき近くの甲かん板ぱんを強したたかに叩たたいた──！

「……なっ……!?」

　おれの足元で甲板が砕け、崩ほう壊かいする！

　いくら三サン戦チン立ちでも、足元がないものを支えることはできない──激しく揺ゆれる船に弄もてあそばれるようにして、おれはそのまま海面へと落下した──！




　　　　＊　＊　＊




　──数瞬しゆん、空間認識が混乱する。上が下で、右が左？

　そしてその次の瞬しゆん間かん、自分の周りが水であることに気がつく。そして──

　──いた！

　海の中に沈んだおれの、よりによって目の前に大海蛸魔クラーケンの巨大な頭。おれはそれと真っ向から、睨にらみ合っていた──！

　おれの周囲には、水中を自在に蠢うごめく触手たち。その動きは船の上よりもむしろスムーズだ。しかも、前後左右上下を自由に使い、おれを追い込むことができる体勢。

　つまり、完全に囲まれた状況。どうやら、これは──

「……お前を倒たおさないと、帰れないってわけだな！」

　大海蛸魔クラーケンの目が光る。組手の開始だ！

　おれは水中で、構えをとった。




　──空手の構えは、その「足の位置」に大きな意味がある。どの方向に重心をかけているかで、次にどんな技が出るか、相手の行動にどう反応するか、変わるからだ。足から全身に動きを連動させるため、全身にその気を巡めぐらせて備える──それが空手の「構え」である。

　ならば──水中でとるべき構えとはなにか？




　おれは水中の中でしゃがむようにして、両の脚を引きつけ、腰の下に畳たたむ。

　水中での戦せん闘とう──武の道を志す以上、あり得ないことではない。そして──それを想定した技術というものも、当然存在する。

　──大海蛸魔クラーケンが、吼ほえた──かのように見えた。左右からその触手が襲おそい来る！　しかし、この程度のスピードならば──

「……ふんっ……！」

　瞬間、おれは脚を前後に大きく開き──足を伸のばしながらそれを閉じて大きく水を搔かく！




「煽あおり足あし」──かつて、武士たちが甲かつ冑ちゆうを着たまま泳ぎ、水の中にあっても武器を持って戦うために考案された「古式泳法」、その技のひとつ。古式泳法の極意は、単に直線を速く泳ぐのでなく、水の中で自在に行動すること！

　おれは煽足と共に縮めた身体を伸ばし、いわゆる横泳ぎの姿勢で水中を飛んだ──左の腕を前に伸ばし、触手を搔い潜くぐって大海蛸魔クラーケンの頭へと、真っすぐ──！




　──猟りよう師しが獲え物ものを釣つり上げた後、速やかに絶命させることで鮮せん度どを保つ「活き締め」という技術を知っているだろうか。

　急所を確実に突つき、魚の動きを瞬しゆん時じに絶つ──その思想は、「一いち撃げき必殺」を理想とする空手のそれに近い。おれはかねてより、その技術を研究していた。

　釣り上げた蛸たこを活き締しめする場合、狙ねらう場所は──！




　──ザグォッ！




　右の貫ぬき手てが、大海蛸魔クラーケンの目と目の間に深々と突き刺ささる！

　急所を貫つらぬかれた大海蛸魔クラーケンは、雄おたけびを上げるかのように一いつ瞬しゆん激しく暴れる──！　しかし、すぐにその動きを止め、その脚あしの色を白く変えながら、海の底へと沈んでいった──




「……っはぁッ……!!」

　海面から顔を出し、おれは新しん鮮せんな空気を肺に吸い込んだ。

「おおい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　エンディが船の上から叫さけんだ。船員が浮うき具を投げ入れてくれる。おれはそれに摑つかまり、船上に助け上げられた。

「大海蛸魔クラーケンは？」

「活き締めにしてやった」

「……イキシメ？」

　あの大海蛸魔クラーケンも、刺さし身みにしてわさびでも和あえてやれば可愛げがあったかもしれない。まぁ、大きい生物は大たい概がいマズいとも聞くが──

「さすがです先生！　カラテは海の中でも最強なのですね！」

「そう……なのか？」

　笑顔を見せるウィルマに、怪け訝げんな顔のエンディ。周囲の船員たちは、命拾いしたと胸を撫なで下おろす。

「……航海には支障ないかね？」

　おれは船長に向かい、言った。船長はふん、と鼻を鳴らす。

「ふざけるな、この程度で沈むほど俺の船は脆もろくねぇよ」

「そいつは良かった」

　船長は振ふり返かえり、船員たちに向かって指示を始めた。

　そして難を切り抜ぬけた船は、その波をかき分け「暗黒の島」へと向かって行った。

















４．空手vs多腕魔神ヘカトンケイル






　暗黒の島。

　港から船で２日ほど。それほど遠くない距きよ離りにあるにもかかわらず、この島がそのように呼ばれるのは、その周囲が渦うずと岩がん礁しように囲まれた海の難所であること、凪なぎになると大海蛸魔クラーケンが出しゆつ没ぼつすること──そしてその地に、「魔ま城じよう」と呼ばれる遺い跡せきがあり、強力な魔獣がひしめいているということが大きな理由なのだろう。

　島は岩ばかりで緑も少なく、開かい拓たくする価値も薄うすい。領地としては半ば無視されている場所だ。まれに冒ぼう険けん者が遺跡へ攻略アタツクするために訪れるというが、戻もどったものはいないと言われる。それは、特筆するような成果がなかったためにその後の話が伝わっていないからなのか、それとも──




　船は岩礁の外に錨いかりを下ろし、おれたちはボートで島に近づく。途と中ちゆうで一度、岩礁を根城にする半魚鬼人サハギンがボートに襲い掛かかってきたが、それを殴なぐり飛とばして以降は静かなものだった。半魚鬼人サハギン流水上拳けん法ぽうとか、そういうのが出てくるのではと少し期待していたのだが、どうやらそういうのはないらしい。残念だ。

「２日は船で待っているが……３日目に戻ってこなかったら引ひき揚あげる。それでいいな？」

「ああ、契けい約やく通りだ。問題ない」

　船長にそう言い残し、おれたちはボートを降りた。

「ああ、えっと……」

　島の中へ向かおうとすると、船長が後ろから声をかける。

「……なにか？」

「……やっぱり３日待ってやる。気をつけてな」

　目を逸そらしながら言う船長に、おれは笑って拳こぶしを見せた。

「空手を信じろ、だ」

　そしておれたちは岩場を登り、雲に巻かれそびえる魔城を目指した。




　　　　＊　＊　＊




「旧文明期の遺跡……いったいこんなところに、どんな用よう途とで城を立てたのか。いや、城かどうかも怪あやしいな」

　岩場を登りながら、エンディが言う。

「昔は環かん境きようも違ちがったのかもしれん。なにしろ旧文明は天変地異で滅ほろんだというしな」

「強力な魔獣が多いことと、関係があるのかな」

「わからんが……いずれにしろ、不ふ穏おんな気配は感じるな」

　エンディは頭上にそびえる城を見上げた。

「……あれ……？」

　と、ウィルマが立ち止まり、声をあげた。

「どうした？」

「今、どなたかそこに……」

「……なに？」

　おれはウィルマの指差す方向を見る──と、岩いわ陰かげで何者かが動くのが見えた。

「人がいるのか？」

　エンディが岩場を駆かけ上がる。

「どなたか！　おられるのなら案内を願えないか……!?」

　そう声をかけながら、エンディは大きな岩を回り込み、向こう側を覗のぞく──




　──ゴッ！




「んがっ……!?」

　突とつ然ぜん、エンディが頭を仰け反らせた。どうやら飛んできた石が頭に当たったらしい。

　──と、その時、目の端はしに動くものがあった。

「……なんだ……？」

　おれは足を止め、周りを見回す──と、あちこちの岩陰からいつの間にか、人ひと影かげが現れていた。

「帰れ……」

　その人影から、声が発せられる。誰だれもかもぼろ布を身に纏まとったような出で立ち、フード状になった布の奥からの、絞しぼるような声。

「帰れ……ここへ近づくな……！」

「この島から去れ……！」

　あちらこちらから聞こえてくる、小さな──しかし、強い口調の言葉。

「なんだ……？　この島の、住民……？」

　エンディが呟つぶやく。

「此こは竜りゆう神じんの聖域……近寄るな……」

「近づけばこの島に祟たたりが降る……帰れ……！」

　岩陰から現れた人々は、口々に「帰れ」と言いつつ、時折こちらに石を投げてくる。

「これは……一体？」

　エンディとウィルマは飛んでくる石から顔をかばいながら困こん惑わくした表情をかわしていた。

「……どうする？」

「……言われて引き返すわけにもいかないだろう」

　そう答えておれは、岩場をさらに登る。後ろからエンディとウィルマが慌あわててついてくる。しかし──

「帰れ……帰れ……！」

　城に近づくにつれ、人影は数を増した。口々に同じような台詞を繰くり返し唱えながら、おれたちの周りを取り囲み、ついには狭せまい道の行く手を十数人が塞ふさぐ。

「これは……参ったな」

　こちらに手を出してくるわけでもない以上、空手でなぎ倒たおすわけにもいかない。

　おれたちは仕方なく、その道を引き返した。ボロ布を纏った人々は追って来ることはなく、その場でただおれたちを見送っていた。

「この島に住む人々だろうか……？」

　遠ざかる人々を振り返りながら、エンディが言った。

「このようなところにも人が住んでいるのだな」

「それなら案内をしてもらえれば、それが一番よかったんだがな……」

　エンディが残念がるが、それはどうも望めそうにない。

「暗黒の島」と呼ばれるこの地に住む人たち──近づくものは呪のろわれるという城を守るように、その呪のろいを口にしていた人々。どうも、きな臭くさい香かおりが拭ぬぐえない。一体「呪い」とはなんなのか──

「……案内が必要かい？」

　──と、不意に声をかけるものがあった。

「……誰だ？」

　おれたちは立ち止まり、周囲を見み渡わたす──と、近くの岩場の陰かげから、小こ柄がらな人影が姿を現した。

「あの城に行きたいんだろ？　案内してやろうか」

　そう言いながら、その人影は岩場を滑すべるように降り、おれたちの前に立った。小柄な身体に纏ったボロ布──片手でそのフードが撥はね上げられ、浅黒く日焼けした少年の顔が露あらわになる。

「……子ども？」

　思わず声に出したエンディに、少年がムッとした顔で言い返す。

「子どもじゃねぇ。ゲベルってんだ」

「……この土地の者か？」

　おれの問いに、少年はニッと笑って頷うなずいた。エンディがそのゲベルに問いかける。

「お前は引き返せとは言わないんだな？」

「村の大人たちみたいな臆おく病びよう者と、おいらは違う」

　ゲベルは眉み間けんに皺しわを寄せて言う。

「聖域だの祟りだの……ほんとくだらねぇ。こんな小さな島でなにいじけてんだって話さ」

「それで、おれたちを案内すると？」

「もちろん、報ほう酬しゆうははずんでもらうぜ」

　ゲベル少年はにやっと笑う。

「……どうする？」

　エンディがそう言うのに、おれは頷いてみせた。そしてゲベルに向き直る。

「わかった。案内してもらおう」

「そう来なくちゃ！」

　ゲベルはそう言って、城の脇わきの方を指差した。

「正面から行くとさっきの連中がいるけど、あの城は裏にも入れるところがあるんだ。ついて来いよ。えっと……」

　ゲベルはおれたちの顔を見回した。ウィルマがそれを受け、にっこりと笑って言う。

「よろしく、ゲベルさん。わたくしはウィルマ。こちらはエンディ様と、わたくしの先生です」

「お、おう！」

　ゲベルは顔を赤らめ、先に立って歩き出した。ウィルマがそれを追う。それを見ながら、エンディがおれに囁ささやきかける。

「……いいのか？」

「いいさ。好都合だろう」

　訝いぶかし気な表情になるエンディと共に、おれはゲベル少年のあとを追う。




「ゲベルさんはいくつなのですか？」

　ウィルマがゲベルに並んで歩きながら話しかけた。

「じ……12だ！」

「あら、じゃあ４つ違いですね。わたくしは16になりますから」

「３つだ！　おいらはもうすぐ13だからな。この島じゃ13でもう大人だから、お前と変わらない！」

　ゲベルは顔を赤らめてウィルマに言い返し、目を伏ふせて足を速めた。

　置いて行かれた形になったウィルマは、不安げな表情になってエンディに言う。

「……わたくし、なにか嫌きらわれるようなことをしてしまいましたでしょうか？」

「いや……たぶん逆じゃないか。歳も近いしな」

「え？　それはどういう……？」

　そんな会話を聞きながら、おれは先を歩くゲベル少年に話しかける。

「君はあの城が聖域だっていうのを、信じてないのか？」

「……別に。どうでもいい」

「これまでに来た冒ぼう険けん者も、こうして案内したのか？」

「……何人かは」

　ゲベルはおれの方を振ふり返かえる。

「なんでそんなこと聞くんだよ」

「……なんとなくな。この島の生活に不満があるんじゃないか？」

　ゲベルは立ち止まり、身体ごとおれに向いた。

「そうさ。不満だらけだよ。飯が食えなくても、嵐あらしが来ても、病気で人が死んでも……村の連中はなんでもかんでも『神の御み業わざだ』とか『祟りだ』とか言ってただお祈いのりしてるだけなんだ」

　ゲベル少年の目に、隠かくせない苛いら立だちが燃えているのをおれは見た。

「おいらはあいつらと違ちがう。いつかこんな島出てってやるんだ。だから報酬ははずんでくれよ」

「……ああ、もちろんだ」

　先を歩くゲベル少年。しかし、その表情はどこか──

「……ここだ」

　そうして歩くうちに、おれたちは断だん崖がいに沿った坂道をぐるりと回り込んでいた。入り組んだ岩場を抜ぬけた先に、城がそびえている。ちょど裏手にあたるらしい。なるほど、正面からは見上げるようだった城も、ここに来ると断崖の下に見下ろすような形になる。

「あそこに入れるところがある」

　ゲベル少年が指差す先に、壁かべの崩くずれたところがあった。

「しかし、ここをどうやって降りれば……」

　エンディが足元を見下ろしながら言った。確かに、城へと続く断崖はかなりの高さがあった。その斜しや面めんはごつごつと尖とがった岩で覆おおわれており、もはや絶ぜつ壁ぺきと言っても差し支えのないものだ。

「こっちだ。降りるルートがあるんだ」

　ゲベルはそう言って、おれたちを細い坂道へと導く。断崖に棚たなのようになった、足場とも言えないような足場──ゲベルはおれたちに、先に降りるよう促うながした。

「心こころ許もとないな、これは……」

　エンディとおれは足元を確かめるようにしてゆっくり降りていく──と、後ろからゲベル少年が急せかす。

「おい、早くしろよ」

「ちょ、ちょっと待て、そんなに速くは……」

　──と、エンディが返したその時だった。おれとエンディの乗っていた棚岩が崩れ──

「おわぁぁっ!?」

　おれたちの身体は、断崖へと投げ出される！

「先生ーッ!?」

　ウィルマが叫さけぶ声を聞きながら、俺たちは落下──！

　おれの眼下に、天を衝つく岩が迫せまる──おれは身体を捻じり、姿勢を変えて直ちよく撃げきを避さける！　頭をかばい、身体を丸めて衝しよう撃げきを吸収して断崖を転げ落ちながら、おれは岩がん壁ぺきを蹴けった──！




　──ドザァァッ！




　おれはその蹴りによって方向を変え、まっすぐ叩たたきつけられるのを避けて地面に身体を転がした。衝撃を分散させて吸収し、素早くその場に起き上がる。

「う……ぐっ……」

　同じく落下したエンディが身体を起こした。こちらは胴鎧キユイラスを身につけているので、それである程度衝撃を吸収できたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ……頭はしっかり守ったぞ。『ウケミ』と言ったか？」

「そうだ。便利だろ？」

　おれの教えた技術のひとつが役に立ったようだった。そしておれは改めて、周囲を見回す。「魔ま城じよう」の裏手にあたる場所、目の前の城の壁に大きな亀き裂れつ。

「先生ーッ！　大丈夫ですかぁーっ!?」

　断崖の上からウィルマの叫ぶ声が聞こえた。ゲベル少年の後ろにいたウィルマは落ちずに済んだらしい。おれはそちらに向かい、手を振って無事を知らせる──

「……む？」

　そのときおれは妙みような気配に気がついた。

「これは、人の……骨？」

　周囲に白骨化した人間の亡なき骸がらが、いくつも散乱しているのだ。そして──




　──ガチャ──




　その骸がい骨こつが、動いていた。気がつけば、立ち上がった骸骨スケルトン・戦士ウオリアーにすっかり囲まれている形だ。

　そして──それ以上の気配にも、おれは気がついていた。




「……エンディさん、ここは任せる」

「なに？　貴公はどうする？」

「……あいつだ」

　城の裏の巨きよ大だいな亀裂。その中で何かが動くのが見えた。




　──フシュウゥゥ……




　そしてそこから、巨大な影かげが姿を現す──

「……なんだ、あれは……!?」

　青銅色の肌はだに、３～４ｍはあろうかという巨きよ体たい、引ひき締しまった体たい軀くの上に輝かがやく三つの眼、そしてなにより──両の肩かたから４本ずつ生えた、合計８本もの長い腕うで。

　多腕魔神ヘカトンケイル──それが城を守るようにして８本の腕を広げ、おれの前に立ちはだかった。




　　　　＊　＊　＊




　多腕の魔ま神じん──その体軀はいつぞやの牛頭魔人ミノタウロスと同じか、少し小こ柄がらなくらいであろうか。しかし──肉と皮とで大きく膨ふくれ上あがった牛頭魔人ミノタウロスの巨体に比べ、その肉体は精せい悍かんに引き締まっている。

　同じ体重の相撲すもう取りとボクサー、どちらが恐おそろしいか。その上、あの８本の腕──

「さすが暗黒の島……不ふ穏おんだな！」

　おれは組手立ちに構えて多腕魔神ヘカトンケイルと向き合った。

「あのヤバそうなのは任せるが……こちらも楽ではないな」

　背中合わせに構えたエンディがボヤく声が聞こえる。周りを取り囲む骸骨スケルトン・戦士ウオリアーは10体ほど。おれは肩かた越ごしにエンディへと言う。

「空手には10人組手っていうのがあってな……ちょうどいいじゃないか。あれを全部倒たおしたら初段ってところだ。黒帯だな」

「……それはどうも……」

　エンディはそう言って剣けんを振り、骸骨戦士へと突つっ込こんでいった。

「……さて、と…‥‥」

　多腕魔神ヘカトンケイルは８本の腕をバラバラに動かし、ゆらゆらと構えていた。柔じゆう軟なんな動きだ──容易い相手ではないだろう。

　おれはちらりと、自分たちが落ちてきた断崖の上を見た。ウィルマとゲベル少年がこちらの様子を見守っているのが見える。

「……まぁいい。とりあえず……やるかね！」

　おれは息を吸い──後ろの脚あしで地面を蹴る！

　如い何かに巨大であろうと、腕が何本あろうと──人の形をしている以上、急所は同じだ。牛頭魔人ミノタウロスのときと同様、狙ねらうべきは正中線！

　しかし──足元へと踏ふみ込んできたおれを、多腕魔神ヘカトンケイルの迎げい撃げきが襲おそう！　それは、文字通りの拳こぶしの雨──！




「くっ……！」

　──ドドドドッ!!




　振り下ろされる４発の鉄てつ拳けん！　それをおれは横よこ跳とびにかわす。

　４本の右みぎ腕うでが一いつ斉せいに襲い掛かかって来る、その攻こう撃げき範はん囲いは想像以上に広い。しかし──

「……てぁっ！」

　おれは跳とび、攻こう撃げきを放ってがら空きになった多腕魔神ヘカトンケイルの顔面に蹴りを放つ──！

「ウガァァァッ！」

　多腕魔神ヘカトンケイルが左の４本腕を振ふるう。広こう範はん囲いを薙なぎ払はらうその平手×４発が、おれの身体を弾はじく！

「……くっ……！」

　蹴りを放とうとした身体の側面に打だ撃げきを受け、おれは空中を舞まった。身体をひねり、体勢を立て直し、なんとか地面に着地する。

「グオォォォッ!!」

　そこへ咆ほう哮こうと共に、多腕魔神ヘカトンケイルの右腕が襲い掛かる！　迫りくる４つの巨大な拳──！




　──この時、おれは既すでに確信していた。

　この魔獣モンスターの持つ、８本の腕──それは、実質２本の腕でしかない！

「……ちぇぇぃっ!!」

　おれは足を踏み込みながら、左の腕で外側から内側へ、その拳のひとつを捌さばく！




「外受け」──相手の突きを、外側から腕で受けてその力を逸そらしつつ、相手の背中側へと回るように身体を開く。さらに、突きの力を後ろへ流しつつ、受けた腕で相手の体勢を崩くずすように力を加える。

　多腕魔神ヘカトンケイルの腕──それが何本あろうとも、振るう身体はひとつ。拳を振るためには身体を捻ひねらなければならない以上、動きとしては右からか左からか、どちらかでしかない。８本の腕がバラバラに動けるわけではないのだ。

　力の方向がひとつなら、腕が何本飛んで来ようとも──それを捌さばく力もまた、ひとつだ！

　パンチの威い力りよくを利用される形で、多腕魔神ヘカトンケイルは前のめりにその体勢を、崩した──！




「せぃやぁーッ！」

　──ガゴォッッ!!




　その腕に沿うようにして、おれの跳び廻まわし蹴りが多腕魔神ヘカトンケイルの顔面を捉とらえる！

　前のめりに崩れたところへの交差法カウンターとなったその一いち撃げきを受け、敵はその足元をふらつかせた──

「……ガアアァァッ!!」

　──と、多腕魔神ヘカトンケイルが踏ふみとどまり、吼ほえる！

「なるほど、レベルが違ちがうってわけだ……！」

　おれは着地した脚に、痺しびれを感じていた。先ほど蹴りを入れたあの感かん触しよく──この魔神、皮ひ膚ふそのものが恐ろしく硬かたい！

　さすがは暗黒の島の魔獣モンスター、一撃で倒れてくれるほど甘くはないようだ。それどころか、ほとんどダメージを負った様子さえない。敵は８本の腕を動かしながら、先ほどよりも幾いく分ぶん警けい戒かいした様子で身構えた。それに対しておれもまた、今度は猫ねこ足あし立ちの構えをとる。

「……？」

　──違い和わ感かんがあった。

　多腕魔神ヘカトンケイルのあの動き──あの重心。先ほどまでは前まえ脚あしにかかっていた体重が、今はまっすぐ下になっている。腰こしが引けている、という感じでもない。闘たたかう気は満々でありながら、攻撃を仕し掛かける構えではない、ということは──

　そのときおれは、多腕魔神ヘカトンケイルの口元がなにやら、動いているのに気がついた。あれは、詠えい唱しよう──？

「……魔ま法ほうか！」

　おれは横っ跳びにその場を跳び退すさる！　瞬しゆん間かん、光が弾はじけた──！




　──ゴヮッシャァァ！！！




　多腕魔神ヘカトンケイルの一番上の両手から、奔る雷撃！　蒼あお白じろい電光が空を裂さき、大地を焼く！

　いくら空手でも、雷撃を防ぐ手立てはない。気がつくのが一いつ瞬しゆん遅おそければ、丸まる焦こげになっているところだ──！　おれは地面を転がって立ち上がる。

「手強いじゃないか、魔神さん！」

　おれは大地を蹴けり、跳び蹴げりを仕掛ける！　しかしその蹴りは、片側４本の腕に阻はばまれて直ちよく撃げきには至らない！

「まだまだ！」

　空中での連撃、地に降り立って、また連撃。蹴り、突き、突き、蹴り。魔法を使う相手に対しては、その隙すきを与あたえないのが常套手段セオリーだ。しかし──

「……くっそ……！」

　８本もの腕──それがカバーする面積は大きい。そして、三つの眼による広範囲の視界──多腕魔神ヘカトンケイルの恐ろしさは、８本の腕による猛もう攻こうではない。その８本の腕と三つの眼による鉄てつ壁ぺきの防御ガード──それこそがこの魔獣モンスターの、真の恐ろしさだったのだ!!

　多腕魔神ヘカトンケイルはおれの攻撃をその腕で防ぎながら、また口元を動かしていた。

「……くっ！」

　おれは多腕魔神ヘカトンケイルの腕を蹴り、跳ぶ──電光が奔り、大地を穿うがつ！

　──強敵！

　背筋に冷たいものが伝うのを、おれは感じた。今さら、腕が多いだけの魔獣モンスターなど恐れるに足りない──そんな思いをわずかでも持っていた自分を恥はじる。攻撃、防御、そして魔法──全局面への極めて高い能力、しかも、その多腕で防御をしながら、同時に魔法の詠唱が可能──まさに、魔神の名に恥じない凶きよう悪あくさ！

「……そう来なくっちゃなぁ、異世界！」

　おれは立ち上がり、構えた。どんな技でこの強敵を攻略してくれようか──血が沸わくとはまさにこのことだ。

　多腕魔神ヘカトンケイルが、その８本の腕うでを大きく広げた。それはまるで、この組手に全力で応じようという意思を示したかのように見えた。

「……さて、どうするかね……！」

　おれは改めて対戦相手を見る。

　８本腕の魔ま神じん──鉄のように硬い皮膚に、三つの眼によって広範囲をカバーする視界、８本の腕による鉄壁の防御。その上魔法をも操る。

　おれはこの前戦ったギオ・ゴーチャの蜥蜴鬼人リザードマン・蹴脚術サバツトのことを思い出していた。両の脚を自在に使い、高威力の打撃を間断なく繰くり出だす技──あれも厄やつ介かいだったが、こちらはそれとは別の手ごわさだ。尻尾しつぽやら多腕やら、まったくこちらの世界の連中と来たら。

　多腕魔神ヘカトンケイルは腕を広げてこちらを威い嚇かくする。その姿は、かつてアメリカのリングで戦ったプロレスラーたちを思わせた。

「あの時も大変だったっけな……」

　白人で埋うめ尽つくされた大きな会場ホールの真ん中で、リングに立ったときの孤こ独どく感。ちっぽけな日本人が巨きよ大だいな対戦相手の前に立ち、数千人の観客によるブーイングの中で戦う。試合に勝ったら勝ったで観客が暴動を起こしかけ、集団制裁リンチに遭あいそうになって裏口から逃にげ出す羽目になったこともあった──

　今もあの時と同じ、敵地アウエイでの戦いだ。おれたちの行く手を阻んだこの島の人々、ここを訪れた冒ぼう険けん者のものと思しき亡なき骸がらたち──その真ん中で、向き合う強大な敵。

　多腕魔神ヘカトンケイルがその腕を振り上げた。

　あの姿勢は、魔ま法ほう攻こう撃げき──おれはその瞬間に、相手の足元へと踏み込んで距きよ離りを詰つめる！　動作の間かん隙げきを突つかれ、多腕魔神ヘカトンケイルの反応に一いつ瞬しゆんの隙ができる──！

「てりゃぁぁッ！」

　多腕魔神ヘカトンケイルの足元へと踏み込んだおれは、その太い脚に蹴りを見み舞まう！
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　近接格かく闘とう戦における下段廻し蹴り──またの名をロー・キック。その有効性は、今さら特筆するまでもないだろう。防御が難しく、そしてその威力は上段への攻撃に比べて劣おとるものではない。人型生物にとって、２本の脚はすべての行動の起点──それを攻撃し、削けずることはその戦せん闘とう力を奪うばうことと同義だ！

　大だい腿たい四頭筋の継つぎ目めを狙ねらって放たれたおれの蹴りに、多腕魔神ヘカトンケイルは顔をしかめたが、すぐに足を引き、拳こぶしを振り下ろしてきた。おれは身体を捌き、それをかわす。

「一撃で倒たおせるとは思ってないさ……！」

　おれはかわしざま、逆の脚あしへとまた下段廻し蹴り！　多腕魔神ヘカトンケイルは一瞬、身体をぐらつかせながらも、おれを蹴ろうと足を振り上げる──それもまた、かわして蹴り！

　おれの身体の２倍以上はあろうかという巨大な魔神──そのような相手に対しては、距離を取りたくなるのが人情というものだ。だが、そうした心にこそ隙が生まれる。相手の攻こう撃げきに対処することができるのであれば、むしろ相手の懐ふところに入った方が安全なこともあるのだ。

　攻撃をかわしつつ、すぐ反はん撃げきに移ることのできる巨きよ人じんの足元──至近距離のために電でん撃げき魔ま法ほうを撃うつこともできない、防御に腕を使えないこの位置ポジシヨンこそが、多腕魔神ヘカトンケイルの最大の隙だ！

「……はぁぁッ！」

　何発目かの下段蹴りに、多腕魔神ヘカトンケイルはとうとうその足元をふらつかせた。

　身を捨ててこそ浮うかぶ瀬せもあれ、虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得ず──敵地アウエイの中に踏ふみ込んでこそ活を得る。今までもおれは、そうやって戦ってきたのだ──

「……ウオオオォオオン!!」

　多腕魔神ヘカトンケイルが吼え、その８本の腕を広げた。覆おおいかぶさるかのようにして、おれを摑つかもうとその手を伸のばす！　全方位から迫せまる、８本の腕──！

　──この瞬間を、待っていた！

　おれは身体を伏ふせ、大きく踏み込んだ。８本の腕の唯ゆい一いつの死角──足元。多腕魔神ヘカトンケイルの脇わきに潜くぐるようにして、摑みかかる腕をすり抜ぬけ──そしておれは、大地を蹴り、跳とんだ。

　多腕魔神ヘカトンケイルの後方──そこには、そびえる城の壁かべ。８本の腕をすり抜けざまに跳ちよう躍やくしたおれは、その壁を蹴り──！

「……秘技・三角とび蹴りぃッ！！！！！」

　空中で壁を蹴り、反転──その勢いのままに、多腕魔神ヘカトンケイルの後頭部へと蹴りが刺ささる！！！




　三角とび──これぞ空手最大の秘技！　壁などを蹴り空中で方向を変えて、相手の死角からの奇き襲しゆう！

　これまで数々の窮きゆう地ちをくぐり抜けてきた、必殺の技。見けん当とう違ちがいの方向に飛んだ相手が、別の方向から襲おそってくる──正面からの攻撃には鉄壁の防御ガードを誇ほこる多腕魔神ヘカトンケイルも、８本の腕が届かない背後には、まったくの無防備！




　試合では攻撃を禁止される人体最大の急所・後頭部の頸けい椎つい──見えないところからここを強打され、倒れない人型生物ヒユーマノイドはいない。多腕魔神ヘカトンケイルは白目を剝むき──地じ響ひびきを立て、倒れた。

「……勝負ありだ」

　着地し、残心をとる。多腕魔神ヘカトンケイルは地に伏し、動く気配はない。

　強敵だった──体格とその防御力という基本的な能力の高さと、魔法まで使いこなす柔じゆう軟なん性。惜おしむらくは、「技」が伴ともなわなかったこと。この魔獣モンスターにボクシングの技術でも仕込んだら、相当なものになるのではないか。

「お見事」

　エンディの声がし、おれは振ふり向むいた。見ると、骸骨スケルトン・戦士ウオリアーたちは残らず力を失い、地に崩くずれ落ちている。

「10人組手、達成したようだな」

「いや、魔法を使ったからな……反則だろう」

　割と本気で悔くやしそうなエンディの肩かたをひとつ叩たたく。

「さすがです、先生！」

　ウィルマの声がして、おれは振り返った。

　断だん崖がいから降りる細い棚たな岩の道を伝い、ウィルマとゲベルが降りて来ていた。

「……無事でよかったよ。あんたすげぇな、あいつを素手で倒しちまうなんて……」

　ゲベル少年が言うのに、おれは拳を見せて答える。

「空手という技だ。なに、君がここに案内してくれたおかげだよ」

　おれの言葉を聞いて、ゲベル少年の顔色が変わった。

「……どういうことですか？」

　ウィルマがおれとゲベルとを見比べながら言った。

「今、あいつと言っただろう？　つまりこの少年は、あの魔神や骸骨がここにいるとわかっていて、おれたちを案内したのだ」

「……！　そんな……！」

　息を吞のむウィルマ。目を逸そらすゲベルを見ながら、エンディが頭をかく。

「……ま、そんなところかなとは思っていたけどな」

　おれはエンディを見、言う

「あんたも気がついていたか？」

「まぁ、薄うす々うすではあるが」

　エンディはひとつため息をついた。

「……島を訪れる冒険者を危険な場所に導き、罠わなを仕し掛かけた断崖から落として魔獣の餌え食じきにする。後で装備を剝はいで金に換かえていたというところか」

　前に立って案内していたこの少年が、棚岩を降りるときにおれたちを先に行かせたこと──そして、冒険者のものらしき亡骸がろくな装備を身につけていなかったこと。降りてきたときの少年の態度。つまり、これが「呪のろい」の正体──わかってみれば、呆あつ気けないものだ。

「祟たたりやら聖域やらというもの自体はきっと、この島で実際に信じられてもいるのだろうが……だからこそ他の島民も、わかってて見ぬふりをしていたのだろう。正面への道を塞ふさいだのもそのためだろうな」

「ゲベルさん、本当なのですか……？」

「ち、ちがう……！　そんなんじゃ……」

　ウィルマの問いに目を泳がせるゲベル。そこへエンディが詰め寄よろうとする。

「ウィルマを巻き込まないようにしたことには、情状酌しやく量りようの余地はあるが……さて」

「……まて、エンディさん」

　おれはエンディを止め、言った。

「いいんだ、この少年に案内してもらおう」

「……え？」

　期せずしてハモる３人に、おれは言う。

「おれの望みは強い相手と闘たたかい、空手の可能性を追求すること……利害は一いつ致ちしているだろう？　つまらないザコとやたら闘うよりもずっといい」

　呆気にとられているゲベル少年。その隣となりでため息をつくエンディ。おれは言葉を継ぐ。

「おれたちが倒れたら、その時は追い剝ぎでもなんでもしたらいい。いわば、これはおれと君との勝負だ。どうだ？」

「……あんた、頭おかしいのか？」

　不ふ審しんな顔をするゲベルに、ウィルマがにっこりと笑いかける。

「ふふ……先生はこういう方なのですよ」

　そしておれは振り返り、城へと向き直った。

「そうと決まれば、早く行こう……次はどんなやつが出てくるかな！」








５．空手vs魔ま城じようの迷宮






　壁の亀き裂れつから城の中に入れば、そこから左右に廊ろう下かのような道が延びていた。入ってすぐは光が差し込むものの、その先はどちらも暗い。

「まずはどちらへ進むべきかな、少年？」

「……こっちだ」

　ゲべル少年は右側の通路へと俺たちを導く。

「こちらには、なにが？」

「ヤバいのがいる。あんた、強い魔獣と会いたいんだろ？」

「うむ」

　おれはそう言って少年のあとについて歩いた。

「おい、私たちの目的は……」

　エンディが後ろから言った。おれは振り向いてそれに答える。

「どちらにしろ、どこへ行っていいかわからないんだ。それなら体力のあるうちにヤバい魔獣と出会っておいた方がいいんじゃないか？」

「な……貴公、まさか！」

「ん？　なにかおかしかったか？」

「い、いや……ちゃんと考えていたとは思わなかったのでな……」

　本気で驚おどろいた顔をしているエンディの横で、なぜかウィルマが得意げな顔になる。

「当然です。それがカラテですから」

「……奥が深いのだな……」

　そんなやり取りをしつつも、おれたちは迷宮ダンジヨンを奥へと進む。

　道が折れてさらに奥へと向かうと、その先はいよいよ暗くら闇やみとなった。

「聖なる灯ホーリー・ライト……！」

　詠えい唱しようと共に、ウィルマの掲かかげた魔杖スタツフに輝かがやきが灯る。

「すげぇ、魔ま法ほうだ」

　ウィルマの作り出した光を見たゲべル少年が目を丸くした。ウィルマが笑いかける。

「ゲべルさん、魔法を見るのは初めてですか？」

「あ、ああ……」

　ゲベル少年は少し悔しそうに目を逸らす。

「まぁでも、ぜんぜん大したことないなそんなの」

「むっ……」

　ウィルマが頰ほおを膨ふくらませる。

「この城の中にはもっとヤバいものがいっぱいあるんだぜ。今さらそんなの、驚おどろかねぇよ」

　ゲベル少年が先に進みながら言った。もちろん、負け惜しみではあろうが──

「少年はこの城の中にずいぶん詳くわしいのだな？」

「まぁね。庭みたいなもんさ。魔獣に襲われたって、抜け道いっぱい知ってるからよ」

「なるほど……」

　聖域と呼ばれる場所も、少年にとっては遊び場のようなものなのだろう。あるいは、冒ぼう険けん者を陥おとしいれる仕事場か──

「ヤバいものというと、例えばどんなものがあるんだ？」

「……たとえば、ああいうのだ」

　少年は足を止め、前を指差して言った。

　通路はそこで途と切ぎれ、その先はドーム状の広間ホールのような部屋になっていた。

「……よし」

　おれはその部屋の中へと進む。

「気をつけろよ。一体なにが出るか……」

　後ろからエンディもついて来た。ウィルマとゲベル少年は通路の方から様子を窺うかがっているようだ。

　広間ホールの中央は、１段上がった低いステージのようになり、その真ん中には台のような、石造りの装置があった。そして部屋の脇わきに──

「なんだ、この石の山は……？」

　エンディがそこへ近づく。ひとつひとつが人の頭より大きいほどの自然石が、うず高く積み上げられている、ただそれだけのものだ。いわゆる石いし塚づかかなにかなのだろうか──

　──と、おれは目の端はしで動くものに気がついた。振り向き見れば、ゲベル少年が広間ホール中央の台座の前に、立っている──

「……なにを……？」

「……フン……」

　台の上についているレバーを、ゲベルが引いた──




　──ズゥン！




　地じ響ひびきと共に、光が走る。広間ホールの床ゆかに幾き何か学がく的な模様を描えがいている溝みぞを、蒼あお白じろい電光が駆かける。その光は複雑な軌き跡せきを描えがき、積み上げられた石へと到とう達たつし──




　──グォォォン




　──発電機が起動するような音、と言えば伝わりやすいだろうか。鈍にぶく響ひびく音を立て、石たちが動き出す。

「これは……!?」

　石の山はまるで、磁石のようにお互たがいを引き寄せ、そして生き物のようにのたうち、その姿を形作る！

「カラテだかなんだか知らないけど……こいつをどうやって倒たおすつもりだ！」

　ゲベル少年のその叫さけびと共に──石造りの巨きよ人じんがおれたちの前に立ちはだかった。

「岩石造魔ストーン・ゴーレムだと……!?」

　エンディが巨人を見上げ、声をあげた。自然石が集まり、人の姿となった石の巨人。その大きさはいつかの牛頭魔人ミノタウロスほどもあるだろうか。岩石造魔ストーン・ゴーレムは、岩の合わさった隙すき間まの奥の目を光らせ──静かに唸うなりをあげる！

「来るぞ！」

　おれは叫んで、地面を蹴けり──




　──ドゴォン！




　地響きと共に振ふり下ろされた石の拳こぶしを、おれはかわす！

　天てん井じようの高い広間ホールの下、現れた敵は関節をきしませながら、逆の腕うでで振るう２撃目──

「遅おそい！」

　しかし、岩石造魔ストーン・ゴーレムの反応は鈍い。振るわれた石の拳を難なくかわし、おれは距きよ離りを取った。

「……くそっ！　さすが『暗黒島の魔城』だな！」

　剣けんを抜ぬいたエンディが、岩石造魔ストーン・ゴーレムを挟はさんでおれと反対側に身構えた。

　おれは部屋の入り口へと目をやる。通路は石の扉とびらで閉ざされていた。そういう仕し掛かけになっているのだろう。ゲベル少年とウィルマが広間ホールの隅すみからこちらを窺っている。

「そいつは一度動き出したら、この部屋のやつらを全員動かなくなるまで襲おそい続けるぜ」

　ゲベルが叫んだ。

「さぁどうするんだ!?　そいつもカラテでなんとかするっていうのかよ！」

「それではゲベルさんも助からないのではないですか？」

　ウィルマがゲベルに向かって問い返すと、ゲベルはウィルマに向かい、笑いかける。

「心配すんなって。ちゃんと逃にげ方も知ってんだ。お前も一いつ緒しよに逃がしてやるよ」

「わたくしだけ逃げる理由がありません」

　そう言ってウィルマはゲベル少年を押しのける。

「お、おい！　なんで……」

「……それにたぶん、逃げる必要はないと思いますよ」

　ウィルマはゲベル少年にそう言って、おれたちの元へと駆け寄よった。

「先生！　エンディ様！」

「ウィルマ！　私に防護魔法を頼たのむ」

「はい！」

　ウィルマは詠唱をはじめようとし──そこへ岩石造魔ストーン・ゴーレムの拳が振り下ろされる！




　──ドォン！




「……おぉっ……とぉぉ！」

　おれたちは散開してその拳から逃のがれた。

「破は壊かい力は恐おそろしいが……動きは遅いな！」

　エンディが駆けながら言うのに、おれは頷うなずく。

「反応に身体がついて来ていないようだ。やはり、身体が硬かたいのだろう」

　柔じゆう軟なん性は基き礎そ的な能力だ。柔やわらかければいいというものでもないが、身体が硬すぎるのはやはり良いことではない。

「……その硬い身体を、どう攻略するかだが」

　距離をとったエンディとウィルマが再度、おれの近くに集まった。エンディが言葉を継つぐ。

「造魔ゴーレムは身体のどこかに『emeth』という言葉が刻まれているはずだ。『ｅ』を削けずればその言葉は『死』の意味になり、造魔ゴーレムは活動を……」

　おれはエンディの方を振り返った。

「……いや、普ふ通つうに倒せばよくないか？」

「……え？　だって石だぞ……？」

　──と、そんな相談をしているところへ、岩石造魔ストーン・ゴーレムが突つっ込こんでくる！　おれたちはその場から跳とび退き、その突とつ進しんをかわす！

　着地と共に、おれは相手を見上げた──石の身体を持った巨人。魔法か何かで動いているのだろうが、非生物であるその身体には当然、急所は存在しない。牛頭魔人ミノタウロスや多腕魔神ヘカトンケイルの時のようにはいかないわけだ。

「……ウィルマ、空手に重要なのは単純な腕わん力りよくではなく？」

「スピードとタイミングです！」

　そう、空手はスピードとタイミング──その技のほとんどは「人体の急所を如い何かに突くか」ということに焦しよう点てんが当てられている。つまり、岩石造魔ストーン・ゴーレムのような相手に対し、空手で対たい抗こうするには──




　──ブゥン!!




　続く岩石造魔ストーン・ゴーレムの攻こう撃げき──ここだ！　おれはそれをかわしつつ、相手の足元へと踏ふみ込んで手刀を構え──！

「チェストォーッ！」

　岩石造魔ストーン・ゴーレムの膝ひざ──丸い岩石がその役割を果たしているその部分に、構えた手刀を叩たたき込む！




　──ガツァッ!!




　鈍い音を響かせ、岩石造魔ストーン・ゴーレムの膝石が──砕くだけた！




　自然石割り──鍛きたえた拳で瓦かわらやコンクリート・ブロックなどを割る、空手のデモンストレーション「試ためし割わり」の中でも、もっとも困難なのがこれだ。人工的に形を整えられたコンクリートブロックなどと違ちがい、自然の中で削られ、磨みがかれた石を砕くのは容易な技では至らない。

　かつて、山籠ごもりの修行の末に会得したこの技──石の「目」を見切り、手刀で砕くという奥義。生物的な急所の存在しない、石造りの魔獣モンスターを倒すには──つまり、石を砕けばよい！




　──ドッゴォォン！




　その身体を支える膝を文字通りに割られ──岩石造魔ストーン・ゴーレムは崩くずれ落ちた。

「硬すぎる身体は関節に負担をかけ、怪け我がのもとにもなる……柔軟運動からやり直すんだな」

　岩石造魔ストーン・ゴーレムは動こうともがいているようだったが、片足を失ってまだ立つというのは、それこそ柔軟な体感覚が必要なことだ。こうなっては、もう身動きはとれまい。勝負あり、だ。

「……まったく、貴公のカラテにはもはや呆あきれてしまうな」

　エンディが剣を納め、言った。その隣となりで、ウィルマが目を輝かがやかせている。

「自然石割り……またすごいものを見てしまいました」

　おれは笑い、そして振り返る──広間ホールの隅で、ゲベル少年が棒立ちになっていた。

「なんなんだよ……あんたら一体、なんなんだ。なんだよカラテって」

　困こん惑わく顔で言うゲベルに、おれは自分の拳を見せた。

「修行次第で、きっと君にもできるようになるぞ」

「そ……そんなバカなことが……」

「自分の拳で運命を切り拓ひらく……それが空手の心だ。どうだ？」

「うるせぇ！　なにが運命だ！」

　少年は怒おこったように顔を逸そらし、おれたちの先に立って歩き出した。

　その背中を見送りながら、おれはこの少年の運命を思う。冒ぼう険けん者を罠わなにはめて魔獣に殺させ、その装備を剝はぐという行こう為いに、半なかば住民ぐるみで手を染めるこの島──そこに生まれ、生きるこの少年の境きよう遇ぐう──

「……もっと強い魔獣がここにはいるのか？」

　前を歩く少年に、おれは声をかけた。

「……おいらだって、この中をすべて知ってるわけじゃない」

　少年はこの城の中をある程度探たん索さくし、強力な魔獣の出る場所を把は握あくしているということだった。

「大たい抵ていのやつはあの多腕魔神ヘカトンケイルの前で死ぬか、逃げ帰かえる。そこを切り抜けたやつもいるけど、よくてもこの辺までだ。死んでるのを見つけたら、持ち物を剝いで持って帰る」

「……なぜそのようなことを」

「生きるために決まってんだろ」

　振り向いて言ったゲベル少年の目──おれはそれに、少なからずショックを受けていた。この少年は、人を死に追い込みその死を穢けがすということをなんとも思っていないのだろうか？　まだ年とし端はもいかないこのような少年を、そうまでさせてしまうこの島の境遇──それは確かに、ある種の呪のろいなのかもしれない。

「……そこの先」

　不意にゲベル少年が立ち止まった。ぶっきらぼうに指差す先は細い通路。

「……ふむ？」

　エンディがその通路に近づき、覗のぞき込もうとする──

「……ちょっと待て！」

　ゲベル少年は強い口調でエンディを制止した。

「ゲベルさん？　どうされました？」

　ウィルマの問いかけにも無言で、ゲベル少年は進み出て反対側の壁かべに近づく。そして両手でそこを探り──




　──カチッ




　なにかの作動音がした。




　──ゴッ!!




　瞬しゆん間かん、細い通路の左右から噴ふき出す炎ほのお!!

「あぶなっ……!?」

　通路の近くにいたエンディが慌あわてて身を引いた。

「……そのまま通路の中に行ったら、この罠が作動して丸まる焦こげになる。先にこのスイッチで作動させとけば大だい丈じよう夫ぶだ」

　少年が壁側から戻もどってきて言い、先に立って通路の中に踏み込む。罠は作動しない。

「……なぜ教えてくれたんだ？　お前は私たちを殺そうとしていたのでは……」

　エンディの問いに、ゲベル少年は振ふり返りもせず答える。

「……これ、勝負なんだろ？　あんたのその、カラテとかいうやつが魔獣に勝てるかどうかっていう」

「ゲベルさん……！」

　声をあげるウィルマを見、ゲベルが一いつ瞬しゆん顔を赤らめる。

　おれは自分の口がほころぶのがわかった。

「……そうだ。おれと君との、勝負だ」

　この少年は、おれの勝負を受けてくれたのだ──と、ゲベル少年は眉み間けんに皺しわを寄せ、おれを睨にらんだ。

「……別に正々堂々とかじゃねぇ！　どうせならお前が魔獣に喰くわれるのを見たいだけだ」

　そう言って少年はまた口をつぐみ、速足で通路の先を歩いていく。おれたちはその後に続いた。

　やがて通路を抜ぬけたその先で、少年が立ち止まる。

「……ここの扉とびらの先だ」

　少年の前には、大きな鉄の扉。

「……この中に、なにがあるんだ？」

「この城の中でおいらが知ってるかぎり、一番厄やつ介かいなやつがいる」

　そう言ってゲベル少年は、鉄の扉に手をかけ、開いた──

　そこは、ちょっとした道場くらいはあろうかという大きな部屋。壁や床ゆかのところどころが崩れかけているその部屋の真ん中──そこに、それがいた。

「拳こぶしで運命を切り拓くのがカラテだって言うんなら……見せてくれよ、素手でこいつに勝てるかどうか……ッ！」

　それは、緑色の大きな──ぶよぶよとした粘ねん液えきの塊かたまり。小型のトラックほどもあろうかという大きさの、地上を歩くクラゲとでもいうべきか。それが、その身体を震ふるわせながら、こちらに対して反応を見せた。

「緑色粘液魔獣グリーン・ウーズか……ッ!?」

　エンディが剣けんを抜きながら言った。

「これはまた……さっきとは打って変わって、身体の柔やわらかいやつが来たな」

　意思を持った粘液状の生物、俗ぞくにいう「スライム」──その一種、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズ。

　柔らかい身体であるほど、打だ撃げきは通りにくく、また組み技でもその身体を捕つかまえにくい。だから武術では柔じゆう軟なん性が大事なのだが──その究極とでもいうべき姿が、そこにあった。




　　　　＊　＊　＊




　緑色粘液魔獣グリーン・ウーズ──見た目には、べとべととした粘液の巨きよ大だいな塊としか見えないそれはしかし、確かな意思を持ち、こちらを見ていた。




　──ズズズ……




　不定形な身体を循じゆん環かんさせるようにして動かし、床を這はう。まるで獣けものが距きよ離りを取りつつ、獲え物ものの様子を窺うかがうかのような仕草。

「この手の魔獣は、ほとんど本能だけで動いている……そして、身体の中に獲物を取り込み、消化するんだ」

　エンディが剣を構えながら言う。

「炎が有効らしい。ちなみに私は炎系魔ま法ほうは使えないが、ウィルマは？」

「わたくしは聖光魔法しか……」

「……そうか」

　エンディは剣を構えて回り込むように動いた。ウィルマは魔杖スタツフを握にぎりしめ、魔獣を睨む。

　おれは緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの前に立ち──そして構えをとりあぐねていた。どのような攻こう撃げきが来るのか、そしてどのような攻撃が有効なのか──まるで想像がつかなかったのだ。まずは身体を自然体にし、どのような動きにも対処ができるようにしようとする──




　──ヴァゥッ！




　──と、そのとき魔獣が動いた──！

　それはまるで、身を縮めて力を溜ためた猛もう獣じゆうが一気に跳とびかかるかのような動き！　緑色粘液魔獣グリーン・ウーズはその身体を、循環させるように転がしながら──その勢いのままに大きく飛び散らせ、襲おそいかかる！　それは想像以上のスピードと、そして攻こう撃げき範はん囲い──！

「くっ……！」

　おれは咄とつ嗟さに、身体を地面に転がす！　膝ひざ抜ぬき──膝ひざの力を抜いて身体を重力に任せ、「溜め」を作らず瞬間的な動き出しを可能にする日本武道の動き──意外な動きに対しては、こうした技術の蓄ちく積せきが役に立つ。床を転がり、攻撃を避さけて起き上がると、エンディもまた逆方向に避けているのが見えた。

「大丈夫か、エンディさん！」

「……すまん、剣を……！」

　その言葉に緑色粘液魔獣グリーン・ウーズを見れば、エンディの長剣ロングソードが半はん透とう明めいの身体の中に取り込まれている──剣の周囲には、泡あわが発生しているのが見えた。強酸性のその身体──金属を腐ふ食しよくさせるほどか！

「先生！」

　ウィルマの声に、おれは顔を上げる。と、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズが、こちらに向かいその口を開けていた。




　──ジュバッッ！




　粘液状のその身体がひしゃげたように凹へこみ──その様子があたかも、口を開けたかのように見え──一瞬後、それが元に戻るかと見えながら、緑色の粘液を飛ばす！　ぶちまけられた強酸の液体が、眼前に迫せまる──！

「……むぅん！」

　おれは上体を捌さばき、間かん一いつ髪ぱつそれをかわす！　そして体勢を整え──

「……まずはやってみるか！」

　間合いを外さずに攻撃を避け切ると、相手は目の前──おれは覚かく悟ごを決め、拳を腰こしだめにして踏ふみ込む──！

「……ちぇえェェッ!!」

　繰くり出だした正拳突きが、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの表面を叩たたく！　その衝しよう撃げきは粘液状の身体に伝でん播ぱし、叩いた箇か所しよが弾はじけるように飛び散った！　続けて、おれは──




「うおおおっ！」

　──バジュァッ！




　衝撃によって凹み、薄うすくなった緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの身体、その部分を手刀で薙なぎ払はらう！　おれの手刀は粘液を裂さき、その衝撃が粘液を散らし──ついにその身体は、二つに裂けた──！




　──ヴォンッ！




　しかし次の瞬間、二つに分かれた緑色粘液魔獣グリーン・ウーズが別々の方向へと跳んだ──！　片方はその身体を広げながらおれに襲いかかり、そしてもう片方は別の方向へ──！

「……くそ……ッ!?」

　間一髪、おれは身をかがめてそれを避け、跳び退すさった。身体を弾はじこうが裂こうが、やはりまったくダメージを与あたえていない。むしろ、叩いた拳の方が酸で表面を焼かれている始末だ──！

「……ぅあっ……!?　離はなれろ……ッ」

　悲鳴におれは振り向く。見れば、そこには緑色粘液魔獣グリーン・ウーズに捕とらわれたエンディの姿──！

　エンディは身体の半身をほとんど緑色粘液魔獣グリーン・ウーズに覆おおわれ、もがきつつも離れることができずにいた。緑色粘液魔獣グリーン・ウーズは流れ込むように、その浸しん食しよく範はん囲いを徐じよ々じよに広げていく。胴鎧キユイラスの首元に粘液スライムの一いつ端たんが到とう達たつし──エンディのうなじに粘液の触しよく手しゆが触ふれると、その白い肌はだが酸で焼かれ──

「エンディ様……！」

　ウィルマが魔杖スタツフをかざし、素早く魔法を唱える──！

「光撃ザツプ！」




　──ビッ！




　魔杖スタツフから放たれた細い光線が、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの表面を焼く──焼かれた部分は崩くずれ落ちるが、点で攻撃できる範はん囲いはわずかだ。

　ウィルマは何度か、魔法を放つものの──これでは埒らちがあかない。緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの半透明の身体の向こうで、エンディの身につけた鎧よろいと衣服が溶とかされ、その肌が露あらわになっていく──まずい、あのままでは──！

「……ぐっ……!?」

　──突とつ如じよ、おれは背中に別の衝撃を感じた。何もないはずの角度から、不意に襲ったその衝撃──道着の背中に、粘液が跳びかかって来たのだ。

「まさか……さっきの……!?」

　それは先ほど、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズが吐はき出した酸の弾だん丸がん──あれも身体の一部だったのだ──！　分かれても分かれても、そのすべてが生き続け、本能のままに獲物を襲い続ける!!

「くそっ……！」

　おれは道着を脱ぬぎ捨すて、距離をとった。動き自体は対処できないほどではないが、あまりにも常識を超こえたその生態。一体、どう闘たたかえばいいのか──！

「……あぁあ……ッ！」

　エンディはその全身を粘液に侵おかされ、身をよじらせていた。あれでは魔法も使えない。

「……さぁどうする？　逃にげるのかい？」

　扉の方に下がっていたゲベル少年が、おれの方に向かい声を張り上げた。

「手を貸してやってもいいぜ？　焼炎爆弾フアイヤ・ボムがここにあるんだ」

　少年は腰の袋ふくろから、ソフトボールくらいの丸い球を取り出して見せた。ペルムが使った道具のようなものだろう。

「その代わり、勝負はおいらの勝ちだぜ。なにがカラテだ、運命を切り拓ひらくだ……どうしようもないじゃねぇか！」
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　少年はほとんど激げき昂こうして言った。それは、あまりにも哀かなしい、やり場のない怒いかり──本人でさえ、何に対して怒りを感じているかわからないのだろう。

　おれはゲベル少年を──昏くらい光を湛たたえたその目を見た。

　この少年の、この卑ひ屈くつさ、この怒り──それはこの島の、ここに住む人々の暮らしとその思いそのものなのかもしれない。余所者のおれがそれをどうこうしようなどというのはおこがましいのだろうか。しかし──おれはどうしても、このゲベル少年のことが放っておけなくなっていた。

「……そこで見ていろ、少年」

　おれは再び緑色粘液魔獣グリーン・ウーズへと向き直り──足を広げ、構えた。

　肩かた幅はばに軽く広げた足、掌てのひらを開き、前へと掲かかげた手。そして、脱だつ力りよく──肩かたの力を抜ぬき、息吹を整えて全身に気を巡めぐらせる。

「……まだやるのかよ！　いい加減に……」

「大だい丈じよう夫ぶだ……お前に空手を、見せてやる」

「……!?」

　おれは目の前の敵を見み据すえた。

　粘ねん液えきの魔獣、いわゆるスライム──その正体とは一体なんだろうか。２つに裂かれようが、細かく飛び散ろうが、それぞれが生き続けるというその性質。一体、彼らの命とはどこにあるのか。




　──おれはこの時、ひとつの仮説を立てていた。現実の世界にも、似たような生物がいる。ひとつの大きな個体のように見えるが、その実は微び細さいな個体が無数に集まってその形を成している姿の生物──すなわち「群体」。

　細さい胞ぼうレベルの小さな生物が一定数集まり、ひとつの生物のように行動しているのだとすれば──緑色粘液魔獣グリーン・ウーズを倒たおすにはつまり、細胞レベルの打撃が必要ということ!!

　おれは踏み込こみ──その手を掌打として、放つ──

「フュッ……！」




　──スパァン！




　おれの掌打が緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの表面を捉とらえた──




　──ボゴッ!!




　と、掌打で打った箇所が急激に膨ふくれ上あがる！　それはまるで、熱を加えた液体が沸ふつ騰とうするかのように──

「……シャ……ッ！」

　おれはさらに掌打を放つ！　それに打たれた緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの身体はまた、膨ぼう張ちようし、弾けた！




「人体は水の入った革かわ袋ぶくろである」──中国拳けん法ぽうの一派では、そのような考えの下もとに技術体系が構築されているのだという。その技は、相手の身体を砕くだくのではなく、その「水」に波を起こし、振しん動どう波を体内に伝えてその衝撃で相手を倒すもの、すなわち「浸しん透とう勁けい」！

　近代の格かく闘とう技ぎでは、グローブをはめて脳を揺ゆらすボクシングのパンチがそれに近いとも言われるが──究めたものが打ち込む強力な「浸透勁」の威い力りよくはその比ではない。打った部位に関わらず、身体の内部に爆ばく発はつ的な衝撃をもたらす！




「……フン！」




　──ボゴッ！




　３発目の掌打──この技で打った箇所は崩れ、ただ粘液を垂れ流している。内部に伝わった振動波が、細胞レベルで蠢うごめく緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの個体を殺したのだ。

　人間がこの技で打たれると、打たれた箇所の内部が沸騰したように熱くなる。炎ほのおに弱い相手であれば──それは同等かそれ以上の効果を発揮する！

　数発の掌打で、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズは動かぬただの粘液と化した。続いて──

「……ヒュッ！」

　おれは踏み込み、エンディに纏まとわりついた粘液を打った。




　──バン！




　音を立てて粘液が弾け、エンディが解放される。崩れ落ちるエンディを、ウィルマが抱だきとめてその場を離れる。おれは、残った緑色粘液魔獣グリーン・ウーズのかけらに向かい、また掌打を繰くり出だす。

　繰り返し放った何度目かの打撃の末に、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの身体は半分ほどになっていた。




　──ズズズズッ！




　そして緑色粘液魔獣グリーン・ウーズは、その身体を激しく震ふるわせ──その体色が赤く変化する。それはまるで、怒りをたぎらせているかのよう──そして緑色粘液魔獣グリーン・ウーズはその身体を丸め、跳はねた──！




　──バゥン！




　先ほどまでの動きとはまったく違ちがう、まるでボールが跳ね回るかのような動き！　危機に瀕ひんして、その体質を変えたということか──見かけによらず器用な魔獣だ。床ゆかに、壁かべに、天てん井じように、球状の魔獣は跳ね回り──




　──ドゥン!!




　壁に跳ね返った緑色粘液魔獣グリーン・ウーズが目前に迫せまる！

「……はぁぁっ！」




　──スパァン！




　おれはその軌き道どうを見切り、両の掌で挟はさみ込むようにして緑色粘液魔獣グリーン・ウーズを打撃する！

　左右から打ち込まれた振動波が、緑色粘液魔獣グリーン・ウーズの中でぶつかり合い、その細胞をかき乱し──おれの掌の間で、激しくその身体が震える！




　──バァン！




　そしてついに──緑色粘液魔獣グリーン・ウーズは、破は裂れつするようにしてその身体を散らした。

「……ふぅ」

　おれは息をついた。

　あとに残っているのは床に広がる粘液の染みと、隅すみの方でわずかに蠢くかけらのみ。

　振ふり向むくと、ウィルマがエンディを回復魔ま法ほうで治ち療りようしていた。鎧よろいはほとんど腐ふ食しよくして脱げ落ちており、ウィルマが自らの短外套ケープをエンディにかけていた。

「……す、スライムまで……素手で……？」

　ゲベル少年がおののく声が聞こえ、おれは振り返る。

「なんでだよ……？　なんでそんなに戦えるんだよ……逃げればいいじゃないか。おいらの助けを借りたっていいじゃないか！　なんでなんだよ……」

「……言っただろ？　勝負だって」

「だって！　あんたにはなんのメリットも……」

　おれは少年の元へ歩き寄り──彼の目の高さに、しゃがんだ。

「どんなに絶望的な状じよう況きよう下でも、必ずそれを切きり抜ける選せん択たく肢しがある……それが空手であり、武術の技」

「ブジュツ……？」

「相手から目を逸そらしては、それに気づけない。構えをとり、闘うべき相手に目を向けることからすべては始まるんだ。別に逃にげたって、ズルをしたって構わない。しかし、相手から目を逸らしてはいかん」

「……」

　少年は目を伏ふせていた。おれは少し説教臭くさくなった自分を反省しながら、立ち上がった。

　──と、その時。




　──メキッ──




　嫌いやな音が、部屋の中に鳴った。

「なんだ……？」

　音と共に感じたのは、床が沈しずむように動いたこと──




　──ガゴゴゴゴ！




　次の瞬しゆん間かん、派手な音と共に、床が──崩ほう壊かいした。

「どわああぁぁぁ!?」

　そしておれたちは──崩くずれた床の下に空いた空間へと、落下した。

















６．空手vs古代ドラゴン






「い、っつ……」

　緑色粘液魔獣グリーン・ウーズのいた部屋から崩れた床を、おれたちは下階へと滑すべり落おちた。幸いにも落差はそれほどではなく、４人とも大きな怪け我がなく着地することができたようだ。

「……今日はよく落ちる日だな」

　エンディがボヤき、身体の埃ほこりを払はらう。ゲベル少年は着地の際にどこか打ったらしく、瓦が礫れきの上で悶もだえていた。

　おれは立ち上がり、あたりを見回した──と、そこで違い和わ感かんに気が付く。

　そこは広い空間だった。天井も高い──高すぎるのだ。落下した高さに比べ、明らかに広すぎる空間──まるでドーム球場のような広さと高さ。先ほどまで探たん索さくしていた城の内部だとすれば明らかにおかしいサイズ。

「ここは、一体……？」

　エンディがおれと同様に周囲を見み渡わたし、呟つぶやく。到とう底てい、あの城の中に収まっていたとは思えないこの空間──しかし、おれはこの空間に見覚えがあった。そう、この光景は──

「次元の狭間はざまだ……」

　おれが呟いた言葉に、周囲の皆みなが怪け訝げんな顔を向ける。

　そう、ここはこの世界に来る前──銀ぎん髪ぱつの女神、東とう宮ぐうのグレンと会ったあの異空間に似ていた。その壁はオーロラのような不定形に輝かがやき、その天井は水面の如ごとく揺らめく。次元の歪ゆがんだ、その狭間。

「……おい少年。ここはなんだ？」

「……おいらもわかんねぇよ、こんなの。ただ……」

　ゲベル少年がエンディの問いかけに答えて言う。

「島の人間も、城の中ちゆう枢すうまで行ったことある奴やつはいねぇけど、言い伝えはあるんだ。ここが、『聖域』……」

「ミーヴィ様に教わりました。神器アーテイフアクトはそもそも、その存在が複数の次元ブレーンに跨またがっている品なのだと」

　ウィルマが横から言った。

「先生が言うように、ここが次元の狭間なのだとすれば……つまり、ここが……」

　──ウィルマがそこまで口にした、そのときだった。

「……!?」

　おれは──いや、おれたちはその巨きよ大だいな気配に気がついた。

　なにかとてつもなく大きな「存在」がそこにいて、身じろぎする──その気配が空気を介かいして否応なく、おれたちに伝わってきたのだ。

「……これ……は……ッ」

　鎧を失い、剝むき出しになったエンディの素す肌はだが粟あわ立だっていた。彼女ほどの手練なら当然だろう。気を抜ぬけば押しつぶされそうなほどの、巨大なプレッシャー──おれは振り返り、その主を見た。

「……そんな……まさか、本当に……！」

　おれたちから見て横の方にそびえる、台地のような小さな丘おか──あたかもそれを台座の如く足元に敷しいて、それはそこに存在していた。

　赤銅色の皮と鱗うろこに覆おおわれた巨きよ体たい。長い首に、大きく鋭するどい角。強きよう靭じんな後うしろ脚あしで台座を踏ふみしめ、前まえ脚あしの鋭い爪つめをその縁ふちにかける。背中から大きな皮の翼つばさを、天を衝つくかのように広げ──




　──グオオォォォ！！！




　竜ドラゴンが、吼ほえた。

「あ……あ……」

　──まさに、こういう状態を「畏い怖ふする」と呼ぶのだろう。エンディとウィルマ、そしてゲベル少年は言葉を失い、竜ドラゴンをただ見上げる。とはいえ、それはおれも似たようなものだったかもしれない。その時のおれは、初めて目まの当たりにした竜ドラゴンの姿から、目を離すことができなかった──その力強さ、そのしなやかさ、円熟した達人のように完成された、その身に纏まとう雰ふん囲い気き。それは神々しいまでに恐おそろしく、そしてあまりにも美しかったのだ。

　そして、棒立ちになるおれたちを──竜ドラゴンが首をまわし、見た。

「……？」

　彼と目が合った瞬間、おれの頭の中にそれが訪れた。彼の目から、おれの目へ、送り込まれるこれは、言葉──？

　おれは息を吞のんだ。ゆっくりと呼吸をする。そして足を確かめ、まっすぐ彼に向かう。

「……寝ねているところを邪じや魔ましてすまなかった。おれたちにとっても、突とつ然ぜんのことだったんだ」

　竜ドラゴンは少し首を振る。おれは再び、脳裏に流れて来た彼の言葉に、答える。

「あいにくだが……出て行くことはできない。この場所に用がある」

　竜ドラゴンがその眼をわずかに細くする。その眼を見返して、おれは言う。

「そうだ……神器アーテイフアクトが目的だ、が……」

　膝ひざが震ふるえた。目の前にいるのは紛まぎれもなく──現実の世界でも数々の伝承にその姿を現し、ある時は神として、またある時は悪あく魔まの化身として、大いなる自然の力の象しよう徴ちようとして──人じん智ちを超ちよう越えつした力を振るう存在。

　高い知能を持ち、言語と歴史とを有し、太古の昔から存在し続ける──その存在、それこそが──すなわち、「古代竜エルダー・ドラゴン」!!

　おれの身体はこの時、その意味を理解していた。目の前に立ちはだかる存在の美しさ、そして神々しさ。それは──この姿はつまり、生物としての究極の姿なのだ、と。

　そう、だからこそ──

　おれはカラカラに乾かわいた口の中を、舌で湿しめらせた。

　だからこそ、退くわけにはいかない──！

「……その前に、あなたに立ち合いを申し込む」

「……!?」

　ウィルマが、エンディが、おれに目を向けた。本気か、というのだろう。

　竜ドラゴンが訝いぶかしむように、その動きを一いつ瞬しゆん止める。おれは言葉を継つぎ、語りかける。

「どうせあなたを倒たおさねば、神器アーテイフアクトは手に入らないのだろう？　ここへ来てただで帰れるとも思ってはいない」

　おれの顔を、竜ドラゴンはその玉ぎよくのような眼でまじまじと見つめた──そして、その口元を歪ませた。

「……笑った？」

　ウィルマが呟いた──しかしそれは次の瞬間、響ひびき渡わたった猛もう烈れつな咆ほう哮こう、そして押し寄せた強きよう烈れつな波動によってかき消される──！




　──ウオオオォォォオッ！！！




　その衝しよう撃げき波はだけで、生半可な魔獣であれば消し飛ぶのではないか──そう思わせるほどの圧力！　そして後ろ脚で立ち上がり、竜ドラゴンは翼を広げた。竜たつ巻まきの中にいるかの如き風圧と共に舞まい上がり、そして地を割るかの如き響きと共に、おれの目の前へと──




　──ズズゥン




　古代竜エルダー・ドラゴン、降臨──！




　───グォォォォォッ!!




　再び、咆哮。

　二本の足で大地を踏みしめ、押し寄せるその圧力に向かい、おれは立つ。

「……エンディさん、少年を頼たのむ」

「わかった。貴公の戦い、共に見届けよう」

「感謝する」

「本当に……本気でやるんだな。あんなのと……」

　その傍かたわらで、ゲベル少年が言った。意外なことに、少年は落ち着いていた。

「そうだ。お前との勝負もまだ終わってないからな」

「……そんなの、どうでもいいよもう」

　ゲベルがおれを見る目が、どこか先ほどまでとは違ちがっているように思えた。

　おれはウィルマに向かい、声をかける

「ウィルマ……これよりおれは貴女あなたの師ではない。一いつ介かいの空手家だ」

「先生……！」

　ウィルマは一瞬、目を泳がせたが、すぐにその顔を上げ、力強く言う。

「ご無事で、とは申しません。ご武運を、ともわたくしには申せません。どうか全力を……そして全ぜん霊れいを」

　おれは頷うなずいた。

「……死ぬなよ、『神の手デイバイン・ハンド』」

　エンディが言った。おれは振ふり向むき笑う。

「空手を……信じていてくれ」

　３人はおれたちから離はなれ、台座のようになった丘の陰かげへと避難した。

　おれは竜ドラゴンに向き直る。

「すまない、待たせたな」

　──と、脳の中にまた、彼の言葉が響いた。




「クァルーズィオ」──




　それが彼の名乗り。

「……承った。ではクァルーズィオさん……いざ、尋じん常じように……！」

　おれは足を開いて立った。両の腕うでを頭上に伸のばし──ゆっくりと目の前に掲かかげ、体重を落として「猫ねこ足あし立ち」に構える。

　古代竜エルダー・ドラゴン・クァルーズィオが、吼えた──




　　　　＊　＊　＊




　古代竜エルダー・ドラゴン──その鱗は生半可な鎧よろいよりも硬かたく、その牙きば、その爪は鋼鉄をも引ひき裂さく。その羽ばたきは嵐あらしを起こし、その息吹ブレスはすべてを焼き尽つくすという。

　おれがこの世界で戦った相手で最も大きかったのは、最初に戦った牛頭魔人ミノタウロスだっただろうか。実体のない相手なら魔精霊スペクターの方が大きかったかもしれない。しかし、この竜ドラゴンはそれ以上──後ろ脚で立ち上がれば牛頭魔人ミノタウロスよりも確実にデカいだろう。

　──空手でどうにかなる相手なのだろうか──

　おれは頭を振り、その考えを振り払はらおうとした。相手に吞まれては、戦う前から負けたも同然──組手に集中しろ！

　目の前の竜ドラゴン──クァルーズィオがその頭をもたげる。耳まで裂けたその口が、大きく開き──




　──コォォォッ！！！




　その口から放たれる息吹ブレス──！

「……白い……ッ!?」

　意外、それは炎ほのおではなく──横に跳とんでそれをかわした後の地面をその白い息吹ブレスが嘗なめるや、そこは氷柱で覆われる！　つまりそれは、氷の息吹フロストブレス──！

「……しま……ッ!?」

　地を転がったおれは、その違い和わ感かんに気が付いた。足の感覚が奪うばわれている──おれの左足の先は霜しもで覆われていた。かわしきれなかったのだ──！

　と、迫せまる影かげにおれは気がついた。敵が大地を蹴けり、躍おどりかかって来るのが、見えた。

　眼前へと迫る前脚の鋭い爪──１本ずつが小剣シヨート・ソードほどの大きさもあろうというそれを、一体どう受ければ──？

　一瞬の迷い、そして身体を反らす──！




　──ザグァッッ!!




　爪がおれの肩かた口ぐちを切り裂き、鮮せん血けつが散る！

　痛み、というよりも焼かれたような熱さ、それは傷の熱さか血の熱か。衝しよう撃げきに踏鞴たたらを踏ふみ、おれは後ろに退がる。しかし、竜ドラゴンの巨きよ体たいからそうそう、逃にげられるはずもない──！




　──グアァァッ!!




　距きよ離りを取ろうと下がったおれに半歩で追いつく竜ドラゴン！　そしてその長い首を巡めぐらせ、大きく開いた口に並ぶ鋭するどい牙が、おれに迫る──

　おれの脳裏に、イメージがよぎった。

　牙で身体を貫つらぬかれ、嚙かみ砕くだかれた身体をさらに息吹ブレスで粉々にされ──




　──死。




　目前に迫る牙。大きく口を開いた竜ドラゴンの、頭。破は壊かいの化身のごときそれが、向かうのは、おれの、身体──




「なにやってんだ！　よく見ろ！」




　──その時、脳裏に飛び込んできた少年の声！　その声が、おれの脳内のイメージを弾はじき飛ばした！

「……うおおおおおお！！！」

　瞬しゆん間かん、おれは身体を捻ひねる──90度に曲げた肘ひじが、回転する体軸じくの運動を威い力りよくへと変え、竜ドラゴンの鼻先へと、拳こぶしが横から突つき刺ささる!!




　──バゴォォッ！




　迫る竜ドラゴンの鼻先へ、叩たたきつける強烈な一いち撃げき！

「鉤かぎ突き」──それは空手の技の中で最も近く、最も重い一撃！　ボクシングのフックに似た動きだが、技の性質は少々異なる。踏み込こみによって拳に体重を乗せるのではなく、身体を回転させることで、至近距離の相手に対して横から全威力を叩きつける！

　頭だけでも巨きよ大だいな竜ドラゴンだが──全体重が乗った鉤突つきの威力は、同等の重さの鎖鉄球モーニングスターを叩きつけるのに等しい。重さ80㎏の鎖鉄球モーニングスターなど、この世に存在しようか──否！




　──グォォォッ!!




　頭を弾かれた竜ドラゴンが、その身体を起こし怒いかりの唸うなりを上げる。その頭の下から、繰くり出だされる前脚あしの鋭い爪つめ──！




　──よく見ろ！




　その時おれはなぜか、空手を始めたばかりのころのことを思い出していた。




　　　　＊　＊　＊




「……怖こわいのは仕方ない。だからこそ、よく見るんだ」

　目の前に立った男──大きな身体に空手着を纏まとった男が柔にゆう和わな表情で言いながら構えを取る。

「空手は『選せん択たく肢し』だ。怖がっていたら、逃げることしかできない。相手がどんなに強くても、怖くても、よく見れば必ず活路がある。それを探すんだ」

　おれは頷き、その男に向かって構えた。黒帯を締しめた大きな身体──しなやかで頑がん丈じような筋肉、岩のように大きな拳。どう考えても勝ち目のない相手。向き合うだけでその雰ふん囲い気きに吞のまれ、腰こしが引けてしまう──恐きよう怖ふに支配されそうになる心を、なんとか落ち着けようとする。

　空手着の男は間合いを詰つめながら言った。

「恐怖を否定するな。恐怖はお前の味方だ。恐怖があればこそ……！」

　そう言って男はその拳を繰り出す。

「恐怖があればこそ、強くなれる。空手とは……」

　その大きな拳が、おれに迫った──




　　　　＊　＊　＊




　迫る竜ドラゴンの前まえ脚あし──その先せん端たんに並ぶ５本の鋭い爪！　その指の１本ずつが、おれの腕と同等の太さ──！

「……ちぇりゃぁぁっ！！！」

　おれは正拳突きを繰り出し──その指の内の１本に、拳を叩きつけた!!

　その巨大な前脚を受ける術はなくとも──その指ならば、空手で砕くことができる!!

　竜ドラゴンは短く唸るような声をあげ、前脚を引く。おれは足を踏み直し、その場に不動立ちで立った。氷の息吹フロストブレスにやられた足の感覚を確かめる──よし、いける！

「……少年！　よくぞ言った！」

　背後の岩いわ陰かげで、ゲベル少年が反応するのがわかった。おれは竜ドラゴンから眼を離さず、声を張り上げる。

「恐怖から眼を逸らさず、相手をよく見て活路を探す。それが空手、それが武道だ！　どんな状じよう況きようでも、あきらめずに選択肢を見つけること！　そうだ……！」

　竜ドラゴンが大きく息を吸うのがわかった。その眼が紅く光り、その鬣たてがみが紅いエネルギーを散らす──！

　おれは両の掌てのひらを身体の前に構えた──！

「空手とは……『勇気』だッ！！！」




　──ゴォッ!!




　竜ドラゴンが口を開き、吐はき出される息吹ブレス──それは先ほどのような氷の息吹ではなく、業火の奔ほん流りゆう!!

　迫る紅の炎に、おれは両の掌を大きく回転させる！　廻まわし受け──二つの掌が作り出す無限の軌き道どうに、炎は渦うずを巻いて虚こ空くうに散る!!

　おれと竜ドラゴンの間を隔へだてるように、舞まう炎の渦流──それを隠かくれ蓑みのにし、おれは跳んだ──！

「……ちぇすとぉぉぉーッ！！！」

　竜ドラゴンから見て直角方向へのジャンプ──その先には、この竜ドラゴンが鎮ちん座ざしていた岩の台座！　その断だん崖がいを蹴り、おれは空中で方向を変え──同時に身体を水平に捻る！

「蜥蜴鬼人リザードマン式・柱砕き三角とび蹴り!!!!」

　空手の秘技・三角とび蹴りによる死角からの急きゆう襲しゆう、それに加えて蜥蜴鬼人リザードマン・蹴脚術サバツトの蹴りの威力──！　竜ドラゴンの耳の下へ、その衝撃が突き刺さる！！！




　──ズズウゥゥン！




　頭を大きく弾かれた竜ドラゴンが、ついにその身体を大地に倒たおした──当たり前だ、いくら究極の魔獣モンスターだろうと──これを喰らってダメージを受けないわけがない！

　着地したおれはすかさず、竜ドラゴンの元へ走り──その身体の上に登る！




　──ガァァァッ!!




　竜ドラゴンが叫さけび、その翼つばさを広げた。身体を起こしつつ、その翼で羽ばたき身体を空中へと浮うかせる。振ふり落とそうというのだろうが──そうはいかない！　おれは翼の肩口へと組み付いた。

「腕うでひしぎ……翼竜ワイバーン落としッ！」

　──かつて闘たたかったあの翼竜ワイバーンよりもはるかに大きく、頑丈な翼。完全にその動きを封ふうじることはできないが──その動きを制限すれば、それで充じゆう分ぶん！

　おれの関節技サブミツシヨンにより、竜ドラゴンは空中でそのバランスを崩くずした。その飛行軌道はふらりと逸れ──そして断崖へと、その身体を激げき突とつさせる！




　──ズズゥゥン……！




　地じ響ひびきと共に、竜ドラゴンがその身体を断崖の下に横たえる。おれはその瞬間、竜ドラゴンの背を蹴けり──そして断崖の上へと飛び移った。

　咆ほう哮こうの波動、闘たたかいの衝しよう撃げき、そして今の激突──度重なる衝撃によって、台座状になったその小高い断崖はもはや、崩れる寸前。その縁へりに立ち、おれは眼下に竜ドラゴンを見下ろす──そして腰だめに構えた拳を、下へと向け──

「セィヤァァッ！」

　縁へと叩き込んだ下段突きの衝撃──それが断崖を砕き、崩ほう落らくさせる！

「下段燭しよく台だい圧殺撃」──燭台ではなく崩れた岩の塊かたまりと共におれは落下、敵の頭上へとそれを──




　──ガゴォォン！！！




　叩きつけられた断崖の崩落、おれはガラガラと崩れ落ちるそこから逃のがれ、地に跳とんで降りた。振り返り、残心──竜ドラゴンは岩と共に、その身体を地に横たえていた。

「す、すげぇ……！」

　ゲベル少年が感かん嘆たんする声が聞こえた。

「……空手とは選択肢。空手とは限界に挑いどむ勇気。たとえ圧あつ倒とう的に不利でも、相手がどんなに強大でも、その二本の足で大地に立ち、活路を見出す知ち恵え」

　ウィルマが少年に向かい、言う。

「たとえなにがあろうとも、運命に流されるのでなく、ただ無む為いに抗あらがうのでもない。ゲベルさん、先生の闘いを……カラテを、しっかり見ていてください」

「……そうだ、そして……闘いはまだこれからだ！」

　エンディが叫ぶ声が聞こえる。そうだ、これはまだ前ぜん哨しよう戦せん──竜ドラゴンは岩の下から、その眼を光らせ──




　──グォォォォォッ！！！




　再び、咆哮。

　そして岩を払はらいのけるように、竜ドラゴンが立ち上がる。

　そう、決定的な打だ撃げきは与あたえていない──身体が大きければ、その体力もまた甚じん大だい。急所を突つかない限り、生なま半なかな攻こう撃げきでは倒せはすまい。

　竜ドラゴンは上体を起こし、後ろ脚で立ち上がった。おれもまた、構えなおす──




『面白い……』




　その時、おれの脳裏に例の声が響ひびいた。目の前の竜ドラゴン──クァルーズィオが脳内に直接語り掛かける言葉。

　クァルーズィオはその眼を光らせ、笑った。そして──




　──ズゥン！




　後ろ脚を一歩、前に踏ふみ出す。先ほどよりも少し広い足幅スタンス──そして腰を落とすようにして、前ぜん傾けい気味の姿勢になり、前脚を──いや、その腕を目の前に掲かかげる。

「そんな……まさか……！」

　古代竜エルダー・ドラゴン・クァルーズィオがとったその「構え」──それが意味するのは、つまり──




　──ヴオォッ！




　クァルーズィオが足を一歩踏み込む！　そして、構えた腕をまっすぐに突き出す──！

　今までのような、力任せに前脚を振り回す攻撃ではない。最短距きよ離りを奔る「技」──おれは横に跳び、それをかわす──と、次の瞬しゆん間かん、クァルーズィオの身体が反転──！




　──ブゥォオッッ!!




　脚あしを軸じくにして回転するその巨きよ体たい！　そこから繰くり出されたのは──水平に飛んでくる、丸太のごとき尻尾しつぽの一いち撃げき!!




　──ドゴッ!!




　かわす間もなく、おれはその尻尾をまともに喰らい、吹ふき飛とんだ──！

「……が……ッ……はァ……ッ!!」

　２、３回バウンドするほどの勢いで地面に転がされ、狂くるう平へい衡こう感かん覚かくの中でおれは確信した──これは紛まぎれもなく「武術」──！

　高い知能と悠ゆう久きゆうの歴史を持つ古代竜エルダー・ドラゴン──なんということだ。彼らの生きた歴史の中には──武術が存在したのだ!!




　──ヴォォッ！




　後ろ廻しバツクスピン・尻尾打ちテイルウイツプで一回転したクァルーズィオが再び構えを取りながら、短く繰り出す咆哮──それは獣けものの叫び声ではなく、武術家が丹たん田でんに気を溜ためて放つ「気合」そのものだった。
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　古代竜エルダー・ドラゴン──一説によれば、彼らは神話の時代からこの世界に存在していたのだという。この世界に神々が生き物を産み落とすよりも以前から、この世界に存在するもの──すなわち、この世界のあらゆる生物とその起源をまったく異にするもの。

　以前、エンディが確か、蜥蜴鬼人リザードマンは竜ドラゴンの血を引く種族だというようなことを言っていた。もし、それが真実なのだとすれば──猪鬼同胞団オーク・マフイアの用心棒・ギオの使った蜥蜴鬼人リザードマン・蹴脚術サバツトの源流こそ、この竜ドラゴンの使う技──いわば古竜武術！

「まさかそんなものにまでお目にかかれるとはな…！」

　おれは猫ねこ足あし立ちに構え、クァルーズィオと対たい峙じした。相手の構えは前傾──人間とは体型が違ちがうその姿から、どのような技が飛び出すのか──




　──フシュゥゥ──




　クァルーズィオが息を吐はき、足をわずかに動かして間合いを測る。

　──と、その太い足が動いた──！




　──ズァッ！




　足を踏み下ろすのではない、それは摺すり足あし──重心を変えず、滑すべるようにその巨体が迫せまる！　その動きから繰り出される技は──！




　──グァン!!




　前に構えた腕から、真っ直ぐの掌しよう打だ──否、鋭するどい鉤かぎ爪づめの一撃！

　おれは横に跳んでそれをかわす！　そこへすかさず、逆の腕からまた爪そう撃げき！

　そうだ、その構えからなら、当然そう来るだろう──おれは二撃目をかわした間かん隙げきに、踏み込んで反はん撃げきに移ろうと──

「……な……ッ!?」

　次の瞬間、おれは踏み込こもうとしたその身体を捻ひねる──！




　──ガキャアァッ!!




　そこへ飛んできたのは三撃目──牙きばによる攻撃!!

　その長い首を、両の腕うでと同じ要領で使ってのコンビネーション攻撃──それは、両の爪と牙とによる三連撃ワン・ツー・スリー!!

　そしてかろうじてそれをかわしたおれに、襲おそいかかる猛もう攻こうはそれに終わらない──！




　──ブァアッ！




　三連撃で前に傾かたむいた上体を、クァルーズィオは引き戻もどす──と、同時に翼つばさでの羽ばたき！　巻き起こる疾しつ風ぷうの衝撃──！

「ぐっ……！」

　直接的な打だ撃げき力りよくこそないが、体勢を崩くずしていたおれの動きを止めるのに、それは充じゆう分ぶんな威い力りよく！　そして──




　──カッ！！！




　大きく開いたクァルーズィオの口から、迸ほとばしる炎ほのおの波──！

「……ぬおおおおっ!!」

　かわせない──！

　まともに喰らえば消し炭になってしまうであろう、灼しやく熱ねつの息吹ブレス。おれは咄とつ嗟さに足の力を抜ぬき、地に身体を倒たおし転がる！

　力で動くのではなく、脱だつ力りよくによって瞬しゆん時じに身体を動かす動き──まさに間かん一いつ髪ぱつ、道着を焦こがしながらも、おれは炎を避さける！




　これこそが、古竜武術の連続技コンビネーシヨン──手足による打撃だけではない、翼による羽ばたきや息吹ブレスといった能力を、重心移動と効率的に組み合わせる戦法。

　おれはまさしく戦せん慄りつした。これまでに戦った魔獣モンスターたちは、その体格や特異な能力に優れてはいても、「技」を持ってはいなかった。だからこそ、空手でその隙すきを突くこともできたのだが──力に優れ、人じん智ちを超こえる能力を持ち、さらに技さえも持つ魔獣モンスター、それはまさに究極の敵──!!




　──グオオオッ!!




　クァルーズィオが吼ほえた。威い嚇かくのための咆ほう哮こうではない。それは身体の動きを連動させるための気合──それと共に、再びクァルーズィオがその足を踏み込む！

　大上段から覆おおいかぶさるようにその腕を振ふりかぶり、その爪が弧こを描えがく──低い体勢から繰り出される、爪の斬撃──！




　──その時、おれは違い和わ感かんを感じた。

　低くまっすぐに踏み込んでのスイング・フック。相手の逃にげ道みちを塞ふさぎつつ、上からの攻撃。格かく闘とう技術として正しい動きだが──大きすぎる。

　これほどの技を使う相手──先ほどは最短距離を突いてきたではないか？　しかも、２本の爪だけではなく、牙も、尻尾もあるのだ。離はなれた相手に、わざわざ気合まで入れながら大おお振ぶりで踏み込むような真似をする、その意味とはつまり──

「……騙し技フエイント……ッ!!」

　本命は──下段！！！

　おれは身体を開いて半身になる！

　──瞬間、竜ドラゴンがその翼を羽ばたかせた。その身体が浮うき上がり──首を反らせて背中の方へ、その巨体が一回転!!




　──ズオオォォッッッ!!!!




　半身になったおれの身体の目の前を、跳はね上げられたその太い尻尾が、下から上へとかすめた──!!

　──これはいわば、後方宙返りサマーソルト尻尾打ち・テイル──！

「跳とび技までも遣つかうか、竜ドラゴン！」

　クァルーズィオは翼を使って空中でその体勢を戻し、何事もなかったかのように足から着地、再び構えを取る。

　冗じよう談だんではない──あんなものを喰らったら、全身が砕くだけるだけではすまない。空中に高々と跳ね上げられればそのあとは、為す術もなく息吹ブレスの餌え食じきになるだけだ。

「つくづく、とんでもねぇな……」

　背中を冷たいものが伝うのがわかった。しかし──おれは自分の心がどこか、浮き立っているのがわかった。先ほど受けたダメージもある、連戦で消しよう耗もうしてもいる。しかし──身体の中からなにか、熱いものがこみ上げるのをおれは、抑おさえきれずにいた。

　クァルーズィオとおれの目があった。どうやらこの男も同じらしい。

「わかるぞクァルーズィオさん……あんたのその技、全力を振るう相手が……今までいなかったんだろう？」

　おれは一度構えを解き、その場で軽くジャンプした。

「いいぜ……技の比べ合いといこう！」

　そして俺は、戦せん闘とう態勢をとった。

　右手の拳こぶしを顎あごにつけ、左手は軽く前へ。やや半身になった身体、いつもより狭せまくとった足幅スタンス──そしてその身体をゆするように、小刻みに上下させる。

　構えではない、それは戦闘フアイテイング態勢・ポーズ──！




　──グォォォォォッ！




　クァルーズィオが、踏ふみ込こみと共に突つきを繰くり出だす！　おれはステップでそれをかわす。続いて逆の爪で、斬撃──ステップバックで空を切る！

　クァルーズィオの巨きよ体たいが水平に回転した。後ろ廻しバツクスピン・尻尾打ちテイルウイツプ！　だがそれも──

「……んッ！」

　垂直にジャンプ──というより身体を浮かせ、それにも空を切らせる。そして再びすぐ、戦闘フアイテイング態勢・ポーズへ。

　続く竜ドラゴンの猛攻──！　しかし、おれはそれを悉ことごとく、身体を捌さばいて空を切らせていった。

「なんだ、あの動き……竜ドラゴンの攻こう撃げきを、あんなに近くでよけ続けている……!?」

　エンディが言う声が聞こえた。それにウィルマが答える。

「……先生から、聞いたことがあります。先生の故郷ではカラテだけでなく、様々な格かく闘とうの技があるのだと。そして、そうした素手の技同士の闘たたかいにおいては、独自の技術が発展したのだと！」

　──そう、これは足さばきフツトワーク──古流の武術と近代の「格闘技」との最大の違いはここにある。

　武器を持った相手に対たい抗こうすることを前提とした古流の技。そのためにはある程度、距きよ離りを大きく取る必要がある。しかし──素手同士で公平に技を比べ合うスポーツとしての「格闘技」は違う。

　至近距離での攻こう防ぼうにおいて、最低限の動きで相手の攻撃をかわしつつ、自分の有利な位置ポジシヨンへと移動する技術、そして上体逸らしスウエーイングなどの防御デイフエンステクニック。それはいわば、「武術殺し」の技だといってもいい。

　ボクシングやムエタイなどを取り入れ、発展を続けてきた近代の空手道。リングの上での闘いにも対応し、進化したその技術。相手が武術の動きでくるのなら──魔獣モンスター相手ではなく、対等の武術家同士の技の比べ合いに臨むまでだ!!




　──グァァァッッ！！！




　襲い掛かかるクァルーズィオの牙を、おれは身体ごとかわす。目の前には、攻撃を外した竜ドラゴンの頭。絶好の位置ポジシヨン──！

「ちぇやぁぁッ！！！」

　肩かた口ぐちから繰り出す正拳突きストレートが、クァルーズィオの鼻先へと突き刺ささる！




　──ゴッ！




　拳が鼻先へとめり込む──そしてそれを引きながら、続いて左の足での蹴けり上げ！




　──ガゴッ!!




　前蹴りがクァルーズィオの顎を下から叩たたき上げる！　カウンターとなった連撃に、クァルーズィオの体勢がわずかに崩れる──その一いつ瞬しゆん！　おれは蹴り足を降ろしつつ、さらに一歩、踏み込み──

「しぇあぁっ!!」

　５本の指先を１つにまとめるようにして作る、鳥ちよう嘴し拳けん──またの名を鶏けい口こう突き。鳥の嘴くちばしを模したような形のその技で、竜ドラゴンの眼を──突く!!




　──ズギャァァッ!!




　打だ撃げきとは違ちがう感かん触しよく、音。

　どんなに硬かたい身体を持つ相手だろうと、その「眼」は絶対の急所!!　それを間合いの中に晒さらしたのが運うんの尽つき──古竜の武術は、その想定する相手が大きすぎたのだ。竜ドラゴン同士の戦いで眼を突かれることなど、まずあり得ないのだろうが──空手の相手をするつもりなら、そうはいかない!!




　──グオォォォッ!!




　近代格闘技のテクニックと、急所を的確に狙ねらう古流の必殺の技──その複合攻撃にクァルーズィオは悲鳴をあげ、その身体をよじらせた。振り回すその腕うでを避け、おれは距離を取る。

　クァルーズィオはその眼に紅い光を燃え上がらせ、怒いかりの咆哮をあげる！！！




　──グァァァァーッ！！！




「うおおおおおおお!!!!」




　おれはそれに応え、吼えた──次元の狭間はざまが、震ふるえる!!

　おれとクァルーズィオは、同時に前へと踏み込んだ。

　戦闘の衝しよう動どうに酔よいしれ、その身体を躍おどらせるクァルーズィオ──古竜武術の技巧アートを全身で表現するかのごとく、激しく、美しくその技が荒あれ狂くるう。

　踏み込み、爪そう撃げき！

　おれはそれをかわし、その腕に正拳を一いち撃げき！

　続く攻撃、かわす、反はん撃げき！

　そこへさらに、反撃！

　かわし切れず、受ける！

　吹ふき飛とぶ！

　追つい撃げき！

　さける！

　反撃！

　反撃!!

　反撃!!!!

　反撃!!!!!!

　反撃!!!!!!!!

　反撃!!!!!!!!!!

　反撃!!!!!!!!!!!!




　それはさながら、荒れ狂う拳と爪、牙きばと蹴りと尻尾、戦闘技巧マーシヤル・アーツの竜たつ巻まき──クァルーズィオの攻撃をかわしつつも、おれとて無傷でいられようはずもない。斬撃に肉が裂さけ、打撃に骨が軋きしむ。それでも──退けない。退くわけにいかない。避さけ、殴なぐる。殴り、受ける。受けて、蹴る。巨きよ大だいな竜ドラゴンと、ちっぽけな空手家の──二人の男の、意地を懸かけた接近戦。

　いつ果てるともなく続く衝しよう撃げきの中で、いつしかおれたちの間には無音の時間が流れていた。
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　──どれくらい、こうしているだろう。




　台風の目に晴れ間が広がるかのように、打撃の嵐あらしの真ん中には静かな時間が流れていた。




『小さき者よ……そのような小さな拳で、なにを摑つかむ？』




　クァルーズィオがその爪を振ふるいながら、問いかけてくる。

「……強さだ！」

　おれもまた、その拳を振るいそれに答える。




『強さとは……なんだ？』

　クァルーズィオが問い返す。

『どれほど強くあろうとも、所しよ詮せん貴様は常命の運命さだめ。その命はいずれ尽きる……ならばその強き拳に、どれほどの意味がある』




「約束したんだ、あの人と」

　おれは答える。

「あの人は誰だれよりも強かったのに、志半ばで命を散らした。おれに後を託たくして、逝いった……だから」




『愚おろかな……所詮は自己満足。誰よりも強い力など、虚むなしいだけだ』




　クァルーズィオの拳こぶしが、なぜかとても哀かなしく感じた。

「……違う！」

　おれはその哀しい拳に、自分の拳をぶつける。

　拳頭がぶつかり合うその一瞬──時が、爆はぜた。




「約束したのは、おれが強くなることじゃない……伝えること」




『伝える……？』




「人は死ぬ……お前たちと違い、その命は短い。病気や事故でだって、簡単に死ぬ。だからこそ……必死に生きて、伝えていく」




　ぶつかり合った拳に力が伝わる。衝撃が、拳頭の間の原子を押しつぶすように圧縮される。




「空手は人の叡えい智ち、限界にあらがう勇気。練り上げた技、築き上げた心、残した生き様は、次の世代へと受うけ継つがれる……人の死を、運命を乗のり越こえ、先人たちが繫つないだ大いなる意思！」




　クァルーズィオの瞳ひとみ──それは悠ゆう久きゆうの時を見てきた瞳。その奥に湛たたえられた光は、太古の昔の大いなる光。おれはその光に向かい、叫さけぶ！




「それは強さそのもの！　もっと先へ、もっと先へと言い続けた人々の、それは生きた証！　悠久なる刻ときへと、挑いどみ続けた人々の歴史！」




　圧縮された衝撃が、広がろうとしていた。作用に対する反作用、力に対する力、ぶつかり合った拳が、弾はじけるそれは刹せつ那な。




「おれの闘たたかいは人間の闘い！　過去を未来へつなぐ闘い！　おれが闘う限り、世界はおれの先にある！！！　たとえどんなに強大な竜ドラゴンが相手だろうと、ちっぽけな生身の人間であろうと……」




　力が吼ほえ、心が叫ぶ。魂たましいが、唸うなりを上げる──！




「空手なら、勝てる！」




　拳の中で圧縮された時間が、弾けた──！
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　──ドガァァッ!!




　衝撃におれは吹き飛ばされ、後ろ向きに転がった。

「ぐっ……かはぁ……ッ！」

　おれは立ち上がろうとして手をついたが、力が入らない。どこかの骨が逝ったか──顔を上げれば、クァルーズィオはその四し肢しで地面に立っていた。その身体にも、あちこちに、打だ痕こん、裂れつ傷しよう、流れる血──しかし──




　──グオオォ!!




　クァルーズィオが立ち上がった。おれもそれに応え、身体を振りしぼって二本の脚あしで立つ！

「勝負だ、竜ドラゴン！」

　咆ほう哮こうと共に、クァルーズィオが踏ふみ込んでくる──！

　その爪による直突きストレート、逆の腕と牙での連撃──

「……やつの連撃の方が速かった！」

　蜥蜴鬼人リザードマン・蹴脚術サバツトの遣つかい手、ギオ・ゴーチャが繰くり出だした、４本の手足による連撃に比べれば──おれは足捌きフツトワークを使い、それをかわす！

　連撃から流れるように、クァルーズィオはその翼つばさをはばたかせ、身体を引き──至近距きよ離りで巻き起こる疾しつ風ぷう！　それと同時に、クァルーズィオがその身体を後ろに反らす──!!

　──後方宙返りサマーソルト尻尾打ち・テイル!!

　疾風で相手の動きを封ふうじながら、最大威い力りよくの打だ撃げきを繰り出す、古竜武術の秘技──しかし！

「風だったら、もっと強いやつを知ってる！」

　──古流ハイエルフ魔ま法ほう柔じゆう術じゆつ──ソークの操った風に比べれば、こんなもの──！

　おれはその風を受け流し、身体を捌く！　竜ドラゴンの丸太のような尻尾しつぽが、髪かみの毛けひとつ分の隙すき間まを残して額の前を過ぎる！

　空中で一回転したクァルーズィオが、その頭を再び、こちらに向けた。その眼に紅い光が宿り、鬣たてがみに陽かげ炎ろうが揺ゆらぐ──！

　次の瞬しゆん間かん、その口から、灼しやく熱ねつの息吹ブレスが放たれる！　後方宙返りサマーソルト尻尾打ち・テイルからの息吹ブレス──なんという恐おそろしい複合攻撃コンビネーシヨン！　しかし──尻尾の一撃を皮一枚で見切った今、この距離は空手の距離！




　──ザンッ!!




　息吹ブレスが放たれるその刹那、おれはその中へと一気に踏み込むッッ！！！

　空気を焼き尽つくす音を立てながら、息吹ブレスが頭上を通り過ぎ、背後の地面に炸さく裂れつするその時──おれが立っていた場所、そこは竜ドラゴンの顎あぎとの直下!!

　そうだ──息吹ブレスを吐はき出すこの一いつ瞬しゆん。ここだけが勝機だった。全身を使い、息吹ブレスを繰り出す瞬間、両手の使えないこの一瞬だけ、クァルーズィオの懐ふところの内側が無防備になる。ここからなら──届く！

「ちぇやぁぁぁーッ！！！」

　息吹ブレスを吐きながら、上から降りてくるクァルーズィオの、喉のど笛ぶえ──全身をくまなく、分厚い革と硬かたい鱗うろこで覆おおわれた竜ドラゴンの身体の内、もっともその皮の薄うすい場所！　それでも、相当な硬さではあるが──鋼鉄の鎧に比べれば、どうということはない!!

　正拳が、クァルーズィオの喉のどを叩たたく──そう、これは「裏当て」！！！




　──ドッ……！！！




　鱗と皮とを徹とおし、その衝撃が身体の内部へ伝わったのが、拳から伝わる!!

　息吹ブレスを吐き出すその時、竜ドラゴンは喉の筋肉に力を込め、硬こう直ちよくさせる。その瞬間に叩き込こまれた喉の中への衝撃──クァルーズィオの息吹ブレスが途と切ぎれ、その口から血が吐き出された！

「……おおおおおお！！！」

　おれはそのまま、喉に向かい正拳の連撃を叩き込む!!!!　左、右、左、右、一点に向かい、左右の正拳を、何度も、何度も、何度も!!

　クァルーズィオの身体から、その力が失われていき──そしてその頭が、下がる──！

「……せぃやぁぁーっ！」




　──ッドゴォァッ！




　おれの顔の高さにまで下がったクァルーズィオの頭、その横っ面へおれは、思い切り拳を──「突き」ではなく、全身のバネを使って繰り出した「パンチ」を叩き込んだ。




　──ッズズウゥゥゥン!!




　弾はじかれたようにその巨きよ大だいな頭が舞まい、そして──赤銅色の竜ドラゴンは、遂ついに地に堕おちた──

　おれの足元に、その頭──おれは拳を腰こしに引き、その頭に向かって残心をとる。そしてそのまま、数瞬しゆん。
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　クァルーズィオは動かなかったが、その眼から意識は失われていなかった。その眼が、おれの眼と交こう錯さくする──

「……押お忍す」

　おれは残心を解いた。クァルーズィオが負けを認めたのだ。

「……先生！」

　振ふり向むくと、ウィルマが駆かけ寄よって来て──そして勢いよくおれに抱だき着いた。

「お、おい、ウィルマ……」

「だって……だって！」

　ウィルマは涙なみだを流していた。おれはウィルマを離はなし、語り掛かける。

「……心配をかけてしまったか？」

「違ちがうんです……違うんです、これは」

　ウィルマが涙を拭ぬぐいながら言った。

「先生と、あの竜ドラゴンを見ていたら……どうしてか、涙が止まらなくなって……どちらも、本当にすごくて……ふぇええええ」

　ウィルマは再び、おれにすがりついた。正直に言うと全身が痛かったが──おれは我が慢まんすることにした。

　ウィルマの向こうから、あきれ顔のエンディとゲベル少年も現れた。




　──ブゥゥン……




　──と、その瞬間、おれは周囲の景色の変化に気がついた。次元の狭間はざまの広大な、奇き妙みような風景が、いつの間にか失われている。そこは大きくはあるが、元のままの城の一室。自然の岩いわ肌はだが露ろ出しゆつした、ドーム状の部屋──

　そして、クァルーズィオの背後に、それがあった。

「……アズミファルの小手……」

　石の台座の上、複雑な色しき彩さいの輝かがやきを放つ金属の小手、神器アーテイフアクトの片割れ──それはまるで、先ほどからずっとその場に存在していたかのように、薄うす暗ぐらい部屋の中に光を放っていた。

「……持って行け、というのか？」




　──グルルル……




　唸りを上げるクァルーズィオ。おれはその声に頷うなずき返した。

　おれはゆっくりと、その台座へ歩み寄る。禍まが々まがしい意い匠しように彩いろどられ、独特の輝きを放つ小手、その片割れ──おれは台座へと歩み寄り、その小手を手にしようとした──




　──ゴゥン！！！




　──瞬間、おれと台座との間の空間に、奔る衝しよう撃げき──！

「……ぐわッ……!?」

　おれたちはそれに弾き飛ばされ、後ろ向きに倒たおれ込む！

　──なんだ──？

　先ほどの闘たたかいのダメージに軋きしむ身体を起こし、おれは眼を凝こらす──そこに立っていたのは、銀の胸当てに黒い外套マントを纏まとった男──

「……ジャヴィド様！」

　ウィルマの声が響ひびいた。

「なん……だと……!?」

　おれは身体を起こし、見る。かつてこの世界を魔ま王おうの手から救った英えい雄ゆう、次元遊者ブレーンウオーカー・ジャヴィド──いずれ決着をつけねばならない相手。その男が、アズミファルの小手を手にしてそこに立つ。

「……手間が省けた。礼を言わねばな」

「くっ……！」

　おれは立ち上あがり、ジャヴィドに躍おどりかかろうとする。しかしジャヴィドはその身体を舞い上がらせ、天てん井じようの穴へと浮遊魔法フライトで浮うかび上がる。

「ジャヴィド様！　お待ちください！」

　ウィルマがすがるように声を張る。

「ジャヴィド様はいったい、なにを成そうとしているのですか!?　このような手て荒あらな真似をしてまで、なにを……！」

「……」

　ジャヴィドは無言でウィルマを見返した。

「このようなことをしても、シェスナお姉さまは喜びません……！」

「……違うのだ、ウィルマ。そういうことではないのだ」

　ジャヴィドの眼に一瞬、淡あわい光が浮かんだ。それは、哀かなしく、そして優しい光──しかしすぐにその眼は元に戻もどる。

「俺が憎にくむものはこの世界のすべての苦しみ！　人々の苦しみを作り出す運命そのもの！　愛したシェスナを、そしてウィルマ、お前のような者を！　生み出すこの世界そのものを、俺は……憎む！」

「……ジャヴィド様！」

　ウィルマは唇くちびるを嚙かみしめていた。しかし、その足はしっかりと大地を踏ふみしめ、そしてその眼はしっかりとジャヴィドを見み据すえていた。




　──グオオオオォッ!!




　──そのとき、咆ほう哮こうが鳴り響いた。

「クァルーズィオ……！」

　倒れていた古代竜エルダー・ドラゴンが立ち上がり、そしてその翼つばさを広げて舞い上がる。その怒いかりの咆哮は、ジャヴィドへと向かい──




「……負け犬が、盛さかるなぁぁッ！！！」




　──ズシャァァッ!!




　ジャヴィドが片手をかざし、その掌てのひらから紫むらさき色いろの衝しよう撃げき波はが迸ほとばしる！　クァルーズィオの巨きよ体たいがそれに弾き飛ばされ、床ゆかに落ちる!!




　──ズズウゥゥン！




　地じ響ひびきを立て、床に叩きつけられるクァルーズィオの身体。舞い上がる土つち煙けむりのその上から、ジャヴィドはおれたちを悠ゆう然ぜんと見降ろしていた。

「決着をつけよう、白衣の次元遊者ブレーンウオーカーよ」

　宙に浮かんだまま、おれに向かってジャヴィドが口を開く。

「この世界の二つの太陽が重なるとき……それこそが決着のときだ。その日までに、傷を癒いやしておけ」

　その言葉と共に、ジャヴィドの身体は光に吞のまれ──そして、搔かき消えた。

　後に残されたのは、床に倒れ込んだクァルーズィオと、おれ。そして駆け寄るエンディとゲベル。それに、床にへたり込んだウィルマ。

　──おれは倒れているクァルーズィオの前に立った。

「……すまない。あなたが託たくしてくれたのに」

　クァルーズィオは身体を起こし、鼻を鳴らした。そして、鋭するどい爪つめが生えたその大きな手を握にぎり──拳こぶしのようにして、おれの方へと差し出した。

　おれは差し出されたその拳に、自分の拳を、当てた──

「……わかった。必ず」

　おれがそう答えると、クァルーズィオは笑ったようだった。

「片がついたら、酒でも持ってまた会いに来る。あなたの技についても、教えてくれ」

　クァルーズィオは軽く鳴き声をあげた。そして、四つの脚あしを折ってその身体を地につけ、丸まって目を閉じた。




　　　　＊　＊　＊




　島の岩場に、迎むかえの小船が来た。

「生きてたか」

「ああ、がっかりさせたな」

　船長が鼻で笑い、小こ舟ぶねを岸へつける。

　エンディと、ウィルマが乗り込んだ。おれはそのあとから乗り込もうとし──そこで後ろを振り返る。

「世話になった。ありがとう」

　そこに立っていたゲベル少年は、不ふ貞て腐くされたように目を逸そらした。

「……なにもしてねぇよ」

　その返事に、おれは笑い返す。

「君のその勇気があれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだ」

「……」

　おれは小舟へと乗り込んだ。そして、船が岸を離れようとしたとき──

「……なぁ！」

　ゲベル少年が声を張り上げた。

「おいらもあんたみたいに、強くなれるかな!?」

　おれはゲベル少年の方を見た。船は動き出していた。おれは少年に向かい、叫さけぶ。

「……空手を信じろ！」

　ゲベル少年は笑った。この島に来て初めて見る、朗らかな笑顔だった。ウィルマが少年に手を振る。ゲベル少年は名残なごり惜おしそうに、いつまでも手を振っていた。




　少し沖おきに錨いかりを下ろしていた船が、帆ほを上げて風をはらみ、走り出す。島を回り込むようにして、港町へと向かう針路をとっていく。

　暗黒の島──おれは目の前を流れる景色を見ながら、考えていた。この島に近づくものは呪のろわれるといわれ、強力な魔獣が息づく地。その地に暮らすゲベル少年、そして──

　島の岸がん壁ぺきに、ボロ布を身に纏った人々が見えた。この島の「呪のろい」の担い手。それは、この地に生まれ暮らすという業そのものなのかもしれない。

「……アズミファルの小手、残念だったね」

　かけられた声に振ふり返る。と、そこには長い銀ぎん髪ぱつの美しい女──

「……女神さんか」

　東宮のグレン──おれをこの異世界へと導いた女神が、そこに立っていた。女神は潮風にその髪かみを預けながら、言う。

「あなたは竜ドラゴンと戦えて満足かもしれないけど」

「……そうでもない」

「え？」

　おれは遠ざかる島しま影かげを見ながら言った。

「……この世界の人々はみな、運命を諦あきらめてしまっているかのようだ」

　島の人々だけではない。ガルディオフたち猪鬼同胞団オーク・マフイアや亜人デミ・ヒユーマンたち、自分の地位を守るために必死な貴族たち。魔獣モンスターにおびえながらも、街に暮らす他の種族と諍いさかいを繰くり返す人々。ギルドで出会った冒ぼう険けん者たちも、その日暮らしの報ほう酬しゆうを得ては酒に溶とかすような暮らしをする者ばかりだった。

「……戦乱が続いたあとだからね。出口が見えないのよ、みんな」

「……」

　おれは自分の故郷の国を思い出していた。この世界よりも、はるかに安全で平和な世界ではあったが──しかし、出口の見えない運命に囚とらわれた人々の目は、どこでも同じ色だ。

「おれがこの世界に来た理由、わかったような気がする」

「……そう」

「だからこそ、裏チート技スキルの力を借りるわけにはいかない」

　女神は笑った。

「そうね。そうだと思う」

　おれは船の行く先を見た。水平線の先に、陸地の影かげが朧おぼろげに揺ゆれていた。女神が言葉を継つぐ。

「神の意志は気まぐれ。でも、あなたがここに来た意味……この世界の命運、あなたに預けます」

　おれは船の縁へりに手をかけ、その行く先を見つめていた。

「……先生？」

　船室へ下りるハッチから、ウィルマが顔を出した。

「……？　今どなたかとお話をされていませんでしたか？」

「……いや」

　ふと見ると、女神は既すでに姿を消していた。

「どうするんだ、このあと？」

　ウィルマのあとからエンディも顔を見せた。おれはそちらへと向き直り、言う。

「……ウィルマ、エンディさん。陸に着いたら王都へ向かってくれ。例の件、ウィルヘルムに伝えて欲しい」

「なに？　貴公はどうするんだ？」

「『大賢けん者じや』に会いに行く」

「大賢者……まさか、あの」

　おれはエンディに向かい、頷うなずいた。

「クァルーズィオが……あの竜ドラゴンが教えてくれた。二つの太陽が重なるとき……ジャヴィドの計画は恐おそろしいものだ。止めなければならない」

　そしておれは、ウィルマの眼を見た。

「ウィルマ……いや、ウィルマ姫ひめ」

「はい」

　彼女もおれを見返した。おれはその眼の中の光に向かい、問いかける。

「おれはジャヴィドと戦い、やつを止める。それで……よろしいですね？」

　ウィルマは静かにうなずいた。

「あの方がなにをしようとしているにせよ……わたくしには今のジャヴィド様が、自らの道を歩いているとは思えないのです」

「……そうだな」

　おれは考えていた。どうすればあの男に勝てるだろうか。そして──

　おれは再び、水平線の先を見た。

「……勝たなければな。この世界に」

　水平線の上に浮うかぶ二つの太陽──それが複雑なグラデーションを雲の合間に描えがき出していた。








第４章　決戦・異世界巌がん流りゆう島じま編










１．空手vs大賢者






　港町から馬車で数日。辺境の村へとたどり着き、そこからさらに山の中へ。標高が上がるごとに気温が下がり、徐じよ々じよに白い雪が周りに積もり始める。

　道さえない山の中、暑い季節ならそれこそ熊くまでも現れそうな雰ふん囲い気き。そういえば、この世界にも熊はいるのだろうか。「馬」と呼ばれる生き物は現実世界のものとは違ちがっていたが、そのうちこの世界の熊も相手をしてみなくてはいけないかもしれない。

　しかし、それも後のことだ。今は──おれは目的を果たすべく、山の中を進んだ。

　──ふと、森が途と切ぎれ、目の前が開ける。麓ふもとの村から、山をひとつ越こえた先──すり鉢ばち状に広がる谷間の地。先ほどまでとは打って変わって、あたたかな風さえも感じる。岩いわ肌はだがそこかしこに見えてはいるが、大地は草木に覆おおわれて小川がその中に小さな滝たきを作っていた。

「ここか……」

　突とつ然ぜん明るくなった光の中、おれは目を凝こらす。岩場を回り込むように続く傾けい斜しや、小高い丘おかのようになったその上──そこに、粗そ末まつな小屋がひとつ、建っていた。

「ようこそいらっしゃいました」

　──突然、人の声がした。おれは反射的に身構え、振り返る。しかし、そこには誰だれもおらず──

「こちらですよ、白衣の次元遊者ブレーンウオーカー」

　声のする方向──目線を下げて足元を見ると、そこには１匹ぴきの猫ねこ。

「お師し匠しよう様のところへ案内します。どうぞ、こちらへ……」

　驚おどろくおれに構わず、猫は踵きびすを返して歩き出した。おれは慌あわててその後を追う。

　猫は岩場を小川の方へと降りていった。身軽なその動きに、おれはなんとかついていく。何度も見失いそうになりつつも、おれは小川のほとりでその猫になんとか追いついた──と、猫がちょこんと飛び乗ったその岩の上に、小こ柄がらな人ひと影かげがあった。

「ようこそ、空手家君」

　人影が立ち上がり、振り向く。短く刈かった白しら髪がに、口髭ひげ、糸のように細い目。粗末な灰色の衣をその身に纏まとった、年老いた男──

「……あなたが？」

　おれは思わず口に出して言った。男はその口元に微び笑しようを湛たたえたまま、答えた。

「いかにも……わしがディン・ローディン。大賢者などと呼ばれておる男サ」

　その老人──大賢者ディン・ローディンはその手で、おれを岩の上へと招いた。そこには敷しき物ものが広げられ、小さなちゃぶ台の上にカップが並んでいる。

　おれがその敷物の上に座ると、先ほどの猫がその後ろ脚あしで器用に立ち上がり、ポットからカップへお茶を注いでくれた。おれが目を丸くしていると、ディン老人がからからと笑う。

「『使い魔フアミリアー』を見るのは初めてかな？　これでなかなか便利でネ」

「僕は使い魔フアミリアーじゃない、弟子です」

「はっはっはっ、そうだったな」

　抗こう議ぎの声をあげながら茶を淹れ終わると、猫はポットを置いて再び四足に戻もどった。そのまま老人の傍かたわらへと歩いていき、敷物の端はしで丸くなる。老人がカップを手に取り、茶をすすった。

「……おれがここに来ることも、御ご存ぞんじだったようだ」

　おれが問うと、老人は悪戯いたずらっぽく笑って言った。

「大賢者も長くやっていると、大たい抵ていの因果は把は握あくできるようになるサ」

「……異世界からの転移者が現れることも？」

「それもまた、世界の意思であればナ」

　老人は茶をすすり、猫を撫なでながら言った。おれはカップを置いたまま、老人に向かい、さらに問いかける。

「……ジャヴィドがこの世界を破は壊かいしようとしていることも、ですか」

　ディン老人の手が止まった。おれは言葉を継ぐ。

「古代竜エルダー・ドラゴン・クァルーズィオから聞きました。あの神器アーテイフアクトの真の姿……奴やつはそれを手に入れた。そうなることさえも……あなたは、知っていたとでも？」

「……知ることと、行動することは違う。因果とは、そう単純なことではないのだ」

　老人はカップを置き、おれの目を見て口を開く。

「あの男がここを訪れたとき……この世界はあの男の力を必要としていた。ジャヴィドもまた、それに応えた……そしてジャヴィドは魔ま王おうを倒たおし、世界は救われた」

「……しかしその中で彼は傷つき、仲間を……愛した人を失い、絶望し、狂きよう気きに走った……それもまた因果のうちだと、そういうのですか!?」

　おれの反はん駁ばくに、老人は一いつ瞬しゆん、悲しげな目を見せて答える。

「……ここを訪れたとき、彼は悲しそうな目をしていたヨ。まだ魔王と対たい峙じする前だったが……わしはその時、運命を悟さとった。どうすることもできぬ運命さだめだった……彼もまた、それを知っていたのかも知れン」

「だとすれば」

　おれは思わず語気を強めた。猫がびくっと反応する。

「ひとりの男の運命を犠ぎ牲せいに、この世界は救われたと？　それも、異世界人の運命を！」

「それは少し違う。人というのは、より大きな世界の輪の一部に過ぎん」

　ディン老人はその細い目を閉じた。

「……元の世界でジャヴィドがどんな暮らしをしていたのかまでは、わしも知らヌ……だが、彼がこの世界に来て、人々と触ふれ合い、自らの行動する意味を見つけていったことは事実」

　おれは老人の話を黙だまって聞いていた。老人は話を続ける。

「この世界で苦しむ人々のために、散っていった仲間のために、そして自分のために、ジャヴィドは戦い、そして勝利し……」

「……そして、魔王を倒しても、世界から苦しみは消えなかった……」

　人々は怯おびえて暮らし、より強い者が弱い者を暴力で抑おさえつける。亜人デミ・ヒユーマンたちは差別され搾さく取しゆされ、そして──エルフの血を引くウィルマ姫は、人知れず涙なみだを流し──

「……あなたの言うとおり、運命の因果というのは単純なものではない。魔王を倒したくらいでなにかが変わるわけじゃない……だから」

　おれは目を閉じたままの老人に向かい、言葉を紡つむぐ。

「……だからジャヴィドは、この世界を運命の因果から解き放とうとしている。世界そのものを創りかえるのが奴の目的。そのための神器アーテイフアクト……」

　ディン老人はその目を見開いた。おれは老人に問いかける。

「大賢けん者じやよ……教えてください。ジャヴィドがなにをしようとしているのか。アズミファルの小手の真の力とは……そして」

　大賢者は泰たい然ぜんとその言葉を受け止める。おれは口の中を湿しめらせて、問う。

「……『無限の真球』とは、なにか……」

「……わかった」

　そう言ってディン老人は立ち上がった。

「構えなさい、空手家君」

「……！」

　大賢者の身体から溢あふれる、それは殺気──！

「老人と茶飲み話をしに来たわけでもないだろう、空手家よ……この身を以て、そなたの運命を導こう」

　そう言って、老人はその両りよう腕うでを胸の前で交差させた。ゆっくりと息を吸い、そして、吐はく──あれはまさか、「息吹いぶき」──？

　ディン老人の全身に気が巡めぐる──その姿は、先ほどまでの小柄な老人のものではない！　突然その身体が巨きよ大だいになったかのような錯さつ覚かくを、おれは覚える。

「……魔ま法ほうを使役するための詠えい唱しよう……その極意とはつまり『呼吸』。世界に生きる大地、森、川や湖、炎ほのお……そこから取り込んだ魔素マナを、力ある言葉として繰くり出だす。それが魔ま術じゆつの技」

　ディン老人はその腕うでに力を込め──

「……ぬうううん!!」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、ディン老人の上半身が膨ふくれ上あがり、服が破れて弾はじけ飛とぶ!!　そしてその下から現れる、鋼のように鍛きたえ上げられた筋肉──！

「……なればこそ、魔ま術じゆつ師しとしての力はその肉体に宿る！　強力な魔術に耐たえられる肉体こそ、すなわち魔術の威い力りよく！　術わざは力の中にあり!!」

　ディン老人が、その肉体を躍おどらせる！　おれは立ち上がりざまに、その場を跳とび退さる──！

「はあぁぁぁッ!!」




　──ドゴオォォッッ!!




　おれが跳んだその一瞬後、おれたちの座っていた岩が、ディン老人の拳こぶしの一いち撃げきで、砕くだかれた──!!　これが、大賢者の力──!!!!

「……ジャヴィドはその裏チート技スキルによって、魔法の力をほとんど無制限に繰り出す。このわし程度、力でねじ伏ふせられねば太刀打ちはできぬヨ……」

　老人がその拳を振ふり、飛び散った岩の欠片を払はらう。

　大賢者ディン・ローディン──その鋼の肉体が、おれの前に立ちはだかった。




　　　　＊　＊　＊




　目の前に立つ老人は、今でこそこの地に隠いん棲せいをしてはいるものの、かつては大陸全土に名を馳はせた大魔導師であったという。その実力は今でも随ずい一いちであり、黄金帯ゴールドベルトの冒ぼう険けん者であっても足元にも及およばないと、人々は口を揃そろえる。

　ウィルヘルムの側近である王宮魔術師のクライフも、かつてこの大賢者に師事したことがあると、前に聞いたことがあった。その時、既すでにかなりの老ろう齢れいであったというが──

「……ぬうううん！」

　ディン老人が大きく踏ふみ込こみ、その拳を振るう！




　──バガァッッ!!




　その拳をかわしたおれの背後の岩がん壁ぺきを、その拳が貫つらぬく!!

　鋼のように鍛え上げられたその肉体──！　岩壁をも砕くその破壊力は、空手家でもそうそうお目にかかれるものではない！

「どうした？　老人だと思って遠えん慮りよしていると……」

　ディン老人が振り返る──

「……骨まですり潰つぶすぞォッ！」




　──ドゴォッ!!




　そして振り返りざまの蹴けり──棍こん棒ぼうのように太い脚が、おれの腹を突つく！

「ぐっ……！」

　おれはかなりの距きよ離りを吹ふき飛ばされつつも、なんとか踏みとどまった。パワーだけでなくこのキレ、このスピード──生半可な鍛え方ではない！

「ぼやぼやするなヨ！」

　顔を上げれば、ディン老人がその手の中に光の球を抱かかえるようにして、両の掌てのひらを腰こしだめに構えていた──まさか、瞬しゆん時じにあれほどの魔法を──!?

「……魔導マジツクゥゥ……弾ミサイルッッッ！！！」

　老人が両の掌を前に向け、突き出す！　巨大な光の弾だん丸がんが、尾おを引くようにして軌き跡せきを描えがき──！

「くっ……！」

　おれは横っ跳びに跳んだ──と、背後で轟ごう音おんが響ひびく！　地を転がり、身体を起こして振り向けば、そこには巨大なクレーター!!

　魔導弾マジツクミサイル──いつぞや猪鬼同胞団オーク・マフイアの館で戦った魔獣使いが放ったものと同じ魔術だが、その威力は比ぶるべくもない。多段の弾丸を放つのでなく、巨大なひとつの弾丸──いや「砲ほう弾だん」を撃うち込む──それが可能な魔ま力りよくが、あの肉体には秘められているということか。

　さすがは大賢者──肉体だけでなく、その魔法も一味違ちがう。ならば──

「……遠慮など、するはずもない！」

　おれは地を蹴り、跳んだ──！




　──ガッ!!




　離はなれた距離を一気に詰つめ、右の追い突きをその顎あごに叩たたき込む──!!

「……!?　撃ち抜ぬけない……ッ!?」

　相手の顎に、突き刺ささったはずの正拳──しかし、その顎は硬かたく固定されたかのように、拳の威力を受け止めている！

　大賢者がニヤリ、と笑い──掌をかざした。その掌の中に、光が集まり──

「……火球フアイアボール！」

「……うおおおッ!!」

　おれは拳を引きながら、身を捻ひねる！




　──バゴォォッ！！！
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　炎が爆ばく裂れつし、閃せん光こうが走る！　おれは身体を捻りながら跳び退るが──至近距離で炸さく裂れつする爆ばく風ふうを、かわしきることはできない！

「……ぐは……ッ！」

　地面にたたきつけられた衝しよう撃げきと、火か炎えんの熱波に息を詰まらせながら顔を上げる──と、おれと同じ距離で爆風を受けたはずのディン老人が、燃える炎を背に立ちはだかっていた。

　──圧あつ倒とう的な、力──！

　接近戦に弱いという魔術師の常識、それを覆くつがえす、単純シンプルな力──

「……わしを殺す気で来なければ、そなたが死ぬぞ」

「……！」

　おれは立ち上がり、ディン老人を見た。その目──それは本気の目だ。

「ジャヴィドは成り振り構わず、世界の運命を塗ぬり替かえようとしてくる。それこそ神器アーテイフアクトまで持ち出してな。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでそれを止められるのか？　運命に挑いどむとは……そういうことではないのか!?」

「……それは……ッ！」

　ディン老人の両手に、雷かみなりが奔る──！

「……雷撃ライトニングゥゥゥ……嵐舞ストーム！」

　掌から発する稲いな妻ずまが、おれを撃つ！！！

「ぐわあああぁぁっ！！！」

　電でん撃げきと熱、そして五体を裂さく衝撃──広こう範はん囲いに及ぶ稲妻の雨。かわしようもなくその直ちよく撃げきを受け──おれは膝ひざをついた。

　魔法を放った両腕を降ろし、ディン老人は静かに言う。

「……絶対に逃のがれられない運命。それを目の当たりにしたとき……お前の空手は、鍛えた技は、なにを語る？　その拳で、世界中の人々を救えるつもりか？」

「……！」

「竜ドラゴンを倒たおすことはできても、数百万の軍勢に勝つことはできない……大おお地じ震しんや台風、災害を倒すことも、病気を治すこともできない。それが人の身体の限界……ジャヴィドはそれを覆そうとしている。『無限の真球』でな」

　ディン老人はその肉体を揺ゆすり、こちらに歩み寄り──




　──ガシッ！




　その鋼のような腕でおれの喉のど元もとを摑つかみ、宙に吊つり上げる──！

「ぐっ……!!」

「さぁ、覚かく悟ごを見せヨ、空手家君。そなたは、如い何かに立ち向かうのか……そして」

　おれの喉を摑む太い指に、力がこめられる──！

「そなたの空手とは……なんだ!?」

「ぐ……ッ……ぬ、おおぉぉ!!」

　おれは宙に浮ういたまま、足を振った！




　──ドッ……！




　前蹴りが、大賢けん者じやの股こ間かんへと突き刺さる！

　金的──言うまでもなく、男性にとって最大の急所。どんなに全身を鍛えても、鍛えようのない箇か所しよであり、軽く打っただけでも数分は動けなくなる。故に、武術ではここへの攻こう撃げきは「卑ひ怯きよう」であるとされ、禁じ手となっていることも多いが──実戦を旨むねとする古流の技などでは、相手の急所を狙ねらうのは当然のこと！

「んぐ……ッ！」

　大賢者は悶もん絶ぜつし、その腕から力が抜ける！

「うぉりゃぁぁぁ！」

　おれはその一いつ瞬しゆん、さらに蹴りを繰くり出だす！




　──ドドドォッ！！！




　自らの足で跳とんではいないものの、それは空中三段蹴り──！　正しよう真しん正しよう銘めい、本気の蹴りだ!!

　一撃必倒の蹴りを三連続でその身体に受け、ディン老人は吹き飛ぶ──！

「……おおおおおおぉぉ！！！」

　おれは着地と同時に再び地面を蹴る！　倒れたディン老人の元へと踏み込み、繰り出す技は「三本貫手」──人差し指、中指、薬指の３本で相手の顔面を突く、すなわち相手の眼球を指で突いて潰す、金的攻撃と並ぶ禁じ手技──！




　──ビシッ！




　──大賢者の見開いた眼に指先が突き刺さる、そのまさに寸前で、おれはその指を止めた。

　数瞬しゆん、お互たがいに動きを止める。そして──おれは拳こぶしを、降ろした──

「……なぜ止めた？」

「……あなたを殺す理由がない」

　沈ちん黙もく。そしてまた、ディン老人が口を開く。

「……わしを倒さねば、わしがそなたを殺すかもしれんのだぞ」

「そりゃ噓うそだ。あんたはおれを殺さないよ」

「なに……!?」

　おれはひとつ、息をついた。

「力比べ、技比べは別としても……本当に戦わないといけない相手、倒すべき相手はちゃんと見極めるさ。数百万の軍勢を、おれひとりが倒す必要はない。災害が来るなら、あんたみたいな魔ま術じゆつ師しや科学者……専門家の力を借りたり、みんなで対処すればいい」

「……ならば」

　ディン老人は立ち上がり、おれを見た。

「……人々の苦しみは……そなたはこの世界の心を、どう救う？」

「信じる」

　即そく答とうしたおれに、ディン老人は目を丸くした。おれは続ける。

「人間はそんなに馬ば鹿かじゃない。少しでも世界をよくしようとしているやつらが、この世界にもいる。彼らを信じ、おれはその力になる」

　この国の王であるウィルヘルムや、未来のため研究を続ける女賢者ミーヴィ、希望を信じ空手を学び出した猪鬼同胞団オーク・マフイア、暗黒の島のゲベル少年……それぞれが必死に考え、行動をしているのだ。

　運命を諦あきらめてしまっている人たちは多い。それは、どこでも変わらない。だが──

「……諦めず、種をまき続け、ひとりの人間が少しの未来を少しずつ、変えていけば……その先に必ず、未来がある。世界はひとりずつの人間の集まりなのだから」

「……」

「人が生き、成したことは必ず次の世代へと受うけ継つがれ、少しずつ、少しずつ世界を前に進めていく。誰だれかが技を究め、限界を超こえれば、その分だけ世界は広がり、人はその後についてくる」

　おれは握にぎり拳を作り、言った。

「……だから裏チート技スキルではだめなんだ。人の力でなければ……生身の人の、可能性でなければ」

　そう、空手とは──

「……戦うのはおれだけじゃない。共に立ち向かう人々の可能性を、勇気を……おれは信じる」

　ディン老人はおれの作った拳を黙だまって見ていた──そして、ふっと笑った。

「……バカだな。まったく、お前さんは空手バカだ」

　その顔は、元の好こう々こう爺やの顔に戻もどっていた。身体まで小さくなったように見えるのは気のせいだろうか。

「だが……こういうバカこそが、世界を変えるのかもしれんネ」

　ディン老人は振ふり返かえった。

「……ジャヴィドのことはそなたに託たくす。我々ではやつの陰いん謀ぼうに対処できない理由があるのだ。次元遊者ブレーンウオーカーであるそなたでなければならない理由が」

「……それは？」

「小屋の方で話すとしよう。猫ねこや……すまんが茶の用意をやり直しておくれ」

　どこに隠かくれていたのか、猫が現れて鳴き声をあげ──小屋の方へと駆かけていった。

「……ひとつ、聞かせてもらいたい。大賢者よ」

　猫のあとを追って小屋へと向かおうとしたディン老人に、おれは声をかける。

「……あなたは、諦めてしまったのか？」

　老人は足を止めた。そして、その片手を軽く上へ向け──




　──ブゥゥン




　──宙空に現れた紫むらさき色いろの光の中から、なにかが現れて老人の手の中に収まった。それは──紙の、束？

「……もう何年も、ここに籠こもってこれを書いてるんだがネ。なにしろ膨ぼう大だいな量でナ……」

　ディン老人は顔をこちらに向ける──その顔はなんとも楽しげだった。

「『魔ま導どう大全』……わしという『魔ま術じゆつバカ』の集大成サ。この本を世界中に売りさばいて、ひと儲もうけしようと思っていてネ」

「それは……！」

　自らの身につけた技を、叡えい智ちを形にして残す──限られた人間にのみ有用な知識ではなく、より多くの人々へとその可能性を伝え、世代を超え受け継いで発展させていく──

「究めた限界は、体系化して世に伝えるんだ。そうすることで、世界はもっと進歩する……そなたの『空手』もそうだろう？」

「……押お忍す！」

　おれは小屋へ向かって歩き去る大賢者の後ろ姿に向かい、深く礼をした。

















２．決戦の舞ぶ台たい






　──その日、二つの太陽が空高く輝かがやいているのにも関わらず、空気が薄うす暗ぐらく、重く感じられたのは気のせいだっただろうか。

　広大な平原に、展開する軍勢は千近く。王都の直属騎き士し団に加え、貴族たちが抱かかえる騎士たちもそれぞれ紋もん章しようを掲かかげ、歩兵までも動員して一大兵力を展開しているのが、ウィルマが立つ丘おかの上からも見えていた。

「……ウィルマよ、彼は来るのだな？」

　傍かたわらに立つ父──この国の王、ウィルヘルム・ダス・ウィルム・ヴァンフリーに問われ、ウィルマは力強く頷うなずく。

「必ず『日にち合ごう』までに戻ると、先生は言いました。あの方が噓をつくことなど……」

「そうだな。それは知っている」

　──ウィルヘルム王のその言葉は、ウィルマの言葉を疑っているわけではないのだろう。

　ウィルマは空を見上げた。

　ジャヴィドの口にした「二つの太陽が合わさるとき」──それが今日これから起こる「日合」。数百年に一度、この世界の二つの太陽が完全に重なる──それは不ふ吉きつの前兆だと、伝説には伝えられている。

　神器アーテイフアクト・アズミファルの小手の両方を手にしたジャヴィド、そして「無限の真球」──これからなにが起こるのか──

　と、ウィルマの肩かたに手が置かれる。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、ウィルマ姫ひめ様」

「エンディ様……」

　傍らに女騎士エンディ・コーカシスが立っていた。その厳しい目元をふっとゆるませ、ウィルマに向け囁ささやく。

「ま、あいつが来る前に私たちがすべて片付けてしまう可能性もあるがな」

「……ふふ、そうですね」

　共に冒ぼう険けんをした仲間──エンディのその頼たのもしさを肩に感じ、ウィルマの口元に笑みがこぼれる。

「……それにしても、舐なめた真似をしよって、ジャヴィドめ……！」

　国王の後ろに控ひかえた大臣・ホランドが忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「なにが挑ちよう戦せん状だ!?　正面から王都を攻せめるなどと、どういうつもりなのだ！」

　──そう、「暗黒の島」から戻ったあと、ウィルヘルム王のもとへとジャヴィドから届けられた「挑戦状」──

『日合』の起こるその日、軍勢を率いて王都を襲しゆう撃げきする。それがその内容だった。ご丁てい寧ねいに進軍のルートまでも記き載さいされていたという。

「……罠わなということもある。あるいは、我々をからかっているのかも……」

　王の傍らに控えていた賢けん者じやクライフが言った。ウィルマは口を開く。

「……『神器アーテイフアクト』を手にした今、あの方がそんなことをするとは思えません」

「余も同感だ。警けい戒かいを怠おこたるわけにはいかないが……」

　ウィルヘルム王が頷いた。

　ウィルマは、エルフ細工の施ほどこされた首くび飾かざりを手の中に握りしめた。なにがあろうと──もう目を逸そらしはしない。固く心にそう思う。

「……来たぞ！」

　──と、兵士が叫さけぶ声が聞こえた。

「……くっ……もうか！」

　エンディが平原の先へ目を凝こらした。

　ウィルマもその先を見る。王都の北に広がる平へい坦たんな草原──その地平線が、蠢うごめいて──

「……あれは!?」

　ウィルマは思わず、声に出していた。

　地平線を埋うめ尽つくすかのごとき、黒い影かげ──それは、魔獣モンスターの群れ。

　大きさも姿もバラバラ、あるものは地を這はい、あるものはその翼つばさで飛ぶ。千にも及およぼうかという数の、異形の軍勢──それがゆっくりと、這い上がるようにしてこちらへと迫せまる。

「……ま、まさか、あれほどの数とは……！」

　ホランドがうろたえた声を上げた。王国軍も数でいえば同等ではあるが──だとすれば、つまり魔獣モンスター１体に対し、兵士１人ずつが相手をすることになる──！

「……全軍、展開！　うろたえるな！」

　ウィルヘルム王がそのよく通る声で怒ど鳴なる。

「戦力の差がすなわち、戦争の勝敗ではない！　我々には頭脳がある……戦術がある！　人間の力を、思い知らせてやるのだ!!」

「……弓兵は矢をつがえ！　騎竜士ドラゴンライダー隊も出しゆつ撃げき準備を！」

　騎士団長が王の命を受け、各部隊に指示を飛ばす。

　兵士たちが動き始めた。統制のとれた動きで次々と敵軍に対たい峙じし始める。

「構え……放て！」

　命令が全軍へと走り──弓兵が魔獣モンスターの軍勢へ、矢を放った。

　それを合図とするかのように、魔獣モンスターたちは大地を駆け出す！　そこへ、人間側から放たれる攻こう撃げき魔ま法ほうの炸さく裂れつ！　しかし、魔獣軍は止まらない!!

　──と、ウィルマたちの頭上を影が飛んだ。

「……騎竜士ドラゴンライダー！」

　翼竜ワイバーンの背に乗った騎士たちがめいめいに弩弓クロスボウを構え、魔獣軍の上空を襲おそう！　しかし、魔獣軍側も、翼を持った魔獣モンスターがそれに対たい抗こうすべく、空へと舞まい上がった！




　──ウオオオオオ!!!!




　雄おたけび、そして大軍が駆け出す足音。騎き兵へいが、歩兵が、重装騎士が──大地を蹴けり、突とつ撃げきをしてくる魔獣モンスターを迎むかえ撃うつ──！！！

　剣けんの鳴る音、馬の駆ける音、そして魔ま法ほうの炸裂する爆ばく音おん、たちまちの内に平原は戦場と化し、血を求める咆ほう哮こうに吞のまれていく──！

「エンディ！　彼らは!?」

「大丈夫です。手はず通りに……」

「遅おそい！　遅すぎる！　やはりあんな連中、信用できるはずが……！」

「静かにしていただこう、大臣どの！」

　騒さわぎ立たてるホランドをエンディが怒鳴りつける。

「私の……私たちの友人を信じずして、魔獣モンスターの大群に勝つことなどできようか!?」

「……その通りだ、女騎士デイムエンディ。そして……」

　ウィルヘルム王が口元を歪ゆがませ、言った。その視線の先──前衛の一角が崩くずれ、魔獣モンスターが食い込むように雪崩なだれ込こんでいた。ウィルヘルム王は、声をあげる──！

「頃ころ合あいだ！」




　──ヴォオオオォォォォ!!!!




　それと同時に、新たな雄たけび。人間のものとも魔獣のものとも違ちがう叫びが、戦場に響ひびき渡わたる。そして、林の中から現れる人影たち──！

「……ガルディオフ様！　みなさん！」

　現れたのは、猪鬼オークやエルフ、小妖人パルヴリング、小鬼ゴブリンといった亜人種デミ・ヒユーマンの一団！

　部隊の一角をわざと崩して敵を引き込み、ゲリラ戦術に優れた猪鬼同胞団オーク・マフイアたちがその側面を強きよう襲しゆうする作戦が見事にはまったのだ！

「うおらぁぁーっ！　お前ら気合い入れろぉぉーッッッ!!」

　同どう胞ほう団のボス、ガルディオフが先頭で気勢を上げ、鎚矛メイスを振ふりまわしていた。

「……よし、いける……！」

　亜人デミ・ヒユーマンたちは暴れまわり、魔獣モンスターたちの前線を崩していく。そこへ矢が飛び、魔法が炸裂し、騎士たちが裂さけ目めを広げるように突撃する！

　国王は戦せん況きようを見ながら、指示を飛ばし続けていた。ウィルマはその傍らで、戦いを見守る──

「……あれは……？」

　と、ウィルマの目になにかが映る。

「……なんだ……？」

　エンディもまた、同じものに気が付いたらしい。上空で繰くり広ひろげられる翼を持った者たちの戦い、大地で争われる二本の脚あしで駆かける者たちの戦い──その中間。大地と空との間に、浮うかぶ黒衣の男──

「……ジャヴィド様……！」

　戦せん闘とうと戦闘の間の、そこは無風地帯。まるで普ふ通つうに地を歩くかのように、ジャヴィドはなにもないその空間に立ち、こちらを見て──

　──ジャヴィドが、笑ったように見えた。そして、その手を上にかざし、そこから光が放たれ──

「……退ひけぇぇえーっ!!」

　ウィルマの傍らでエンディが叫ぶ！　同時に、ジャヴィドが腕うでを振り下ろす──！




　──ズッドオオォォォンッ!!




　光の球が、人間と魔獣モンスターたちとの間で、爆はぜた──！　ウィルマたちの立っている丘にまで、その爆ばく風ふうの余波が響く!!

「……ッ！」

　ウィルマは両手で顔をかばいながら、なんとか目を逸らすまいとする──轟ごう音おん、閃せん光こう、そして衝しよう撃げき波は──

　──爆風がやみ、周囲が静かになった。

　そしてウィルマの眼の先にあったのは、巨きよ大だいなクレーター──それに押し広げられるように、周囲に散らばった人間と魔獣たち。そしてクレーターの真ん中に立つ、ジャヴィドの姿──

「……そう慌あわてるな、諸君！」

　ジャヴィドが叫んだ。その声は戦場全体に大きく響き渡る。魔法で音声を増ぞう幅ふくしているのだろう。

「これは宴うたげだ……存分に楽しもうではないか！」

「……おのれ……！」

　ウィルヘルム王が唇くちびるを嚙かみしめる。

　ウィルマは息を吞んだ。あの日、王都で「凱がい歌かの塔とう」を砕くだいたジャヴィドの力──魔ま王おうをも退けたというその強大な魔ま力りよく。それは大おお袈げ裟さではなく、ひとりでこの軍勢を蹴け散ちらすことさえ可能なのだろう。そして、その両りよう腕うでには神器アーテイフアクト・アズミファルの小手──！




　──その時だった。

　ウィルマは視界が翳かげるのを感じた。

　にわかに空が、暗くなる。

「……これは……!?」

　ウィルマは空を見上げる。上空に掲かかげられた二つの太陽が、その輪りん郭かくを重ね始めていた。

「……これが、『日にち合ごう』……！」

　二つの太陽が重なるとき──まさにその時が今、やってきたのだ。

「……始めよう……」

　ジャヴィドの声が響いた。「アズミファルの小手」を着けたその両の腕を、ジャヴィドは大きく広げる。そしてその両手を胸の前へと廻まわし──二つの小手を着けた掌てのひらを、祈いのるようにして合わせる。二つの小手が一直線につながり、その間に火花が散る。

「滅めつ多たに見られぬものだ……この地上に現れるのは数千年振ぶりだからな。刮かつ目もくして見よ！」

　ジャヴィドは合わせた掌をゆっくりと、左右に開く──紫むらさき色いろの光が、その掌の間に迸はしっていた。

「……これぞ『無限の真球』……無限の力を約束するもの！」

　両の掌が肩かたの幅はばにまで広がったとき、そこには白く光る球が現れる。

　空に浮かぶ二つの太陽は、今まさに、その輪郭を重ね合わそうとしていた。




　　　　＊　＊　＊




　無限の真球──ジャヴィドの胸の前に現れたそれは、まるで光を吸い込むかのように真っ白な、人の頭ほどの大きさの、球。それはまるで、世界そのものにぽっかりと空いた穴のようにさえ見えた。

「アズミファルの小手とは、両の手で一対の『門ゲート』。次元の隙すき間まに、この『無限の真球』を保管するために作られた、な！」

　ジャヴィドが周囲に声を響かせ、その球を頭上へと掲げた。

「そして、世界の中へと解放されたこの真球は、この『日にち合ごう』の日に『虚バルク』となる!!」

「ま、まさか……では、『無限の真球』というのは……ッ！」

　国王の近くに控ひかえていた賢けん者じや・クライフが声をあげた。エンディがそちらを振り返る。

「知っているのですか、クライフさん!?」

「……伝承の中に、わずかに残った記述がある……破は壊かいと創世の神・ラーフの瞳ひとみが３番目の太陽となるとき……！」

「３番目の太陽……!?」

　ウィルマは空を見上げた。今まさに、二つの太陽が重なる！　そしてジャヴィドの掲げた白い球体が、そこに輪郭を重ね合わせ──




　──ヴォン！




　白い球から渦うずを巻くように、紫の光が溢あふれ出した。それはまるで、空間に現れた三次元の渦──無限の真球を中心として、別の空間へと何かが吸い込まれていくような、そんな光。

　クライフが叫さけぶ──

「あれが、『虚バルク』……!!」

　無限の真球が、まるで触しよく手しゆを伸のばすかのように、その光を強めた──！

「……ッ？」

　ウィルマは急にめまいを感じた。身体の力が、抜ぬける──？

　ウィルマは周りを見た。エンディが、ウィルヘルム王が、同じく戸と惑まどった顔をしていた。顔を上げれば、クレーターの周りの兵士や魔獣モンスターたちは既すでに、みな膝ひざをつくか、倒たおれているか──その中央にジャヴィドが、「無限の真球」と共に在った。

「クライフさん！　『虚バルク』というのは一体……!?」

　エンディが叫ぶのに、クライフが答える。

「……世界の魔力が失われる天変地異が、古代に起こったといいます。その中心にあったのが『虚バルク』……破壊神ラーフがその瞳の中に魔力を喰らい尽つくし、まばたきと共に新しい世界を生み出すのだと……ッ！」

　クライフも膝をついていた。その身体からわずかに、魔力の光が外へ漏もれ出ていることにウィルマは気がつく。慌てて自分の身体も見る──と、同じようにわずかに漏れ出る光──それは、あの「球」へと流れ──

「……それじゃあの球は、この世界から魔力を吸い取って……!!」

　もはや、戦場に立っているのはジャヴィドひとりのみだった。周囲の人間や魔獣モンスター──それだけではない、木や地や川や──あらゆるものから、その手に持つ「球」へと光が流れ込んでいるのが見えた。

　この世界の生物は誰だれであれ、魔力をその身体の中に持っているのだという。魔ま法ほうを使うかどうかに関わらず、その生命いのちの根幹に「魔力」があり、だから自然の魔素マナの力を借りることで魔法を行使できる。

　ジャヴィドが作り出したクレーターの周囲にまだ残っている草木が、ほとんど枯かれ始めていた。

「くそ……ッ！　だからわざわざ挑ちよう戦せん状なんてものを出し、この場に軍勢を集めたというわけか……」

　エンディがその身体を支えながら言った。

「……まさか、あの魔獣モンスターの大群も……生いけ贄にえ……？」

「ああ……あああ……」

　クライフが自らの身体から、漏れ出る魔力を見て嘆なげくように言う。

「……このままあの球が魔力を吸い続ければ、その力は加速度的に増していき……いずれ大陸全土の魔力が吸いつくされ……！」

「そんな……ッ！」

　ウィルマは次々に膝をつく人々を見──そしてジャヴィドを見た。なんとか──なんとかしなければ──！

「……ウィルマ!?　なにを……」

　立ち上がり、歩き出したウィルマに向かい、エンディが言う。

「……止めなくては……あれを。ジャヴィド様を……」

「……無茶だ！　近づくほど力が吸われて……ッ！」

「ですが、誰かがいかなくては……ッ!!」

　ウィルマはなおも、足を踏ふみ出しジャヴィドのもとへ向かおうとする──しかし、身体から力が抜け、再びその場に膝をついてしまう。自分の手を見れば、指の間から零こぼれ落ちるかのように光が流れ出ていた。

「……くそ……ッ！　どうすれば……ッ!!」

　エンディが唇を嚙んだ。

　ウィルマは歯を食いしばり、足に力を込める。

「お願い……神よ……」

　立たなくては。立って闘たたかわなくては──

「どうか、この世界を……どうか……ッ！」




　──ザッ




　──その目の前に、現れた影かげがあった。

「……すまない。遅おそくなった」

　そう言ってその男は、靴くつすら履はいていないその足を踏み出す。目を上げれば、丈たけの短い法衣ローブのような白い衣を身に纏まとった、その大きな背中が目に入る。ウィルマの頭に、大きな手が置かれた。




　──ああ。この手は。
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　ごつごつとした、無骨な手。毎日の鍛たん錬れんによって研とぎ澄すまされた剣けんのように美しい、その手。数々の強敵と闘い、そして多くの人の手を取った、手──

「……遅すぎるぞ、この……ッ……」

　エンディの声が聞こえた。その背中がそれに応えて言う。

「……エンディさん、ウィルマ姫ひめを頼たのむ」

　そしてその手が離はなれ──ウィルマの視界の中で、男の素足が地面を蹴けった。白い衣を身に纏ったその背中が、丘おかの斜しや面めんを駆かけて躍やく動どうする──

「やっちまえぇぇーッ！　この空手バカァーッ!!!!」

　エンディが叫ぶ声が聞こえた。その声を背に受け、男が大地を強く蹴り、跳とんだ──！








３．空手vs魔ま剣けんの勇者






　──ザンッッッ!!




　倒れる兵士たちを飛とび越こえ、おれはクレーターの中に降り立った。

　顔を上げると、そこには黒い外套マントに銀の胸当て──

「……来たな、カラテカ！」

　ジャヴィドが口元を歪ゆがませ、言った。

「発動した『無限の真球』の周りで、魔ま力りよくを吸われず行動できるのは、異世界人である俺やお前だけ……だから早々に処分したかったのだがな！　もはやこの場で、決着をつけるのみ！」

　おれは立ち上がり、膝の埃ほこりを払はらった。そしてジャヴィドに顔を向ける。

「……それが『無限の真球』か」

「そうだ……真球、すなわち完全なる『球きゆう』。概がい念ねんの上にしか存在し得ない、神にしか作れぬ神器アーテイフアクト。円周率の無限の内へと、魔力を循じゆん環かんさせ吸収し続ける！」

　ジャヴィドがその手に『無限の真球』を掲かかげ、言う。

「……すなわち、この球を持つ者は、そこから文字通り無限に魔素マナを引き出すことができる……言わば、神に等しい存在！　世界の破壊も、新たな世界の創造も、思いのままだ……ッッ!!」

　ジャヴィドは腹の底から逆流するような声で笑った。

「世界は行ゆき詰づまり、人々は失意と不幸の中で生きている。それは過去からの因果の鎖くさりの帰結……ならばその鎖を断ち切り、世界そのものを変えなくては、人々を苦しみから救うことはできない」

　ジャヴィドはその目の中に、白い球の放つ輝かがやきを揺ゆらめかせながら言った。

「……ならば俺がこの力で、世界の因果から人々を解き放ち、救ってみせる!!」

「……それで？」

　ジャヴィドのこめかみが一いつ瞬しゆん、ぴくっと動く。

「……なん……ッ！」

　おれは続けて問いかける。

「魔ま王おうを倒した勇者であるお前が、今度は神になって……それでお前は満足なのか。世界が自分の思い通りになるのは、そんなにいいことか？」

　おれは足を肩かた幅はばに開き、言った。

「……あそこに、ウィルマ姫がいる」

「……！」

「お前がその力を使い、この世界の因果を創り変え……その新しい世界で姫が幸せに暮らしたとして、それはあそこにいる姫の涙なみだを止めたことになるのだろうか？」

「……」

「世界の因果は、古来よりこの世に存在したすべての人々の生きた証。それを解くことは、今に生きる人々を殺すのと、どう違ちがう？」

「……黙だまれェッ！」

　ジャヴィドは激げき昂こうして叫んだ。

「お前になにがわかる！　たくさんの人が死んだんだ……！　志のある者たちや、優しい者たちがだ！　それなのに、クズばかりがのうのうと暮らしている世界！　いや、この世界も、元の世界もだ！」

「わかっていないのはお前の方だ！」

「黙れェっッ！」

　ジャヴィドの身体がわずかに光り、宙へと舞まい上がった。

「……やはり相容れぬ！　もはや論争など無用！」

「そうだな。おれも話し合いをしに来たわけじゃねぇ」

　おれはそう呟つぶやき、腕うでを身体の前で交差させた──




　──オオォォォォッッ!!




　息吹いぶき──丹たん田でんに息を溜ため、可能な限りの気を圧縮する！

　ジャヴィドは空中に留まり、「無限の真球」から手を離した。球は上じよう昇しようし、ジャヴィドの頭の上に留まる。光が渦うずを巻き、ジャヴィドの全身を包むように広がる。それはあたかも、ジャヴィドがその全身から触しよく手しゆを伸のばしているかのようだった。

「……いつぞやの決闘デユエル……決して油断をしたわけではなかったが、正直言ってお前の技には驚きよう嘆たんした。だが……俺を魔ま術じゆつだけの男だと思うなよ」

　そう言ってジャヴィドは片かた腕うでを上へと向ける。その掌てのひらの先に、光の穴が生まれ──そこから一ひと振ふりの剣が、現れた。

「……あれは……神器アーテイフアクト・フラスニアの魔剣……!?」

　ウィルヘルムが言う声が聞こえた。

　ジャヴィドは複雑な光こう彩さいをその刃はに宿す剣を手に取り──軽く、振ふった。




　──ドォゥッ!!




　瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな波動がおれを襲おそう!!

「……くっ……！」

　おれは十字受けの体勢でその場に踏みとどまる──！　これが、あの魔剣の力だというのか──!?

「……俺の裏チート技スキルは『超越する魔核バースト・マギア』……あらゆる属性の魔ま法ほうを、詠えい唱しようなしで発動することが可能。しかし、ただ魔法を連発するだけが能ではない。その真の力は、複数の魔力の同時使用……すなわち！」

　ジャヴィドは天高くフラスニアの魔剣を掲げる。その身体から、魔力の光が発し、天に向かい、伸びた──！




　───ドォオン！！！




　極太の稲いな妻ずまが、ジャヴィドの持つ剣へと落ちる！　その魔剣の刀身は、雷かみなりのエネルギーを纏まとい──！

「……魔剣の力を解放しながら、そこに極大破は壊かい魔ま法ほうを乗せて放つ、これぞ魔王をも倒たおした我が最大の必殺技!!」

　ジャヴィドが剣の柄つかを握にぎり、大上段に構える！　そして上空から地上へと、その剣を振り下ろし──




「超極大落星衝破弾ミーテイアボルト・エクストリームッッ！！！」




　──光の柱が、落ちた──!!




　　　　＊　＊　＊




　蒼あお白じろい閃せん光こうの柱が、天から地へと突つき刺ささる──




　戦場の真ん中にぽっかりと空いた巨きよ大だいな爆発跡クレーター──まるでそれをなぞるかのように、空が頭上へ落ちてくる。




　──衝しよう撃げき、熱波、破は壊かいの光──




　そして地へと達した光の柱は、爆ばく音おんと化して再び、空を突き刺すかの如ごとく跳はね上がり──衝撃の波が円を描えがいて走り抜ぬけた。




　爆音の向こうに、誰だれかがなにか叫さけぶ声が聞こえたような気がした。その瞬間、おれはこの様子を上から見ているような感覚でいた。




　クレーターの周囲に倒れ、衝しよう撃げき波はに晒さらされながらも、おれたちを見守る兵士や魔獣、丘のところにいるウィルヘルム、ウィルマ姫、エンディにクライフ、ホランド大臣やバーガンド。戦場の別のところには、ガルディオフたち猪鬼同胞団オーク・マフイア──




　それらが見守る視線の先には、半径20ｍにもわたる巨大な光柱が屹きつ立りつする。




　それは絶対に回かい避ひ不可能な運命。すべてを砕くだき、塵ちりと化す破壊の力。逃のがれられない、致命の一打──







　──……ッオォォォォン！！！







　轟ごう音おんと共に、閃光が弾はじけ飛ぶ！

　乱れ狂くるう衝撃波、反はん響きようして残る轟音に震ふるえる空気。

　永遠とも思える破壊の乱らん舞ぶはしかし、数瞬しゆんで過ぎ去り、静せい寂じやくが訪れ、煙けむりが晴れ──

「……なんだ……と……!?」

　晴れた煙の向こうに、ジャヴィドが見えた。ちょうど、向こうからもこちらの姿が見えたのだろう──

「なぜ……なぜだ……ッ!!」

　ジャヴィドの顔は驚きよう愕がくに歪んでいた──それは、閃光の柱の真ん中にいたおれがこうして、二本の足で立っているからだ!!

「かわすことができないのなら……空手で鍛きたえた肉体を信じ、耐たえるのみ!!!!」
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　不動立ち──左右の足に均等に体重をかけ、肩幅に開いて立つ。前後左右どこへも偏かたよらず、ただまっすぐに立つ──あらゆる構えの基本となる、もっとも中立ニユートラルな立ち姿。

　この立ち方に、特段大きな力があるわけではない──ただ、全身でジャヴィドの技を受け止め、耐えきった──それだけのことだ。

　最後に信じるのはおのれの肉体──そして、自らを鍛えてきた時間。文字通りに全身を砕き、すべてを塵と化すかのような衝撃に──おれは、耐えた──!!




「……なぜ……なぜお前は……そんな身体で！　生身の身体で!!　なぜそんなに、闘たたかえるんだ……ッッ!!??」

　うろたえるジャヴィドに向かい、おれは一歩、足を踏ふみ出した──よし、動く。さらにもう一歩──大だい丈じよう夫ぶだ、闘える──！

「……教えてやるぜ、ジャヴィド……」

　おれは一瞬、呼吸を吐はき──そして吸った。身体の中に力の溜めを作り、そしてジャヴィドに向かい、顔を上げる──

「……誰だれにも負けたくねぇからだよ!!」

　おれは溜めた力を解放し──地を蹴けって駆かける！

「うおおあぁぁ！！！」

　ジャヴィドはそれに呼応し、空中から魔法を放つ！




　──ドン！　ドン！　ドン！




　火球フアイアボールの爆ばく発はつが大地に炸さく裂れつ！　おれはジグザグに跳とびながらそれをかわし、駆ける！

「……なぜだ！　なぜ!!」

　うろたえた声をあげながらも、ジャヴィドは火球フアイアボールの魔法を連発する。しかし──その時のおれには、ジャヴィドがどこを狙ねらってくるか、手にとるようにわかっていた。




　俗ぞくにいう「極限集中状態ゾーン」──野球選手がボールを止まっているように感じるなど、一流のアスリートであれば誰でもこの状態を経験しているという。

　それは、極度の集中状態に入ることで、脳が超ちよう人じん的な感覚と処理能力を発揮している状態。おれにもその経験はあったが──この時の集中力は、かつてないほどに研とぎ澄すまされていた。ジャヴィドの手から放たれる魔ま力りよくの軌き跡せきまで、目に見えるかのようだ！




「ふざ……っけるなぁぁぁぁぁ！！！」

　火球フアイアボールの炸裂が止やむ。そして一いつ瞬しゆん、魔力を溜めるジャヴィド──！

「……極大核撃ニユークリアブラスト！！！」

　眼下にまで迫せまるおれに、放たれる大破壊の魔術──！　ジャヴィドの掌から大地に向かい、蒼白い魔力が放たれて──

「……てぁぁあーっ！！！」

　その瞬間、気合いと共におれは、跳んだ──！




　──ッドオオォォォン!!




　足の下で巻き起こる大爆発！　その爆ばく風ふうが──地を蹴り、空中へ上昇するおれの身体を、さらに押し上げる！！！

「なっ……！」

　不意をつかれ反応できないジャヴィド！　おれの身体は一直線に飛び──

「うおおおおお!!!!」




　──ガン！！！




　その勢いのままに叩たたき込こんだ技──それは頭ず突つき！！！

「……っが……!?」

　頭突きの衝撃を顔面でもろに受け、ジャヴィドはそのままおれと共に落下──！




　──ドォッ、ドッ……！




　地へと墜おちるジャヴィド、そして一いつ緒しよに浮ふ遊ゆうしていた無限の真球も、地に落ちて転がる！

「……っはぁぁ!!」

　おれもまた地面に叩きつけられ、息が詰つまる。直ちよく撃げきを受けたあの大技に、爆風を利用したとはいえ吹ふき飛とばされた衝撃──無傷というわけにはいかないが──！

「まだ、だ……ぁぁぁぁッ!!」

　おれは大地を踏みしめ、立つ──と、目の前にジャヴィドも立ち上がっていた。その手には、神器アーテイフアクト・フラスニアの魔ま剣けん──！




　──集中しろ！




　剣けんを構えるジャヴィドを見た瞬しゆん間かん、おれの中でなにかのスイッチが入り、世界から色と音が消える。おれはその世界の中で、ゆっくりと息を吸い──猫ねこ足あし立ちに構えた。

「……ッ！」

　ジャヴィドがなにごとか雄おたけびをあげながら、その剣を振ふるう。剣の届かない距きよ離りではあるが、その軌跡から波動が奔るのをおれは見た。それはまるで、水の中を伝わる波のように、空気中を走る形のない斬撃──！




　捌さばき──！




　足を横に踏み込み、身体を開いてその波動をかわす！　斬撃がおれの後ろに弾け、炸裂して地面を深々と抉えぐる！

　続いてジャヴィドが剣を振るう。二撃目、三撃目──迫る見えない斬撃。それは次元そのものに亀き裂れつを作り出すかのように、その牙きばを剝むく。だが──




　──見える。




　まるでスローモーション再生の世界を上から見ているような感覚。その時のおれは、雨あま粒つぶでさえもすべてかわせる気がした。全身が軽く、イメージのままに身体が動く。脳内麻ま薬やくが分ぶん泌ぴつする音さえも聞こえてきそうな、極限の集中状態。

　おれは、その灰色の世界を、駆けた──その先には、組手の相手がいた。おれはそこへ向かい、拳こぶしを差し出す──




　──ぱぁぁぁん!!




　なにかが破は裂れつするような音がした。

　不思議と、おれの拳にはなにも感覚がなかった。しかし、目の前の敵はピンポン玉のように弾け飛んでいた。




　──ああ、楽しいな。




　その時おれはそんなことを考えていた。なんのために闘っているのか、相手が誰なのか、そんなことはどうでもいい。ただ、頭で憶おぼえ、身体で憶えた技のままに身体が動く、それだけが楽しかった。

　おれはさらに足を踏み込んだ。

　吹き飛んだ相手に、空中で追いつく。そこへ、二撃目──




　──ドゴゥ!!




　敵がさらに吹き飛び、後ろ向きに地面を転がった。

　おれはそこへなおも踏み込む。

　敵が起き上がり、空へと舞まい上がる。浮遊魔法フライト──空中へ逃にげようというのだ。

　おれは、跳んだ。

　そして、手刀を振り下ろした。




　──ズガァァっ!!




　浮遊魔法フライトで空中へ跳び上がった相手を、上から手刀で叩き落おとす。




　──逃げてもらっちゃ、困るんだよな。




　なぜ困るのか、おれにもよくわかっていない。

　おれは地面に叩きつけられた相手の肩かたを摑つかんだ。

　そして、拳に力を込め、腰こしだめに引ひき絞しぼる。

　弓を放つように、込めた砲ほう弾だんに火をつけるように──

　相手の顔面へ、固めた拳を、放つ──




　──ガッ




　俺の拳が、イメージよりもかなり手前で静止した。

　おれは自分の拳の先を見た。そこにあったのは、おれの拳とぶつかり合う、青銅色の、拳──？

「ぬあああああああ!!!!」

　ジャヴィドが雄たけびと共に、その拳を振り抜ぬく！　力任せの拳におれは吹き飛ばされ、宙を舞う!!

「ぐぁッ……！」

　数メートルほども吹き飛ばされ、おれは地面に落ちた。

「……力……お前を倒たおせる、力……！」

　ジャヴィドは立ち上がり──その肌はだは青銅色に変化し、両手には鋭するどい爪つめに棘とげのようなものが生え、その額からは２本の角──！

「魔神変化デモンフオーム……!?　そんな、あの禁呪法まで……！」

　エンディが言う声。

　その肉体を人ならざるものへと変える禁断の魔ま術じゆつ、魔神変化デモンフオーム──おれは先ほど、ジャヴィドの拳とぶつかり合った自分の拳を見た。まるで鋼鉄のような感かん触しよくだった──おれの拳は砕くだけ、指が不自然に折れて腫はれ上がっていた。

　硬かたい皮ひ膚ふに、有り余るほどの膂りよ力りよく──あの大賢けん者じやにも勝ろうかという、シンプルな肉体の力。魔神となったその身体を震ふるわせ、ジャヴィドが吼ほえた──それはまさに、悪あく魔まのごとき立ち姿!!

　おれはその立ち姿へと向かい、立ち上がろうと──

「……あ……？」




　──ガクッ




　膝ひざが折れ、おれは地に手をついた。もう一度、立ち上がろうと力を込める──しかし、俺の膝と手は、地面に貼はりついたままだった。




　──ああ──こっちは魔ま法ほうが、解けた──




　自分が優勢なとき、集中し波に乗っているときには感じられなかったダメージ、疲ひ労ろう、痛み──それらが一気に襲おそってくる。

「……お前を相手に、接近戦は避さけられない。ならば俺は……お前を力で、上回る！」

　ジャヴィドが叫さけぶ声を、おれは他人事のように聞いていた。

　あの必殺技、すげぇ威い力りよくだったな──爆ばく風ふうで飛んだのも、結構効いた。左の拳はもう使えないし、なにしろこう、息が上がって苦しくっちゃぁ──




　──リィィィィィィィ!!




　青銅色の魔神の姿となったジャヴィドが雄たけびをあげた。そして、鋭い棘に覆おおわれた腕うでを振り上げ──こちらに向かい、地を蹴けった。




　──リィィィィィィィ!!




　なんとか立ち上がったおれを、人間離ばなれした雄たけびが貫つらぬく！　それと共に襲いかかるジャヴィド！　おれは身を捻ねじり、それをかわそうとする──！




　──ザシュァッッ!!




　ジャヴィドの爪がおれの肩を裂さく！　反応しきれない──！




　──リィャァァァァ！！！




　ジャヴィドの攻こう撃げきが続く！　振るわれる左右の爪！　直ちよく撃げきを避けるので精せい一いつ杯ぱい──！

　左の拳が潰つぶれたことで、受け技も満足に使えない。交差法カウンターで反はん撃げきをしようにも、息が乱れてタイミングが──




　──ザグァッ!!




　再び爪に首元を裂かれ、おれはよろめいた──と、目の前にジャヴィドの足が迫せまり──




　──ドゴァッッ！




　顔面を蹴り上げられ、おれは宙に舞った。

「……うらぁぁぁぁ！！！」

　蹴りを戻もどす反動を使い、ジャヴィドが腕を振ふるい──その掌てのひらから、魔導弾マジツクミサイルの光こう弾だん！




　──ドドドドドド!!!!




　複数の光弾が曲線を描えがいて飛び、おれの全身に衝しよう撃げきが突つき刺ささる!!　空中でかきまわされるかの如ごとき、文字通りの衝撃の雨。おれは無防備にそれを受け──




　──ドサッ




　おれの耳に、おれの身体が地に落ちた音が聞こえた。

「そうだ……力だ！　力さえあれば……どんなやつも！　お前も！　世界も！　俺の……思いのままなのだァァァッッ！！！」

　ジャヴィドが叫んだ。

　それは勝かち誇ほこるというよりも、必死に己を鼓こ舞ぶしているかのようだった──




　──ああ、空が青いな──




　ジャヴィドの叫びを聞きながら、おれはそんなことを思っていた。二つの太陽が重なりあった空の色は、ちょうど元の世界の──おれとジャヴィドの故郷の空を思わせた。

　ジャヴィドの声がまた、耳に入る。

「……お前の存在は、細さい胞ぼうひとつも残さん……すべて焼き尽つくしてくれる……！」

　ジャヴィドは少し離はなれたところに刺さっていたフラスニアの魔ま剣けんを引き抜いた。そして、その身体に魔ま力りよくの光を纏まとい、浮遊魔法フライトで宙に浮うかび上がる。

　──そうか。またあの技が飛んでくるのか。超極大落星衝破弾ミーテイアボルト・エクストリームだとかいったっけ──

　倒れたまま、おれは空へ浮かび上がるジャヴィドを眺ながめていた。やけにゆっくりとした動きに見えた。




　──先せん輩ぱいも、こんな気分だったのかなぁ──




　青い空が徐じよ々じよにかすんでいった。




　　　　＊　＊　＊




　病室の開いた窓から、差し込む柔やわらかい光に煽あおられるようにしてカーテンが躍おどっていた。

　窓ガラスの向こう側から、ビルの窓に青い空が反射うつっているのを、おれは見ていた。

「……随ずい分ぶん無茶してるみたいだな」

　懐なつかしい声に振り返ると、ベッドに空手着を来た男が座っていた。角かく刈がりの頭の下にある顔の血色は良く、その大きな身体も昔のように引き締しまっていた。

「……先輩？　それじゃ、病気はもう治って……？」

「なに言ってるんだ。おれはもう死んだじゃないか」

　先輩は笑った。人ひと懐なつっこい笑顔だ──誰だれよりも大きな身体に、誰よりも速い動き、誰よりも正確な技。世界選手権の優勝旗を海外勢から日本に取り戻してくれるだろうと、誰もが期待した天才空手家──そんな厳つい経歴の男が見せる表情とは思えない、柔にゆう和わそのものの笑顔。

「そっか……」

　30歳にもならないというのに、悪性の腫しゆ瘍ようが全身に転移したのだという。これほど強い人が──いや、鍛きたえ抜いた身体であるが故に、進行が速かったのだろうか。

　強いだけではない。おれにとっては師であり、技と力のみならず、その心も──平和な時代に武道を究めるその意義を、そして哲てつ学がくを、人の生きる道を、説いてくれた。武道家の理想を体現するかのようなその姿を、追いかける後こう輩はいは多かった。

　生きていれば、確実に空手の、武道の歴史を変えたであろう男。おれなんかの何倍も強く、そして輝かがやかしい未来を目指していた先輩が──病気で呆あつ気けなく、死んだ。それが運命だというなら、なんという──

「……もしかしたら、おれもすぐ、そっちに行くかも知れないっす」

「……相手はそんなに強いのか？」

「……ええ。『無限の力』を持つ英えい雄ゆうです」

「そうか」

　先輩はまた柔らかく笑った。おれはなにかが込み上げてくるのを抑おさえられなかった。

「先輩……先輩があんなに早く死ぬのなら、なんで才能なんてあったんでしょうね？　叶かなえられないのなら、なんで夢なんか見せたんですかね……運命ってのがあるのなら、なんでそんな意味のないことするんですかね？」

　おれの頰ほおを一筋の涙なみだが伝った。

「限界を究め、それを伝えていく。それは人間の使命……おれはそう信じてます。それでも……苦しかったり、悲しかったりすること、この世界の理り不ふ尽じんな事実……それ、どうやって乗のり越こえていけばいいんですか？　どうすれば人は救われますか？」

　おれは自分の手を見た。やせっぽちで貧相な手だ。自分のことが嫌きらいで、意思が弱くて、泣き虫で──

「……空手って、なんですか？」

　空手を始めたばかりの瘦やせっぽちなおれに──先輩はまた、笑ってみせ、そして言う。

「希望を捨てるな」

「希望……？」

「ずっと笑ってなくたっていいんだ。悲しいことがあってもいい。泣いても喚わめいても、逃にげたっていい。少しの希望が心の中に燃えていれば、いつだって立ち上がれる」

　先輩はおれの肩かたに手を置き、言った。

「お前が希望を捨てなければ、きっといつか、お前自身が誰かの希望になる……その誰かが、きっとまた誰かの希望になる。そうして光を、命を、つないでいくんだ。それが……」

　先輩は肩に置いた手に力を込め、おれを振りむかせた。

「……さぁ、立て！　二本の足で立ってる限り、人間はなんでもできるんだ！」

　先輩がその大きな手で、おれの背中を強く叩たたいた。おれはその勢いに押され、光の中へと走り出し──

「負けるなよ！」

　どこからか先輩の声がまた、聞こえた。




　　　　＊　＊　＊




　──負けるな！




　声が聞こえて、おれは瞼まぶたを開く。視界が空の青さで染まり、おれは自分が地面に倒たおれていることに気がつく。

「……今の……は……？」

　耳鳴りの中を、かき分け聞こえてくる声──耳を澄すますまでもなく、その場に鳴なり渡わたる、その声──




「立てぇーッ！　負けるなぁぁッ!!」

「がんばれぇぇッ、神の手デイバイン・ハンド!!」




　戦場に響ひびき渡る声。そこに集まった人々が喉のどをからし、叫さけぶ声。

　それは、兵士が、騎き士しが、亜人デミ・ヒユーマンたちが──その身体にあらん限りの力を振り絞しぼり、おれを呼ぶ声──!!




「立つんだ！　貴公が負けるなどあり得ない!!」

「旦だん那なのカラテはぜってぇに、負けねェ!!　立ってくだせぇ！！！」

　エンディが、そしてガルディオフが、叫ぶ声が聞こえた。

「神の手デイバイン・ハンドはそんなもんじゃない！！！　もっとすげぇんだ!!」

「お前の力……カラテを、見せてくれぇぇぇッ!!」

「がんばれ……がんばれぇぇぇ！！！」

　重装騎士バーガンドが、騎竜士ドラゴンライダーの青年が、そして大臣のホランドが泣きながら叫ぶ声が聞こえた。

「立てぇぇぇーっ！　神の手デイバイン・ハンド!!　立てええぇぇぇーっ!!」

「がんばれぇぇーッ!!　負けるな、立てぇぇッッ！！！」

　城付きの賢けん者じやクライフが、そしてこの国の王ウィルヘルムが──それぞれ、興奮した様子で声をからしていた。

　おれは身体を起こし、そちらを見た。ウィルヘルムの傍かたわらで、祈いのるように手を組んでいるウィルマ姫ひめの姿があった。

「魔ま物ものの爪つめも、貴族の権けん威いも及およばない自由の拳こぶし……何者にも屈くつしない拳！　それはわたくしたちに希望を教えてくれました。だから、わたくしは先生を……カラテを！」

　ウィルマ姫の眼は毅き然ぜんと見開かれ、はっきりと前を見み据すえていた。

「わたくしは……空手を、信じます!!」

　声せい援えんがいつしか、形を成していった。




　──カラテ！　カラテ!!

　──神の手デイバイン・ハンド！　神の手デイバイン・ハンド！




　鳴り響く声、それは声援。それはおれを呼ぶ声。

　おれは──おれはその足で、大地を踏ふみしめた──！








４．その二本の足で立て






　──二本の足で、大地に立つ。




　それはなんと簡単で、なんと難しいことなのだろう。

　おれたちがみな、当たり前のようにやっているこの技は、生まれてから習得に約１年を要する。

　それはすべての基本であり、前提となる技──空手だけではない。すべての人間の技は、ここから始まるのだ。

　二本の足での直立二足歩行──それによって自由になる前まえ脚あし。それを使い、為される様々な技。物に触ふれ、物を動かし、摑つかみ、作り、そして物を砕くだく──すべての基本であり、人間という生物の奥義だといっていい。

　二本の足で大地に立つことによって、人は自由になった。

　大地から解放されることで、ヒトは人となったのだ。その足でどこへでも歩いていき、その手でどんなこともできる。

　──そうだ。

　おれは大地から手を離はなし──立ち上がる！




　──カラテ！　カラテ！

　──神の手デイバイン・ハンド！　神の手デイバイン・ハンド！




　みなが呼ぶ声──それはおれへの声援ではない。人間の力──無限の力へと立ち向かう、人間の姿そのものへの声だ！

　おれは二本の足で立ち、空を見上げる。そこにはジャヴィドが剣けんを高く掲かかげていた。

「立ったからといってどうなる!?　貴様はなにもできない……地べたに這はいずる貴様の拳は、俺には届かない！」

「……わかってねぇな。立ち上がったからには、人間はなんでもできるんだ……！」

　なにか──なにかがあるはずだ！　この局面を切きり抜ぬける一手──希望を繫つなぐ一手が。なんでもいい、どんなものでも──この手と足で、未来を繫ぐ可能性が──！




　──あった。

　おれはそれに向かい、身体を引きずりながらも、走る──！

「喰らえ！　超極大落星衝破ミーテイアボルト・エクストリー……」

　地に落ちていたそれを──おれは横っ跳とびに跳び、拾って素早く立ち上がる！

　それは、人の頭ほどの大きさの、光を放つ白い、球──

「……うおおおりゃああぁぁぁ！！！」

　手にした『無限の真球』を、おれは思い切り、投げる──!!




　──ガッシャアアァァァァン!!!!




『無限の真球』がジャヴィドの顔面に命中するのと、極太の雷かみなりが天から魔ま剣けんに落ちるのが、同時──!!

　ジャヴィドの手から弾はじき飛ばされた魔剣が、回転しながら飛ぶ。ジャヴィドもまたバランスを崩くずし、落ちる──

「まずは、ひとつ……！」

　ひとつ、希望を未来へ繫ぐ！　そしてその次は──

「……んぐ……ッ！　おの……れ……ッ!?」

　落下する途と中ちゆうで、身体を立てなおそうとしたジャヴィドへと──おれは跳び、摑みかかる！

「飛ばせるかぁぁッ！」

「なっ……！」

　空中でジャヴィドの腕うでを摑み、顔面に指を突つき立たてる！　そのまま、思い切り手に力を込め、握にぎる──！




　──ズドォッ……！




　もつれ合って、おれたちは地上に落下した！

「き、貴様……ッッ!!」

「これで、もうひとつ……！」

　またひとつ、可能性が繫がった──！

　泥どろ臭くさくても、なんでもいい。ひとつひとつ、可能性を繫いでいくこと。それを続けていけば、必ず、運命は拓ひらかれる。どんな時でも、決して絶望することなく、この手でできることを探し続ける！　それが──それこそが！

　ジャヴィドとおれが、同時に立ち上がった。

「……！」

　その距きよ離りは至近──お互たがいにとっての必殺の間合い！

　瞬しゆん間かん、時が止まる──１０００分の１秒にも満たないわずかな瞬間の中に、あらゆる可能性を模も索さくする！

　頭脳を。

　経験を。

　技を。

　全身を。

　そして勝利への意思を──

　この手に持てるすべてのものを駆く使しし、探す、求める、捻ひねり出す──

　選せん択たく肢しを！

　そして希望を！

　そうだ、この瞬間、この無限の選択肢──それこそが、人間の持つ無限の力！

「それが……空手だァァッ！」

「……リィィィァッ!!」

　永遠の瞬間を打ち破るように、ジャヴィドがその爪を繰くり出だす！──それを左の腕で、捌さばく──




　──ガッ！




　外がい腕わん──腕の外側の尺しやつ骨こつの部分で相手を打つ、これも空手の技のひとつ。拳が潰つぶれようと、使える技はまだ、ある──！

「……ちぇぃッッ！」

　同時に、右の手で繰り出す一本拳──人差し指の第一関節で、相手の顔面の急所「人中」を突く！

　打だ撃げきを喰らい、ジャヴィドはひるみながらも、蹴けりを繰り出してくる。それをおれは、下段受けで捌き──空いた脾ひ臓ぞうへと、手刀！

「うおおおおおお!!」

　おれはさらに一歩、踏み込んだ。ここは──空手の距離！　おれはその「手」を振ふるう。




　人差し指と親指の間で、相手の眉み間けんを打つ、虎こ口こう拳けん。

　肘ひじで相手の顎あごを横から打ち抜く、猿えん臂ぴ打ち。

　掌てのひらの下部で顎をかち上げ、脳に振しん動どうでダメージを与あたえる掌しよう底てい打ち。

　上からハンマーで叩たたくようにして握った小指の横面で相手を打つ、鉄てつ槌つい打ち。

　５本の指を曲げ、手を平らにして第一関節で相手の急所を突く、平ひら拳けん突つき。

　５指を突き立てるように相手の顔面を叩き、目鼻を打つ熊くま手で打ち。




　人間の手は、こんなにも多た彩さいだ──拳こぶしを握るだけではない。投げる、摑む、捌く、受ける、突く、捻る、握る、引ひっ搔かく、指を曲げて突き立てる。

　ヒトが二本の足で立ち、その前脚を両手とすることで、広がった可能性。

　その可能性を──「手」のあらゆる姿を、あらゆる可能性を駆使し、状じよう況きようを打開し続ける。どんなに絶望的な状況だろうと、この二本の足と二本の手でできることを、ひとつずつ選せん択たくしていく！

　ひとつ、またひとつ、もうひとつ、ひとつ、ひとつ、ひとつ、ひとつ──

　全身の急所を滅めつ多た突づきに突かれ、ジャヴィドは朦もう朧ろうとし始めた。そこへ──

「……セィャァァッ！」




　──ドォッ！




　正拳中段突き──空手の基本中の基本の技。あらゆる修行者が、最も多く練習する技。

　おれにとっても、もっとも信しん頼らいできる技。それがジャヴィドの身体の中央、鳩尾みぞおちへと突き刺ささり──そしてジャヴィドは後ろに、倒たおれた。

「……ぐぅぅぁ……あ……」

　ジャヴィドの口から、息が漏もれる──まともに呼吸ができないはずだ。俺は残心を取る──




　──ブゥイン




　──そのとき、倒れたジャヴィドの身体がまた、魔ま力りよくの光に包まれた──！

「……治癒魔法ヒール……!?」

　ジャヴィドはその光に包まれながら、その身体を浮ふ遊ゆうさせて起き上がる──！

「……ふ、ふふ……はぁーっはっはっはぁっ！！！」

　その体力とダメージを完全に回復させたジャヴィドが、高らかに笑った。

「まだわからぬか！　これこそが裏チート技スキル、これこそが無限の力……！　最高強度の治癒魔法ヒールを瞬しゆん時じに発動できる俺に、お前が勝つ見込みは、万が一にも……ない!!」

　ジャヴィドの身体には打撃の跡あとこそあったが、血色は良い。

「さぁ、続きといこうか、カラテカ！」

　ジャヴィドはそう言って勝かち誇ほこる。

　だが──

「……もうよせ、ジャヴィド……」

　おれが言った言葉に、ジャヴィドは叫さけび返す。

「……ほざくな！　お前がどれだけあがこうとも、お前の力は所しよ詮せんそれまで……お前に何度倒されようとも！　俺はこうして、いくらでも立ち上がれ、るの……だ……ッ……!?」

　──異変が起きた。いや、それは必然だったか。

　その瞬間、まるで糸が切れたかのように──ジャヴィドの身体が、崩れ落ちた。

「ぐ……あぁ……ッ！」

　地に伏ふし、もがくジャヴィド。しかし、手足がまるで利かないのか、または激痛に見み舞まわれているのか──その身体は丸まったまま、痙けい攣れんするのみ。

「……限界が来たか」

　魔ま術じゆつの反動──いくら無制限に魔術を連発できるのだとしても──それを使う身体は生身のものなのだ。

　大賢けん者じやディンが言っていた通り、魔術は魔素マナを身体に取り込み、呼吸と共に詠えい唱しようとして繰り出すもの。裏チート技スキルでいくら魔力を無制限に使用できたとて、それに変わりはない。

　魔ま法ほうを使うには本来、魔力を持った依より代を使ったり、複雑な詠唱で丁てい寧ねいに魔術を構築しなければならない。あのディン老人でさえ、極限まで鍛きたえることで強力な魔力の発動に耐たえる身体を作り上げたのだ。ありあまる魔力でそれを補い、無理やり魔法を行使して、その上魔神変化デモンフオームや回復魔法で負担をかけ続ければ、当然──

「……鍛え方が足りなかったな」

　ジャヴィドは倒れたまま、なおももがいていた。だが、もはや──

　魔神変化デモンフオームの魔法も解けて人間に戻もどったその姿は、まるで芋いも虫むしが蠢うごめいているかのようだ。

　おれはそれを見下ろす。




　──思えばこの男も哀あわれだ。

　突とつ然ぜん異世界に転移し、そこで勇者として魔ま王おうと戦うなど、生半可な精神の持ち主にできることではない。その事実だけでも、この男が高潔な精神の持ち主であることがわかる。

　そしてその高潔さゆえに、世界の理り不ふ尽じんさに耐えられなかったのだろう。裏チート技スキルという世界を変え得るほどの力を得て──命がけでそれを使ってもなお、人々の苦しみを目の当たりにし続けたのだ。この男の絶望を、笑うことなどできようか。それは、力ある者、心ある者であるが故の苦しみだ。




　──だから。




「……立てジャヴィド。まだ勝負はついていない」

　おれは目の前にうずくまるジャヴィドに向かい、言った。

　ジャヴィドはその背中で、わずかに反応する。

「立つんだ……その二本の足で立て。決着をつけるんだ」

「……ぐっ……！」

　ジャヴィドがその身体を起こそうとした。おれは言葉を継つぐ。

「運命は理不尽で残ざん酷こくだ……だが、その因果を破は壊かいするということは、その中で生き、死んでいったお前の仲間を……お前が愛した者たちを、もう一度殺すことだ」

「……！」

「おれたちは、生き続けなければならない……死んだ者もまた、生き続けなくてはならない。おれたちが、生き続けさせなくてはならない。前へ進め。悲しみから目を逸そらさず、見続けろ！」

「……ぬ……おぉぉ……!!」

「ジャヴィド……運命に負けるな！　世界に負けるな！」

　ジャヴィドは足を地につけ、力を込めた。その目には、光が宿っていた。おれはその光へ向かい、声をあげる！

「……自分に、負けるな！」

「……うおおおおおおおお！！！」

　ジャヴィドがその両りよう脚あしを地につけ──その二本の足で、立ち上がった。

「……よくぞ立った」

　おれは立ち上がったジャヴィドの前で、腰こしを落として構え──

「お前は強い」

　右の腰だめに構えた拳を、突つき出す。

　中段に突き刺さった拳の先で、ジャヴィドが崩くずれ落ちた。

　おれは息をひとつつき、倒れたジャヴィドを見た。その顔は、少年のようにあどけなく、安らいでいた。おれは無言で胸の前に両の腕うでを交差し、十字を切って礼をした。

「……神の手デイバイン・ハンド！　球を……！」

　背後から、声が聞こえた。振り向くと、エンディがウィルマ姫ひめに肩かたを貸しながら叫んでいた。

「先生……ジャヴィド様……！」

　ウィルマはエンディに肩を借りながらも、その足で立ち、歩を進めようとしていた。エンディが再び叫ぶ。

「皆みながもう……早く、早くあの『球』を、『虚バルク』を止めてくれ！」

　エンディの周囲では、ウィルヘルムやクライフ、大臣のホランドなどが倒れていた。ウィルマもエンディも、かろうじて立ってはいるが、その顔は生気が失われ蠟ろうのように白い──！

「……心得た」

　おれは振り向き──先ほど投げて地に落ちた「無限の真球」へと向かった。もうひとつ、戦いが残っている。この神器アーテイフアクトを──破壊する！




　　　　＊　＊　＊
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　その白い球は、大地にあっても光の渦うずを発し続けていた。

　その放つ光──いや、吸い込む光は、先ほどよりも強く、大きくなっている。その渦の中に落ちていくかのように、世界から魔力を吸収し続ける球──

「頼たのむ……！　このままでは、みんなが……！」

　エンディが叫ぶ声が聞こえる。既すでに兵士たちもほとんどが意識を失っていた。必死に叫ぶエンディの顔も、その唇くちびるは枯かれ、眼がん窩かは落おち窪くぼみ、やっとのことで身体を支えているといった体ていだ。

　急がねば──！

　おれは地に落ちた「無限の真球」へと向かう。この球に向かうことができるのは、この場でおれひとりのみ。

　ハンドボールほどの大きさの、白い球──その白さはまるで、世界の中でそこだけが色を失ったような、無色。無限に魔力を吸い続け、その中に蓄ちく積せきし続ける、完全なる球体。

　ディン老人によれば、神器アーテイフアクトは「オリハルコン」という鉱石でできているのだという。それは永久不ふ滅めつと言われる伝説の石。そして──発動し始めた「無限の真球」を止めるには、それを破壊するしかない──！

　おれは胸の前で腕を交差し、息吹いぶきをした──そして丹たん田でんに気を、丁寧に溜ためる。

　左ひだり脚あしを一歩、前に出し──左ひだり腕うでは自然に提げ、右手は掌を上に向け、小指から順にその中へ折り込み、拳こぶしを握にぎる。




　試ためし割わり──空手の演武として一いつ般ぱん的なデモンストレーションである。板や瓦かわら、バットやブロックなどを自らの手足で破壊してみせる──それは演者の練度が試される場。

　力はもちろんのこと、無む駄だなくその力を伝える技の型フオーム、そして、割る対象を的確に打だ突とつする集中力が必要とされる。どんなに強い力で叩たたいても、叩く場所が悪ければ砕くだくことはできないのだ。

　逆に言えば──その「目」を見切り、適切に衝しよう撃げきを加えることさえできれば、どのようなものでも砕くことは可能──！




　おれは「無限の真球」を見た。

　真球──完全なる球体。

　これを砕くために、衝撃を与あたえるべきはその「中心」。

　完全な円周率の下もとに作られた完全なる球体の、「中心」──そのただ一点。そこへと至る線ラインは、表面の曲線を微び分ぶんした直線に対し、垂直に交わる線。世界の中に、ただ一つしか存在しない角度。

　それはまさに、無限の隙すき間ま──概がい念ねんの中にしか存在し得ないその線を、正拳で突くという、それはまさに、神の所業──

「それができるのは、それこそ神の手、か……」

　それは究極の一いち撃げきであり、空手家の目指す最高到とう達たつ点だ。

　生しよう涯がいをかけて技を磨みがき、心身を鍛えてただ一度、放てるか放てないか──その一打に、この世界の命運がかかっている。

　おれに、できるだろうか──そんな考えが、脳裏をよぎる。集中しようとしても、悪い想像ばかりが浮うかぶ。ダメだ──おれには、とても──




「気楽にやれよ」




　──誰だれかの声が聞こえた。




「この世界に生まれて落ちて、二本の足で立ってるだけで奇き跡せきなんだ。その延長線上でやればいいのさ」




　──二本の足の延長線上で──




　ああ、これは──




「二本の足で立つ、その延長線上に、すべての技が存在する。立てるやつなら、誰でも強くなれる」

　空手を始めたころ、教えてもらったことだった。

　おれは足の感かん触しよくを確かめた。まずは正しく、立つ。そして膝ひざへ、腿ももへ、腰へ、丹田へ──

　大地に対し、まっすぐに、正しく立った力を、そこから全身へ、拳へ。

　呼吸を整え、タイミングを探す。目を凝こらし、見る。

　無限とも思える時間。

　無限の円周率の中にその線ラインを探し、無限の隙間の中に潜もぐる。

　大地という球に、その中心に向かい、まっすぐに立っている、おれという力──




　その力を、脳の中に摑つかむ。




　その力と、一体化する。




　空間と、世界と、ひとつになる──




　おれの拳が、静かに繰くり出だされていた。それは自然に摑んだ、自然のタイミング。自然のライン。当たり前のように繰り出された拳が、当たり前のように、球の表面を、叩いた。

　手応えはなかった。

　気がつくと、俺の拳が「無限の真球」を押しつぶし、砕いていた。

　──ふと、おれは空を見上げる。

　重なり合っていた二つの太陽が、いつの間にかまた分かれていた。

　割れた球からは、特になにかが噴ふき出すわけでも、弾はじけるわけでもなかった。ただ、周囲の景色の色しき彩さいがわずかに、鮮あざやかになったような気がする。

　目の端はしで、なにかが動いた。

　兵士のひとりが、身体を起こした。まるで眠ねむりから覚めたかのように、なにごともなかったかのように。

　──ふと、おれは振ふり向いた。

　そこにウィルマ姫が──その二本の足で立っていた。

　おれは黙だまって頷うなずく。ウィルマ姫もまた、黙って頷き、そして仰あお向むけに倒たおれているジャヴィドのもとへと歩み寄った。

「ジャヴィド様……」

　ウィルマ姫は倒れているジャヴィドの傍そばに跪ひざまずいた。

「……あなたは魔ま王おうを倒し、世界を救った英えい雄ゆう……だけどもう、そこから巣立たねばならないのでしょうね」

　ウィルマは首にかけたエルフ細工の首くび飾かざりを外し、ジャヴィドの胸の上にそっと置いた。

「……わたくしたちも、そしてジャヴィド様自身も……」

　ウィルマ姫の頰ほおに、涙なみだがひと筋、流れた。

「……」

　おれは空を見上げた。そして大きく息を吸い込む。

「………………ふぅ」

　肺一いつ杯ぱいに溜めたそれを、吐はき出す。そして──




　そこで、俺の意識は途と切ぎれた。
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「上段受け、構え！」




　──オォゥッ！




　猪鬼オークたちが掛かけ声と共に、基本の稽けい古こに汗あせを流ながす。その様子を、おれは後ろから眺ながめていた。

　あの闘たたかいから数週間──回復魔ま法ほうで体力は癒いえても、砕けた拳は簡単には治らない。拳の他にも、身体中に細かい骨折や筋肉、靭じん帯たいなどの損傷が、山ほど。闘いの後で倒れてから、１週間近く眠り続けていたらしい。

「そろそろ、いいと思うんだがな……」

「ダメですよ。大人しくしていてください」

　隣となりに立って稽古を見ていたエルフの青年、ソークが言った。

「僕だって鎖さ骨こつが砕けて、しばらく動けなかったんですから……その報いを受けたと思ってください」

「う……」

　意外に根に持つタイプなのだろうか、このエルフは。

「……それにしても、あなたと『魔ま剣けんの勇者』との戦い……見ておきたかった」

　ソークが真顔になって言った。これも何度も言われた話だ。

「……どうしても、想像します。戦っていたのが僕だったら、勝てただろうか、と」

「武術家の性サガだな」

「ええ」

　猪鬼オークたちは基本稽古を終え、型稽古へと移っていた。それを見ながら、おれは言う。

「……城の牢ろう獄ごくから、ジャヴィドが姿を消したらしい」

「……そうですか」

　それはおれも今朝、聞いた話だった。あの闘いのあと、捕とらえられたジャヴィドは地ち下か牢ろうへと繫つながれていたのだが──

「……そもそも捕らえておけるような相手ではないですね」

「だからと言って、野放しにもできなかったんだろう」

「……またなにか、やらかそうとするでしょうか」

「……いや」

　あの闘いで──ジャヴィドがなにを思ったか。それはわからない。しかし──

「……たぶん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　おれは立ち上がり、ひとつ伸のびをする。そして、猪鬼オークたちの稽古を見てやろうとそちらへ歩いていった。
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　おれが稽古をつけ始めたのは、猪鬼オークたちだけではなかった。

「正拳中段突つき、構え……！」

　あの闘いから数カ月が経ち、稽古ができるようになっていた俺は朝、城の中庭で空手指導に立つ。そこには、ウィルマ姫ひめと、侍じ従じゆう、そして騎き士しの中の何人か──それに城付きの賢けん者じや・クライフ。

「大賢者様にも昔、もっと身体を鍛きたえるように言われたものです」

　最初は蒼あおい顔をしながら稽古していたクライフも、徐じよ々じよに動きがこなれてきていた。騎士たちはさすがに体力があるが、動きが硬かたい。

「もっと声出して！」

　ウィルマ姫が元気に声を出す。彼女はめきめきと上達していた。もともと若さもあるし、柔じゆう軟なん性もある。運動神経もいい。騎士たちの中に彼女から一本とれる者はいないだろう。

　掛け声にあわせて、それぞれが熱心に稽古に励はげんでいた。いつもいるのはこのメンバー、たまに顔を出す騎士が何人か。一度はウィルヘルムまで見に来たことがある。

「親として、子の様子を見たいと思っただけさ。気にせず続けてくれ」

　ウィルヘルムはそう言って木こ陰かげに座っているだけで、稽古には参加しなかった。

　聞くところによれば、あの大臣のホランドが物もの陰かげで稽古を真似しているところを、騎士のひとりが見たこともあるという。ホランドは慌あわてて取とり繕つくろっていたが、実際に稽古に参加しに来たことはない。

　それでいいのだと思う。なにも全員が空手をやる必要はない。それぞれが、それぞれの戦い方を持っていればそれでいいのだ。ウィルヘルムやホランドには、彼らの戦い、彼らの技がある。

「先生、この技の時はこうでよいのですか……？」

　稽古の合間に、騎士たちが尋たずねてくる。

「そうだな、もっと、こう……」

　おれは元の世界では弟子をとったことはないが──こうして熱心に学ぼうとする姿を見ると、つい熱が入る。

「だが、空手の動きに正解はない。繰り返し毎日、稽古をして、自分に一番あった動きを自分の中から見つけるんだ」

「はい！　……いや、オス！」

　──それは充じゆう実じつした時間だった。

「お身体の方はもう、完全に治ったようですね」

　稽古後、ウィルマ姫が冷たい水を持って声をかけてきた。

「そうだな。もう大丈夫だ。また竜ドラゴンとも闘えるぞ」

　──おれがそう言った瞬しゆん間かん、ウィルマ姫の表情が曇くもる。

「……また、闘いに行ってしまわれますか……？」

「……」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。ウィルマ姫が続いて言う。

「あなたは救国の英雄です。お父様は決してあなたをないがしろにしません……この城に住み、空手を教えて暮らす……その生活に不満がございますか？」

「……ありませんよ、ウィルマ姫。不満など、あろうはずがありません」

　おれはウィルマ姫を見て、笑った。
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　夜。

　おれは手荷物を詰つめた袋ふくろを担ぎ、離はなれの部屋を出た。寝ね静しずまる城の中を抜ぬけ、裏手へと向かう。裏の門にも見張りの兵士がいるが、一瞬の隙すきをついてその死角を走りぬけ──

「……ふぅ」

　上手く外へ出て、ひと息ついた、その時──

「……黙って出ていくとは、ひどい男だな」

　不意に声がかかり、おれは振り向いた。そこには月明かりにその金きん髪ぱつを輝かがやかせる、女騎士の姿──

「……エンディさん」

　あの一件以来、エンディは王の「御お庭にわ番ばん」として城に詰める身だった。王の近くに控ひかえ、勅ちよく命めいを受けて任務をこなす、いわば王直属の冒ぼう険けん者である。

「また修行の旅か？　それとも……」

　エンディは一瞬、その眼に寂さびしそうな光を浮うかべた。

「……元の世界へ、帰るのか？」

「……いずれはな。だが、今じゃない」

「それなら」

「……いや、ここに留まるのも、今はまだその時じゃない」

　おれは城を見上げて言う。

「弟子をとって指導をして暮らすのも悪くはない。だが……おれはまだもう少し、世界を見ていたい。色々な相手に挑いどみ、色々な技をこの目で見てみたい。せっかく、神や悪あく魔まが実在する世界に来たんだぜ？　勝負してみたいじゃないか」

「……まったく」

　エンディはため息をついて頭をかいた。

「貴公の空手バカには呆あきれるしかない……どうせ止めても聞かないのだろうしな」

「そういうことだ」

　エンディは苦笑した。

「……姫さまには、私から上手く言っておく。極秘の任務だとでも……」

「……その必要はありません」

　──その声におれとエンディは、同時に振ふり返った。そこに立っていたのは蒼灰色ブルー・アツシユの髪かみの、この国の第８王女──

「……ウィルマ姫」

「……先生……なぜなのです？」

　ウィルマ姫はその顔を伏ふせ、そして上うわ目め遣づかいにおれを見上げるようにして言った。そういう顔をされると、どうも弱い──おれは目を逸そらし、言う。

「……すまない、おれはまだ、先生と呼ばれて暮らすことはできないんだ」

「それでも、わたくしにとっては先生です」

「……」

　おれは黙だまっていた。エンディが俺とウィルマ姫の顔を見比べていた。

　ウィルマ姫は口をへの字につぐみ、しばらく下を向いていた。

「……どうしても、行かれるのですね」

「ああ……」

「だったら……」

　──瞬間、ウィルマ姫は顔を上げ、その眉まゆに力を込こめた。

「だったら！　わたくしを倒たおしてから行きなさい！」

　ウィルマ姫はそう言って、組手立ちに構える！

「姫さま!?　そんな……一体なにを……」

「女騎士デイムエンディ！　あなたが立ち会い人です……これは決闘デユエルです！」

　ウィルマ姫はそう言って、拳こぶしを握にぎる──

「自分の意を徹とおすための力……たとえ力が及およばずとも！　自分の声を吞のみ込まず、はっきりと意思を示すこと。自分というものを肯こう定ていし、自由を摑つかむ勇気の力……それが空手の道であると私は学びました。さぁ……構えなさい、神の手デイバイン・ハンド！」

　ウィルマ姫の目──それはかつて、牛頭魔人ミノタウロスの前で怯おびえていた少女の目ではない。そこにいるのは、強い意志を持ち前に進もうとする、ひとりの自立した淑しゆく女じよの姿だった。

　ならば──

「……よい構えだ、ウィルマ姫」

　おれは荷物を置いた。足を開き──両の掌てのひらを前に向け、構える。前羽の構え──！

「あなたが自己の誇ほこりを賭かけ臨むこの決闘デユエル……おれがその相手となろう」

「神の手デイバイン・ハンド！　もしわたくしが勝ったら……その……その時は……」

　一瞬、ウィルマ姫が顔を赤らめ、その目が泳ぐ。しかし、次の瞬間──

「……行きます！」

　ウィルマ姫が踏ふみ込む！　そしてそこから繰くり出だされる追い突き──それはおれの想像よりも遥はるかに速く、鋭するどく、おれの眼前に迫せまる──！

[image: ]

「……ふんっ！」

　おれは身体を捌さばき、外受けでそれを受ける！　そして──




　──ヴンッ!!




　次の瞬間、おれの右正拳突きが──ウィルマ姫ひめの目前で、止まった。

　数瞬しゆん、沈黙。そして──おれは拳を降ろした。ウィルマ姫はその場にぺたん、と座り込む。

「……寸止めなど……情けをかけるのですか！」

　悔くやしさを滲にじませ言う言葉に──おれは答える！

「甘ったれるな！」

「……！」

「挑み、負けて、死ぬような覚かく悟ごでいたら、道半ばまで往く前に命を落とす！　それではなにも成し遂とげられない。それは勇気ではなく、自棄やけだ」

　目を丸くするウィルマ姫に、おれは言葉を継つぐ。

「戦う覚悟もいいだろう……だが、大事なのは諦あきらめないこと。彼我の差を見極め、受け容れる勇気をこそ持て。勝てないのなら、勝てるように考えろ。そしていつか、必ず勝て！」

「……お……押お忍す……！」

「そうだ、押忍、だ」

　おれは腰こしをかがめ、ウィルマ姫に手を差さし伸のべた。

「今回は勝負を預けておく。いつか決着を」

「……はい！　いつか……いつか必ず、あなたに勝ちます……！」

「……楽しみにしている」

　ウィルマ姫はおれの手を取り、立ち上がった。おれは姫の目を見る──姫もまた、おれの目を見ていた。

　傍かたわらでエンディが肩かたをすくめた。
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　城門を抜けて街を出る頃ころ、ちょうど朝焼けが空に浮かび始める。

　二つの太陽のひとつが現れて、午前。二つ目の太陽が現れると昼になり、さらに明るさが増す。ちょうどおれが行こうとしている方角に、朝の光が生まれていた。

「……で、どこに行くの今度は？」

　不意に、隣となりから声が聞こえる。いつの間にか、銀ぎん髪ぱつの女神がおれのすぐ横にいた。

「どこだろうな。とりあえず、強いやつはどこかにいないかな」

「……結局それなのね、あんたは」

「他になにがあるってんだ」

　おれは街道を踏みしめ、一歩一歩足を踏み出していく。行く先では、夜の中に空が生まれ、広がっていた。おれの背後はまだ、夜。

　──不意に、おれは女神に問いを発する。

「……おれがこの世界に来た意味は、あったかな？」

「どうしたの？　珍めずらしいじゃない、そんなこと気にするの」

「いや……」

　旅の中で出会った人々の顔を、おれは思い出していた。元より、世界を救うために闘たたかっていたわけではない。飽あくまでおれの闘いは、おれのもの。それでも──この地に生きた証をなにか、残せたのなら。

「……異世界から来訪者を導くことで、世界の因果を調整するのが私たち女神の役割なの。そうやってこの宇宙はバランスを取っている。人は誰だれでも、存在するだけでその宇宙に影えい響きようを与あたえているのよ」

「……そうか」

　おれは足を止め、女神に向き直った。

「それで、今度はどこへ導いてくれるんだ？」

「どこへでも、あなたの心の向くままに。私は手助けをするだけ」

　女神は微笑ほほえみ、その姿を光と変えた。

「行きなさい、次元遊者ブレーンウオーカーよ……運命の導きのままに、ね」

「……運命なんか知らねぇよ」

　女神は光の中に消え、おれは朝焼けの中にひとり、佇たたずむ。

「……おれは空手を、信じるだけだ」

　おれは再び、朝日の方角へとその二本の足を踏み出した。








あとがき






「空手バカ異世界」第２巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　空手家がファンタジー異世界でモンスターと戦うという、冗じよう談だんのような本作ではありますが、まずは２巻まで世に出せたことを嬉うれしく思います。




　１巻では騎き士し団や冒ぼう険けん者、異世界の武術の遣つかい手たちとの戦いが繰くり広げられましたが、この２巻ではより強大なモンスターたちが立ちはだかります。

　実はこの作品、一番最初の構想にあったのは、１巻に掲けい載さいした分である第１章と第２章、そしてジャヴィドとの決着編である第４章まででした。

　しかし、Ｗｅｂに掲載しながら執しつ筆ぴつを進めていく中で、「もっとヤバいモンスターと派手なバトルをやりたい！」と思いつき、追加したのが第３章「暗黒魔ま城じよう編」となります。

　特にスライム戦は、Ｗｅｂで連れん載さいを始めた当初から「スライムとかとはどう戦うの!?」という声を多くいただいており、「それなら闘やるか！」と勢いで書いた一戦です。

　しかし実際に闘たたかってみると、この勝負が実は一番苦労しました。ゲームでは最弱という扱あつかいが多いですが、もともと古いＴＲＰＧなどでは強敵として登場していたモンスターでもあります。もし出会ってしまった際には、素手で相手をしようなどと思わず、潔く逃にげるのが賢けん明めいです。




　ともあれ、予定になかった暗黒魔城編も、強敵・古代ドラゴンとの闘いを経て、本作における重要なテーマを浮うかび上がらせることができました。

　その一戦で主人公が叫さけんだ「空手なら、勝てる！」という言葉は、Ｗｅｂ版のキャッチコピーとして設定していた言葉でもあります。このフレーズは「空手を信じろ」という決め台詞と並んで様々なところで引用していただき、本作を象しよう徴ちようする台詞となってくれています。




　書しよ籍せき版ではここへさらに、女賢けん者じや・ミーヴィというキャラクターが登場しています。Ｗｅｂ版では登場していなかったキャラクターですが、ウィルマ姫ひめを導く重要な役どころを担っていただきました。

　ミーヴィが行っている過去の研究もまた、現代社会において主人公が空手を究めようとしていた様子と同様、「役に立たないもの」と見なされがちです。

　彼女を登場させるにあたり、ヨーロッパにおける大学の歴史を調べなおしたりなどしていたのですが、今よりもずっと生きることが困難な時代にあっても、そうした学問の灯を消さず、灯し続けようとした人々の歴史には頭が下がる思いでした。




「それがなんの役に立つの？」という言葉は、空手や武術を学ぶ人にはお馴な染じみの言葉だったりします。磨みがきぬいた技を一度も実戦で使うことなく、修行を終えるのが当たり前の世で、なぜそんなに必死で身体を鍛きたえ、技を磨くのか──しかも、鍛えれば鍛えるほど、「なにかあったら逃げるのが一番」だということがわかってくるともいいます。

　武道は喧けん嘩かに勝つためでなく、人間形成や礼れい儀ぎ作法を身に着けるためだ、とする声もありますが、きっとそれだけでもないのだと思います。

　このことは武術だけでなく、音楽やゲーム、舞ぶ台たいなどのエンターテインメントに傾けい倒とうしてきた僕にとっては、避さけて通れないもうひとつのテーマでした。




　本作は気楽なライトノベルですので、社会に対しての問題提起などと大上段にぶちあげるものではありませんし、僕の思想を表現したものでもありません。

　この物語の中で語られた「空手とはなにか？」という問いに対する答えは、あくまでも主人公である空手バカというキャラクターの思想に過ぎません。

　それでも、もし武術を学び、修行するその理由を問われたら、僕はやはり「いつか世界を救うため」だと答えると思います。




　この２巻をもって、もう一人の異世界転移者である英えい雄ゆうジャヴィドとの因いん縁ねんの闘たたかいは決着を迎むかえました。

　Ｗｅｂ版で掲載していた物語も、いったんここまでで収録し終えた形となります。




　本書のラストで空手バカは、新たな闘いを求めてウィルマ姫の元を去り、朝焼けの方角へと旅立っていきました。

　きっとまだ見ぬ異世界の強敵たちが彼を待ち受けているに違ちがいありません。また、ウィルマ姫やエンディ、その他の仲間たち、ライバルたちの前にも、きっと新たな物語が控ひかえています。

　次の闘いの場でまた、皆みなさまにお目にかかれれば幸いです。
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